



























































オタサーの姫と恋ができるわけがない。２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一章　二人だけの秘密ができてしまった──。

二章　女子と一緒にプールに行くとか、まるでオタ充!?

三章　女子と一緒に夏祭りに行くとか、まるでオタ充!?

四章　東京、アキバに到着！

五章　さあ──っ、戦争の刻は訪れたッッ！

六章　もしここで、セーブボタンがあるのなら──、
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一章　二人だけの秘密ができてしまった──。









　七月一五日の木曜日──、

　二次元文化研究愛好部、通つう称しよう・ニジケンの部室にて──、

　部員が五人全員集まって、各おの々おのオタクライフをエンジョイしていた。

「なぁ、百合ゆり姫ひめ、なんで学園モノのラノベの三巻って、夏の話が多いんだ？」

　昔から気になっていたんだよなぁ……。

『冴さえカノ』の三巻は夏コミの話だし、『とらドラ！』の三巻はプール対決の話だし、『ハルヒ』の三巻は孤こ島とう症しよう候こう群ぐんだし、『よう実じつ』の三巻は夏の無人島サバイバルだし、『ワルブレ』の三巻は海水浴に花火だし。

　この際だから、本当にプロの、現げん役えき女子高生ラノベ作家である百合姫にきいてみるか。

「うみゅ？　ヒメの考えでいいなら説明できるけど──学園モノって、基本四月から始まるよね？　で、大体、ラノベ一冊で一～二ヶ月作中の時間が過ぎるとすると、やっぱりどうしても三巻目か四巻目ぐらいで、作中の季節が夏になっちゃうと思うの」

「やっぱりプロの意見もそうなのか……」

「後は、夏になるとラノベチックなイベントが満まん載さいで、テコ入れしやすいから？」

「──、急に話に混ざってくるなよ、空そら野の。ビックリするだろ？」

　今、唐とう突とつに俺と百合姫の話題に混じってきたのは、俺のクラスメイトの空野継つぐ未みだ。

　嗚呼ああ、相変わらず髪かみを明るい茶色に染めて、超ちようミニスカ、ネイルアート、クラウンのネックレスという校則違い反はん四コンボを決めているぞ。

　どうでもいいけど、人と話す時はスマホを弄いじるなよな。

「テコ入れと言えばやはりヒロインたちの水着姿だニャン！」

　今度は月つき島しまが混ざってきやがった。

　となると、次は雪ゆき村むら先せん輩ぱいか？

「つまり、本来なら三巻でヒロインたちの水着姿を読者に見せてテコ入れするのが、学園ラノベの伝統。それなのに二巻で作中時間が夏になったり、ヒロインが水着や浴衣ゆかたを着たり、夏コミに行ったりするのは、二巻の時点でテコ入れが必要だからってことね。つまり人気が────」

「ストップ！　雪村先輩、それ以上は危ないです！」

「あれだから！　元々そういう展開にするって決めていた場合もあるはずだから！」

　この先輩、時々ラノベ愛好家にとって恐おそろしいことを言うんだな!?　しかもＰＳＰでギャルゲーをしながら！　そういえば──さっき『鳥の詩うた』が流れたから、『 AIR 』をやっているんだろう。すごく夏らしい。

　俺と空野が突つっ込こんで止めたからよかったけど、このまま進んだら本物のラノベ作家である百合姫の前で、毒舌を言う可能性もあったぞ？

「そ、そういえば……っ、夏のアニメといえば『ハルヒ』のエンドレスエイトが有名じゃないん？　超ちよう々ちよう人気作品でも、三巻はヒロインの水着を披ひ露ろうするってことだよね？」

　ちなみに『ハルヒ』のエンドレスエイト──という話は、毎週九割以上同じ展開を、八週間にもわたり繰くり返し放映したという伝説を持っている。

　んだけど……空野、お前っ!?　今の発言でどうしても聞き逃のがせない所があったぞ!?

「空野、『ハルヒ』の三巻のタイトルは？」

「ぅん？　確か……『涼すず宮みやハルヒの退たい屈くつ』だっけ？」

「つぐみん先輩！　エンドレスエイトが収録されているのは『涼宮ハルヒの暴走』だニャン！　三巻じゃないニャン！」

「うえ!?　そうなん!?」

「補足しておくのだけれども、『涼宮ハルヒの暴走』はシリーズ五巻目になるわね」

「ていうか天あま架かちゃん！　エンドレスエイトが放映されたのって、二〇〇九年だよね!?　その頃ころ天架ちゃんって幼よう稚ち園えん児じ、下手したら乳児だよね!?」

「待て、百合姫！　お前、俺が幼稚園児の頃からオタクだったという事実を知っているくせに、月島にそういうことを言うのか!?　別に幼稚園児からオタクなのは不自然なことじゃないだろ！」

「いやいや！　不自然だから！　ないとは言わないけど、珍めずらしいから！」

　ところで……今時のオタクは『シャナ』『ハルヒ』『ゼロ使つか』を知らない、って古参が嘆なげいているスレッドを２ちゃんねるで読んだことがあったなぁ……。

　別に知らないのが悪いとは言わないけど、面おも白しろいから気になっている人がいるなら、俺としては是ぜ非ひ読んでみてほしい。

　と、その時だった──、

　コン、コン、コン

　──と、ニジケンのドアがノックされたのは。

「は～い、少し待っててくださ～い」

　果たして誰だれだろう？　あれ？　もしかして部員以外がニジケンに来るのって、今のノックが初めてじゃないか？

　怪あやしいから、みんなと小声で話し合ってみるか……。

「うみゅ？　誰かなぁ？」

「不ふ審しん者じゃないかニャア？」

「可能性はゼロじゃないわね」

「いやいや！　そんな可能性、ほとんどゼロだから！」

「ちっちっちっ～、甘いニャン、つぐみん先輩！　ほとんどゼロとは、わずかには可能性があるということ！」

「ならば、それ相応の武装をして出で迎むかえる必要があるわ」

　こいつら三人、発想が物ぶつ騒そうすぎるな……。

　俺も他人のことを言えないけど。

「はわわ、ヒメ、痴ち漢かん撃げき退たい用の催さい涙るいスプレーしか持ってないよ？」

「ツッキーはスタンガンで武装していくニャン！」

「私はいつもカバンの中に入れている鞭むちで戦うわよ」

「かみじょの～、あんただけは何も持ってきてないよね～!?」

　えぇ……空野、情けない声で、俺に助けを求めるなよ……。

「ああ、別に特別な物を持っていなくても、俺たちの今座っている椅い子すなら鈍どん器きの代わりにはなるだろうし。充じゆう分ぶん武器として使えるだろうな」

「そういう意味じゃないんだけど!?」

　空野のよくわからない嘆きは一いつ旦たんスルーしよう。

　さて、俺も百合姫も、月島も雪村先輩も、きちんと武装したから──ドアを開けよう。

「す、すみません～、ここってニジケンの部室であっています……か？」

　当たり前のことだけど、ドアを開けた来訪者の視界には──、

　椅子を掲かかげて脳天に振ふり下ろそうとしている俺と、

　催涙スプレーの噴ふん射しや口を向けている百合姫と、

　スタンガンを空撃うちさせてバチバチさせている月島と、

　鞭で床ゆかを叩たたいている雪村先輩が、

　──間ま違ちがいなく入っているはずである。

「……不審者じゃなさそうニャよ？」

「……どなた様かしら？」

「ひぅ……っ、こ、このたびニジケンの顧こ問もんになりました、海うな原ばら紗さ依よりですぅ……」

　海原先生は──おおっ、メガネ属性か。しかも、教師だから当たり前かもだが、黒のスーツとタイトスカート。身長は雪村先輩と同じか、少し高いぐらい。髪の色は黒──というには微び妙みようにくすんでグレーっぽいが、あの範はん疇ちゆうなら天然か？　タレ気味で眠ねむたそうな目をしているあたり、仕事で寝ね不ぶ足そくなのかもしれない。

　なんていうか、ずば抜ぬけて美人ではないものの、手に届きやすい、親近感を覚える可愛かわいさを持った先生だった。

　ていうか、海原先生の外見よりも──、

「うみゅ？　ニジケンの顧問って、どういうことなの？」

　そうそう、俺もその発言が気になっていたんだよ。

　まぁ、確かに今まで、ニジケンの部室に顧問の先生なる者が来たことはなくて、俺も、恐らく他のみんなも、『高校の部活には顧問が就つく』という当たり前のことを失念していたと思うが……。

「そ、そのぉ……、それよりもまず、ぶ、武装を解除してくれませんかぁ……？」

　嗚呼、確かに武装したままだと、怖こわくて話したいことも話せなくなるよな？

　大だい丈じよう夫ぶ、先生。俺たち、ちっとも怖くないよ？　コワクナイヨ？　ホントダヨ？　と、いうわけで、ほら、余っていた席に座って座って！

「改めて、ニジケンの顧問とはどういうことでしょうか？」と、雪村先輩。

「中間テストの後、ニジケンの存続が一ひと先まず決まったから、教員会議の結果、顧問の先生が就くことになったんですぅ……」

「まぁ、普ふ通つうだニャン」

「むしろ今までいなかったことの方が異常だから」

「でもぉ……その顧問を、誰も『ニジケンのお世話なんてしたくない！』って理由でやりたがらず、新米教師のわたしに押し付けて……」

「嗚呼、ご愁しゆう傷しよう様さまです」

　ちなみに口にしておいてアレだけど、別に大してご愁傷様とは思っていなかったりする。

　だって、悩なやみの種である本人に、心からそう言われても、ねぇ？

　と、ふいに、偶ぐう然ぜん俺の視界の隅すみに、なぜかプンプンって不満げな百合姫が映った。

「むぅ[image: ～][image: ～]」

「どうした、百合姫？」

「紗依先生の喋しやべり方が、凄すごくオタサーの姫っぽい！」

「「「「「はい？」」」」」

　別に図はかったわけじゃないのに、百合姫以外の声がハモってしまったじゃないか。

　え？　それってどういうこと？

「オタサーの姫の喋り方は基本二種類あって、紗依先生の『[image: ～][image: ～]ですぅ』とか『[image: ～][image: ～]ませんかぁ』とかって、甘えた感じの敬語で語ご尾びを伸のばすのは、ヒメの喋り方と双そう璧へきをなす喋り方なの！」

「そんなこと意識していませんよぉ……」

「ほら！　また語尾を伸ばす！」

　なんで百合姫はここまで対たい抗こう心を燃やしているんだよ……？

　いや、……、俺は百合姫本人から、彼女がオタサーの姫になった理由を聞いた。

　二次元の女の子しか好きになれないオタクな俺を落とすために──、

　──百合姫はオタク男子を落とすのに特化したオタサーの姫になったんだ。

「ぷん！　ヒメはオタサーの姫として、負けるわけにはいかないもん！」




　　　　◇　◆　◇　◆




　翌日、ニジケンの部室にて──、

　窓の外ではソフトテニス部が爽さわやかな汗あせを滴したたらせ、ふと視線を上に向けると、どこまでも続くような青い空に、一筋の白い飛行機雲が消えかかっている。新緑が吹ふき抜ける風に揺ゆらされて、ザアザアと梢こずえを揺らし、どこかでセミが鳴いている感じは、まさに初夏。

　翻ひるがえってニジケンの部室の中は──エアコンによって冷房が効いていて、ヒンヤリと涼すずしく、非常に快適な空間になっていた。こんなきつい太陽の下で運動なんてやってられないし。

　俺が七月ということで『青春ブタ野や郎ろう』シリーズの二巻を再読し、百合姫が家から持参したノートパソコンで、何やら執しつ筆ぴつをしていて、月島が「夏に相応ふさわしいノベルゲーは『シュタゲ』だニャン！」と力説し、雪村先せん輩ぱいが「確かにそれもいいけれど、やはり一番は『 AIR 』よ！」と反論し、そして空野がスマホを弄いじって、たぶんニコ動でも見ているはず。

「少しいいですか、雪村先輩？」

「ん、何かしら、神かみ園ぞのくん？　今、私は Key 作品の夏の代名詞の素す晴ばらしさを、フェイリス・ニャンニャンと牧まき瀬せ紅く莉り栖すを足して二で割るどころか二〇ぐらいで割った、個性っていうかキャラの造形が浅はかな、このテンプレネコ耳ピンク髪がみポンコツ科学者に──」

　あっ、雪村先輩、たぶんこの人 Key 信者だ。

　ちなみに俺は月並みだけど『 CLANNAD 』が一番 Key 作品の中では大好きである。

　いや、それは今、関係ないな。

「それはいいんですけど、月島の年ねん齢れい的に、そもそも『 AIR 』を知っているのか、って」

「そのとおりニャン！　倉くら田た佐さ祐ゆ理りさんを微妙にパクったような属性のクセに！」

「そうそ……待て月島！　お前それ『 AIR 』よりも前の作品のキャラの名前だぞ!?」

「やっぱり月島さんは『 AIR 』を知っているわね！　加えて『 Kanon 』も！」

　マジで月島って何歳なんだよ……。倉田佐祐理さんが登場するゲーム、『 Kanon 』が発売したのって一九九九年の六月だぞ？　ちなみに『 AIR 』の方は二〇〇〇年の九月発売である。

「すみません～、遅おくれちゃいましたぁ」

　と、ここで海原先生が部室にやってくる。

　う～ん、きっと本人の子供の頃ころからの話し方なんだろうけど、確かに甘ったるい声こわ音ねで、ゆるゆるな感じで語尾を伸ばすと、昨日の百合姫の指し摘てきどおり、喋り方だけに関して言えばオタサーの姫って感じもするなぁ……。

　ていうか、海原先生、空いている席が俺の左ひだり隣どなりしかないから、そこに座るんですね。

「そういえばぁ、みなさん、夏休みの予定はあるんですかぁ？」

「ニジケンメンバーでプールに行くわね」

「ニジケンメンバーで夏祭り・兼けん・花火大会に行くニャン！」

「ニジケンメンバーで夏コミに行くね♪」

「それって新参者のわたしが入ってないですよねぇ!?」

「えっ、顧問なだけなのに、プールや夏祭りにまでついてくるん!?」

「う～ん、夏コミは部活の合宿という建前で部費を使っているからわかるけど、プールや夏祭りにまでついてくるのはなぁ……？」

「な、ならぁ、その夏コミっていうのはニジケンの部活動として行くんですよねぇ？　だったら顧問としてわたしも引いん率そつしますぅ。なんたって、合宿！　ですしぃ」

　……海原先生の発言に、全員が黙だまったけど……、

　この人は何を言っているんだ？

「うみゅ～、先生、もうホテルの予約、五人三部屋で入れたんですけど、もしかして今から追加で予約する気なの？」

「当然ですぅ！　今ここで、スマホでホテルを調べて──」

「なら東京のりんかい線大おお崎さき駅の近くのニューオータニイン東京ってホテルで調べてください。確か百合姫は、部員が五人揃そろう前から、先手を打ってそこを予約していたので」

「……あたしが入部せずに廃はい部ぶになっていたなら、どうするつもりだったん？」

「そのヒメ先輩の[image: ]ほとばしるギャンブル感、ツッキー的には大好きニャン！」

「けど確かに、りんかい線の始発駅の近くのホテルを予約するとなると、四月の時点でも普通かな、ってぐらいよね」

　と、その時だった。

「どうしてホテルの部屋が全部予約で埋うまっているんですかぁ!?」

「ハッ、七月に入ってからコミケのホテルの予約とか、実に愚ぐ昧まい！」

「やめてあげなよ、海原先生がかわいそうだから!?」

「あのね、先生？　コミケの三日間は日本全国どころか、海外からもコミケ参加者がくるから、七月に予約するとなると、すでにホテル側がキャパシティオーバーしてるところがほとんどなの」

「そ、それでも！　こうなったら近きん隣りんのホテルを探しますぅ！」

　しかし、数分後──、

「なんでどこのホテルも全すべて埋まっているんですかぁ!?」

「だから百合姫が言ったじゃないですか、ホテルがキャパシティオーバーしてる、って」

「コミケってそんなに凄いイベントなんですかぁ!?」

「……もしかして海原先生って、オタクじゃないん？」

「…………うぅ……、はいぃぃ」

　と、いうわけで、ニジケンの顧問を任されて二日目で、海原先生がオタクじゃないということが発覚したのだった。

　おい、誰だれだよ、この非オタ先生をオタサーの姫としてライバル視してたヤツ。

　…………。

　……、…………。

「プールと夏祭りの件に話を戻もどすけど、俺はまだ行くと決めたわけじゃないぞ？」

「あら？　神園くんは一いつ緒しよに来ないのかしら？　オタ充じゆうを目指しているクセに」

「バカにされているみたいだから、それは言わないでください！」

「あのぉ……オタ充って何ですかぁ……？」

「オタクなのに、つまりは二次元を愛しているのに、リアル、つまり三次元までもを充実させようという欲よく張ばり屋さんのことニャン！」

「で、なんで心しん路じさんはぁ、それを目指しているんですかぁ？」

「──、俺は昔、幼よう稚ち園えん～中学校に通っている時、本気で『リアルの女子には興味がない。二次元の女の子は俺の嫁よめ』って思っていたんです」

「え？　本当に本気でそんなことを言うオタクっていたんですかぁ？」

「むくぅ～っ！　別にそれでもいいと思うの！　恋れん愛あい感情は人の自由だし」

「そうニャン！　むしろそっちの方が、ツッキーとしては一人前のオタクっぽくって、オタクとして尊敬できるニャン！」

「そうよ！　私だって画面の中に嫁を作っているわ！　二次元の女の子に本気で恋こいをするなんて、触ふれられない分、本物の恋愛感情だって感じがするじゃない！　私だって、いつかそんな恋をしてみたいわ！」

　よくよく考えてみれば、この三人も昔の俺と同族だな。

　俺はその考え方で、一度百合姫を泣かせたから、中学時代に考え直したけど。

「──でもさ？　確かに神園がオタ充を目指しているなら、プールや夏祭りには、一緒に行った方がよくないん？」

「ぐぬぬ……空野までそんなことを……」

「でも正論じゃん？」

　空野は俺と逆なんだよなぁ……。

　なんか空野は、俺のように『二次元を充実させたから、次は三次元！』って構造じゃなくて、『三次元を（ニコ動の歌い手として）充実させたから、それと並列して二次元も！』って感じだし。

　あれ？　ニコ動の歌い手って、ある意味最強のオタ充じゃないか？

「……、意固地になっていても仕方ないか……」

「やったニャン！　これでも夏休み中も、ココロ先輩と遊べるニャン！」

「では、改めて神園くんに言うのだけれども──、プールは八月一日から使える割引券があるからその日に。待ち合わせ場所は仙せん台だい駅のステンドグラス前。夏祭り・兼・花火大会の方は八月五日、待ち合わせ場所は地下鉄東西線の大おお町まち西にし公こう園えん駅の改札前で、よろしくお願いするわ」

「わかりました」

　うむ……なんだか流れるように、アレよコレよと夏休みの予定が埋まっていくな～。

　でもオタクがプールや夏祭りに行ってはいけない、という決まりもないし、オタ充に近づくために気にしないでおくか。

「ねぇねぇ、心路くん？」

「ん？　どうした？」

「ヒメの水着と浴衣ゆかた、楽しみにしててね♪」

　えっ、それってもしかして、昨日話していたテコ入れ!?




　　　　◇　◆　◇　◆




　一つだけ忘れていたことがあるけど──『なにゆえ百合姫はオタサーの姫なのに部員が俺以外女の子なのか？』っていうと……昨年度のことになるが、旧ニジケンというオタサーの姫（百合姫のこと）の取り巻きばっかりのオタサーがあったのだが、それは百合姫を巡めぐってサークルクラッシュが起きてしまい、今の女の子ばっかりのニジケンは、再建・再編成の途と中ちゆうだからである。

　しかし、サークルクラッシュしても、未いまだ百合姫に心しん酔すいしている百合姫の元・取り巻き──つまりオタサーの騎き士しは存在していた！

「姫と一緒にプールに行くなんて、どういうことなんだオオオオオオオオオオオ！」

「姫と一緒に夏祭りに行くとか、ぶっ殺してやるゼエエエエエエエエエエエエエ！」

　週を明けて、メンドクサイ月曜日の授業を終わらせたばっかだというのに……っ、

　なにゆえ放課後にニジケンの部室に行こうとしたら！　『こいつら』と廊ろう下かでエンカウントするんだよ!?

　そう！　四月一二日一巻一章に、百合姫を囲っていたオタサーの騎士！

「か、神園……、この小太りのメガネと、長身のガリは……その……、知り合いなん？」

　ああっ!?　俺と一緒に教室から部室に行こうとした空野が怯おびえているぞ!?

　俺の背後に身体からだを半分隠かくして、ワイシャツの腰こしの余った生き地じをチマっと摘つまむのはドキッとするから控ひかえてほしい。

「ええっ……と、確か東とう山やま先せん輩ぱいと西にし沢ざわ先輩、でしたよね？」

　小太りのメガネで、語ご尾びが「[image: ～][image: ～]だお」の方が東山先輩で、

　長身のガリで、語尾が「[image: ～][image: ～]だぜ」の方が西沢先輩だったはず。

「ほう？　初対面のはずなのに名前を知っているとは、中々見上げた後輩だお」

「えっ、神園と初対面なん!?」

「ちなみに『後輩』というのは、学校の後輩という意味でもあるし、オタサーの姫の取り巻きとしての後輩という意味でもあるんだぜ？」

「待て！　俺は先輩たちみたいに、百合姫の騎士じゃねぇですよ!?」

「──、ああ、なるほど。この人たちは昨年度、一度サークルクラッシュする前の花はな咲さきさんの取り巻きってことね」

　空野は未だ俺の背後に隠れて、冷静に分ぶん析せきする。

　一方で──、

「二人は一体、なんで急に俺に話しかけやがったんでございますか？」

「姫が今日、教室で嬉うれしそうに『夏休み、心路くんと一緒にプールと夏祭りに行くことになったんだ～♪』──って言っていたからだお！」

「その事実を知ったからには、貴様を問い詰つめるしかないんだぜ！」

「しらねぇですよ!?　プールも夏祭りも、全部他の部員に勧すすめられたことです！」

「それも納なつ得とくできないんだお！　なんでオレたちがいなくなった翌年度に、突とつ然ぜん女の子が入部してくるんだお!?」

「それじゃあまるで『昨年度までの男子部員がアレだから、今まで入部したくてもできなかった女の子がいた』──みたいに受け止められるぜ!?」

「東山先輩も西沢先輩も、オタサーの騎士が女子から見て、ドン引きの対象ってことに気付いてなかったんですか!?　お頭にお脳ミソがお足りになってございませんじゃねぇのですか!?」

「お前……とりあえず先輩には敬語を使えばいいってモンじゃねぇんだお？」

「言っておくが、今の神園の評価つーか評判は、男子からも女子からも微び妙みようだぜ!?　他人のこと言えないぜ!?」

「なにゆえ!?」

「「悪目立ちしてんだよ、今のニジケン！」」

「あんたらに言われたくねぇよ!?」

　息を荒あららげて口論になる俺と東山先輩と西沢先輩。

　おかしいなぁ……、気のせいかもしれないけど、背中に空野の呆あきれている視線が突つき刺ささっている感じがする……。

「こほん──、話題を戻しましょう。先輩方が、百合姫と一緒に夏休みをエンジョイする予定の俺を憎にくんでいるってことはわかりました」

「憎んでるとか、生なま易やさしい言い方だおｗｗｗ」

「オレたちはいつでも神園のことを八やつ裂ざきにする覚かく悟ごをしているんだぜ？」

「物ぶつ騒そうすぎない!?　神園、こいつら頭おかしくないん？　無視した方がいいから！」

「無視したらしたで、次に会う時に何されるかわからないだろ……」

　俺もこいつらとは関かかわりたくなかったけど、もう無視するには遅おそすぎるよなぁ……。

「で、俺を八つ裂きにしたいって気持ちはわかりましたけど、俺になにかしてほしいんですか？　百合姫と遊ぶな、とか。百合姫に恋愛感情を抱いだくな、とか」

「「とりあえず死ね」」

　キレイにハモりましたね。

　あんたら、いくらなんでも百合姫にのめり込みすぎてない？

「冗じよう談だんはこのへんにしておいて、そろそろ本題に入るお」

「本題は──」

　言いながら東山先輩と西沢先輩は、あろうことか学校の廊下で──、

　膝ひざを折り──、両手を床ゆかにつき──、

　頭を低く低く下げて──、

　そして──、

「「お願いします！　プールと夏祭りに行った時、姫の水着と浴衣ゆかたの写真を撮とってきてください！　そのためなら、このとおり、土下座だってしてみせます！」」

　……、えぇ～、じゃあ訊ききたいんだけど、学校の廊下で土下座されても、俺に効果あると思ってんのか？　恥はずかしいから今すぐやめてほしい。

「うわぁ、この人たち、恥ずかしくないん？」

「羞しゆう恥ち心しんがあるヤツが、オタサーの騎士なんかにならんだろ。あるのは安っぽいプライドと虚むなしい自尊心だけだ」

「だって姫の水着を写真でもいいから拝みたいんだお！」

「姫の浴衣の写真を見て、気分だけでも夏祭りに浸ひたりたいんだぜ！」

「わかった、わかった！　百合姫に訊いてＯＫだったら撮ってやるよ！」

「神園～、お前は話せばわかるヤツだと思っていたお！」

「これからはマイベストフレンドと呼ばせてもらうぜ！」

「……これが『ぶっ殺してやる』とか『八つ裂きにする』とかって言ってたヤツらの言うことなん？」

「その代わり、百合姫がＮＧって言ったら撮らないからな？」

「「ありがとう！　マイベストフレンド！」」

「う、うぜぇ!?　顔面を土下座させたまま踏ふみ潰つぶしてやりてぇ!?」

　ようやく二人は立ち上がってくれたけど、けっこう悪目立ちしたなぁ……。

　スマホで時間を確かく認にんしてみると、明らかに部活に遅おくれているし。

　……ニジケンには部室集合時間なんて堅かた苦くるしいモノはないけど。

「あっ、そうだ。──交こう換かん条件を出していいですか？」

「聞くだけだったら聞いてやるお」

「内容によっては聞くだけで終わりだけどな！」

「お前ら、俺以上にどうしようもないクズだな」

「嗚呼ああ……神園がこの二人に対して使っている言葉が、敬語になったり、タメ口になったりを繰くり返してるし……。そろそろ部室に行かせてほしいんですけど……」

　すまない、空野。もう五分ぐらい付き合ってくれ……。

　さて、訊かなければいけないことは、早々に訊いてしまおう。

「二つ質問します。──まず一つ、なにゆえサークルクラッシュしたのに、未だ百合姫と仲良しなんですか？」

「姫がサークルを壊こわす原因になった発言を、神園はご存じかお？」

「一応言っておくと、オレたちは姫に『ヒメにはずっと想おもい続けている好きな男の子がいるの！』って言われて諍いさかいを起こしたんだぜ」

　それは勉強合宿の時に、百合姫本人から聞いたから知っている。

　問題は、その時の騎士視点の心境だ。

「その想い人っていうのは間ま違ちがいなくこのオレ・東山のはずなのに、みんな『お前じゃねぇよ！　本当はオレだって！』ってこぞって主張したんだお」

「ああン？　東山、みんなが『お前じゃねぇよ！　本当はオレだって！』って言ったのは事実だけど、姫の想い人が『間違いなくこのオレ・東山のはずなのに』──だと？　それこそお前じゃねぇよ！　本当はオレだって！」

「失笑だお！　それこそ、本当にそれこそ西沢じゃねぇお！　本当にオレだって！」

「しつこい！　おい……っ、お前ら、そのまま行くと無限ループが始まるから、一いつ旦たんどこかで区切りを付けてくれ……っ」

「ぐほぉ、わかったお……」

「簡単に言うと──、他の全員は大体諦あきらめてくれたんだけど、この東山だけが諦めていないだけなんだぜ」

「オレが正解だから、オレが諦める必要はないんだお……。本当は西沢が諦めれば解決する話なんだお……」

　少し自うぬ惚ぼれたことを言わせてもらうと──、

　百合姫の好きな人って、そのぉ……、なんていうか……、しょ、正直に言ってしまうと……、…………お、俺……、なんだよなぁ……。

　勉強合宿の時に明らかになったし。

　こいつらに言ったら、本気で八つ裂きにされかねん。

「そういえば……二人は百合姫とクラスが一いつ緒しよでしたよね？」

「「ん？　ああ、オレと姫は運命の赤い糸で結ばれているからな（キリっ）」」

　…………、…………ふぅ……。

　よし！　一つ目の質問の答えは、『こいつらの頭の中がお花畑だから』──ってことにしておこう！　大だい丈じよう夫ぶ、問題ない、問題ない。

　じゃあ、次は二つ目の質問だ。

「二つ目の質問です。どうして未だに百合姫と仲良しなのに、ニジケンに入部し直さないんですか？　お二方が、他人に気を配って入部しないなんて考えられませんし」

「その質問の答えなら簡単だお！」

「姫に──『ヒメの心の整理が付いたら、ヒメの方から改めて勧かん誘ゆうするから、少しだけ待っててほしいの！』──って言われたからだぜ！」

「そんなことを女の子に言われたら──っ」

「──待っててあげるのが男ってモンだぜ！」

「ねぇ、神園？」

「──どうした、空野？」

「それって花咲さんが遠回しに、直接言ったら傷つくから……」

「言わないでおいてやれ、それもまた優やさしさだ──」




　　　　◇　◆　◇　◆




　そうしてやってきた夏休み前最後の日──、

　ニジケンの部室にて──、

「ひゃっほ[image: ～][image: ～]っ、明日あしたから夏休みニャン！　一日中、冷れい房ぼうが効いた部屋でゴロゴロとアニメを観みて、現実ではありえないところを少しでも科学で解明してやるニャン！」

「明日からはギャルゲーし放題ね。学校に行かなくていい分、登校時間を含ふくめて九時間ぐらい毎日失っていた時間を、美少女攻こう略りやくに費やせるわ！」

　月島も雪村先輩も、オタク欲よくを有り余らせていて、実にいいことだ。

　俺も明日からは──正午ぐらいに起きて、夕方までラノベ・マンガを読んで、風ふ呂ろに入るまでアニメ観て、そこからは徹てつ夜やでゲームして、爽さわやかな朝日を拝み、清すが々すがしい気分で寝ねようと思う！

　と、俺たち三人はこんな感じだけど、

　打って変わって、百合姫と空野は、

「うみゅ……、〆しめ切きりがぁ[image: ～][image: ～]、〆切がぁ[image: ～][image: ～]」

「うわぁ……、あたしの『歌ってみた』の動画に、アンチが湧わいてる……」

　ニジケンの席順は、ドアの前に立って見てみると──、右奥に百合姫、右中央に俺、右手前に海原先生で。左奥に雪村先せん輩ぱい、左中央に月島、左手前に空野で。──今日は右奥と左手前が、なんだか……、なんていうか……、そう、やつれている。

「百合姫、お前はもう休めよ……。確か今日で三徹てつだろ？」

「うみゅ……四徹だよぉ……」

「じゃあなおさら休めよ」

「心路くんが言うなら、そうする……」

「あと、空野はアンチに構いすぎだ」

「一応、それは自覚してるんだけどね……」

　ハァ、これは仕方がない……。

　二人を強制的に現実から救うため、テキトーな別の話題でも振ふるか。

　例えば、活動実績の話題とか。

「ところでさ、茶さ道どう部とか華か道どう部とかってズルくない？」

「うみゅ？」「にゃん？」「唐とう突とつね」「どういうことなん？」

「だって、茶道部はお茶を点たてるだけで毎日の放課後を過ごしているだろ？　華道部も花を生けるだけで活動実績として認められるだろ？」

「──『だけ』というのは少々失礼ですけどぉ、まぁ、そうですねぇ」

　海原先生が相あい槌づちを打ってくれるんだけど……、おおっ！

　海原先生が、百合姫が薦すすめたであろう『いづれ神話の放課後戦争ラグナロク』を読んでいるぞ！

　非オタだからこそ、オタクを理解しようとしてくれているのか。

　にしても、人生初のラノベが『放課後戦争』か。海原先生が『男の子が好きそうなヤツを読みたいですぅ』って、百合姫に布教されたいジャンルを訊かれた時に答えていたけど、素す晴ばらしくいいチョイスだな。

　おっと、さて、

「だったらニジケンも部費でアニメ見て、マンガ読んで、ラノベ買うだけで活動実績を認められてもいいんじゃないか？　それだって文化的活動だし。クールジャパンって外国では言われてるらしいじゃん？」

「でもニジケンと比べてぇ、茶道部と華道部は一つだけ違ちがうんですよぉ？」

「どこがですか？」

「茶道部は文化祭で茶道体験や、実際に部員が点てたお茶を飲んでもらっているしぃ。華道部の方も、文化祭で今まで生けてきた作品を展示していますしぃ」

「嗚呼、やはり文化祭か……」

　この高校、活動実績を残す機会が文化祭に集中しすぎぃ！

　──いや？　あれ？

　でも、意外とそれが一番いいのか？

　文化祭って生徒が授業や部活でやったことを発表する場って感じもあるし、それを見るために生徒の家族や来年学校を受験する受験生も見にくるわけだし。

　あと、俺の推測だけど、文化祭は救済措そ置ちなんじゃないか？

　俺たちが通う小こ鶴づる新しん田でん高校の文化祭は九月中ちゆう旬じゆん。

　そして部活を存続させるための活動実績の最終提出日は、一学期の終業式。

　その一学期の終業式があるのは（小鶴新田高校は二期制のため）九月下旬。

　今までまともに活動せずに遊んでいた部活は、文化祭という最後のチャンスを与あたえてあげますよ～、って感じ？

「まぁ、わたしはニジケンが文化祭で何をするかはぁ、みんなにお任せしますぅ」

「いいのかニャン？」

「文化祭はぁ、生徒たちの自主性が大事だと思っていますのでぇ」

「ずいぶん私たちのことを信しん頼らいしてくれているのね」

「でもでもぉ、モラルとかは守ってくださいねぇ？」

　話の流れと雰ふん囲い気き的に、文化祭の話題も終わりか？

　あとはいつもどおり、完全下校時刻の一五分前になるまで、ダラダラとオタクライフをエンジョイしよう。

　窓から、オレンジ色の斜しや陽ようが差し込む。

　夕方になって涼すずしくなったので冷房を止め、窓を開けた。

　すると爽やかな風が南西から吹ふき込んで、カーテンを揺ゆらした。

　──机の上で、自分の腕うでを枕まくらにして仮か眠みんを取る百合姫。

　穏おだやかに眠ねむっていて、すぅ、すぅ、と小さな花の蕾つぼみのような唇くちびるで息をしている。

　──持参したノートパソコンで、『ＳＡＯ』のような仮想現実について調べている月島。

　静かな部室に、彼女のワイヤレスマウスのホイールを回す音が響ひびく。

　──今日はＰＳＰではなくＰＳ Ｖｉｔａでギャルゲーをする雪村先輩。

　オレンジ色に染まり始めた部室に、感傷的なゲームのＢＧＭが流れる。

　──いつものようにスマホを弄いじる空野。

　彼女の前の机では、開かれた大学ノートが風に吹かれてパラパラと捲めくれていた。

　──そして俺は、隣となりで可愛かわいらしい寝ね息いきを立てる百合姫の顔を眺ながめていた。

　すると、隣に座ってラノベを読んでいた海原先生が、ふいに俺に話しかけてくる。

　誰だれにも気付かれないように。

　耳元に口を近づけて。

　ナイショ話のつもりなのか小声で。

「心路さんは、百合姫さんのことが、好きなんですかぁ？」

　俺が答えようとした、その時だった。

　完全下校時刻一五分前の予よ鈴れいが鳴り、夏休み前最後のニジケンは終しゆう了りようする。




　　　　◇　◆　◇　◆




　そうして、ニジケンが終わると──、

　俺は帰り道が途と中ちゆうまで一緒の空野と、別れ道に着くまで、自転車で並んで帰る。

　いや、並んで走って人様の迷めい惑わくにならないようにはしているぞ？

　さすがに狭せまい道では一列になっているし。

「神園、なんか話して？」

「空野から誘さそってきたのに話題を用意していなかったのか……」

「う、うるさい、いいじゃん、別に……」

　なんていうか、明日から夏休みと思うと、学校に行かなくていいから楽に思う反面、ニジケンのメンバーと毎日会えるわけじゃなくなるから、少しだけ寂さびしくもある──気が少しだけする。

　それは空野も同じなのか？　たぶんそれで、もう少し進めば別れ道──という河か川せん敷しきの近くで、寄り道を提案された。

「なんか、アレだな」

　俺は河川敷のベンチに座りながら言う。

　正直、面おも映はゆさで自分でもよくわからない心地ここちだったので。

「アレ、ってなんなん？」

「帰り道が一いつ緒しよの友達がいると、喋しやべりながら帰れるから、自転車を漕こぐのもそこまで疲つかれないな。疲れないっていうか、気にならないっていうか……」

「あ、あたしはまだ、なんか気き恥はずかしいんだけど……」

「そ、そうか……」

「……うん」

　そう、俺と空野は、あの時一巻七章の約束どおり──、

　──あれからほとんど毎日、一緒に下校していた。

　恥ずかしいから軽口を叩たたいたのに、急に頰ほおを染めて、視線をあわせないクセに照れくさそうに返事しないでほしい……。

　なんていうか、ラブコメの波動を感じるじゃん……。

　本音としては、空野──つまり女の子と下校するのに、未いまだ慣れない。

　これは今まで二次元に浸つかっていて、リアルでの人間関係をなおざりにした代だい償しようか？

「──、神園」

「どうした？」

「夏休みだね、明日から」

「ああ、──そうだな」

　川の上流、西の空にオレンジ色の夕日が沈しずみかけている。

　逆に東の空には紺こん碧ぺきと、淡あわい薄うす紫むらさきのグラデーションが広がっていた。

　月は東に日は西に──っていうのは、こういうノスタルジーな風景を言うのだろう。

　耳に心地いい、川の浅あさ瀬せを流れる清せい涼りような水の音。

　南西から吹き抜ぬける爽やかな風に、瑞みず々みずしい緑色の草木がやさしく揺れる。

　その風に乗って、ふいに空野のサラサラとなびく髪かみから柑かん橘きつ系の匂においがした。

　誤ご魔ま化かすように視線を逸そらすと、川の対岸では子供たちが鬼おにごっこをしていた。

「ねぇ、神園？」

「今度はなんだ？」

「風、涼しくて気持ちいいね？」

　ん？　空野が俺の方に視線を向けている気がする。

　気になって振り向いてみるんだけど──、

　──そこには、にっ、とはにかんだ空野の顔があった。

「夏休み、空野はプールと夏祭りとコミケ以外、何するとかある？」

「ん～、『歌ってみた』の動画ＵＰとか、ニコ生の放送とか……」

「まだ訊きいたことなかったから訊くけど、なんでそういうのをやろうと思ったんだ？」

「──たぶん、憧あこがれたから」

　言うと空野は、「んっ、ん[image: ～][image: ～]」と目を閉じて、指を組んで腕を伸のばし、背中を反らせて身体からだをほぐした。

　──んだけど、その際、空野のセーラー服の裾すそが引っ張られているし。

　その上、そのせいで空野の白くてやわらかそうなおなかが……。

　おっと、空野が元の姿勢に戻もどった。

「あたしがニコ動を始めたきっかけ、それそのものは単純で──小学生の頃ころ、仲のよかった女の子の友達が、みんなこぞってニコ動を始めて、周りにあわせただけだったから」

「今、俺、ニコ動のユーザーの低年ねん齢れい化を垣かい間ま見みた気がする……」

　実際はどうなのかしらないけど。

　ただ、そういう意見も散見するし。

　あと、別にそれが悪いともあんまり思わない。

「ネットの向こう側の誰かに承しよう認にん欲求を満たしてほしかったから、とか。歌で自分を表現したかったから、とか。共通の話題を持った人との繫つながりを求めていたから、とか」

「──とか？」

「よくありがちな、そういうのじゃなかったんだよね」

「微び妙みように引っ張っておいて違うのかよ!?」

「まぁね、強しいて言うなら──『やりたいからやってみた』というより『今の自分が何をやりたいかわからないから、とりあえず、なんとなくやってみた』っていう方が近いと思う」

「体験入部みたいなものか……」

「そうだね、何をやりたいかわからなくても、『やりたい！』って意思はあったから」

「でもさ、それを今まで継けい続ぞくしてきたんだろ？」

「そうだけど？」

「なら、それなりにやりがいはあったんじゃないか？」

「むっ、神園に言われなくても自覚してるし」

　その後──、

「いつから動画を上げ始めたんだ？」「確か中学生になってから、だね」

「なにゆえ目指したのが歌い手とニコ生の主ぬしなんだ？」「やれることに幅はばがあるから」

「プロデビューの誘いとかきたことあるのか？」「う～ん、それはまだないかな」

　──なんてことを、夕日が完全に沈んで、月が目立ち始めた午後七時ぐらいまで、お互たがいに『空気』のように話していた。

　空気っていうか……たわいなくて──、

　会話があって当然で──、

　けれども……それがなくなることを想像できなくて──、

　なくなったら困ってしまうような──、

　──まさに、やっぱり空気のような感覚だ。

「じゃあ、最後に──」

「ぅん？　何を訊くん？」

「これからは何をやりたいんだ？」

　別に俺にできることがあったら手伝いたい、とか、そういう理由で訊いたんじゃない。

　考えれば当たり前のことなんだけど──、『今の自分が何をやりたいかわからないから、とりあえず、なんとなくやってみた』──と、自分で認めている空野だが、もう立派に、充じゆう分ぶんやれていると思う。少なくとも、俺が自宅のパソコンで空野の動画の再生数や、コミュニティに所属しているユーザー数を確認した限りでは。

　だから彼女が『なんとなくやってみた』後に、『実際にやってみて、ある程度上手うまくいった』となるなら、次になにをするかがわからなかった。

　小難しいことをすっ飛ばすなら、俺はわからないから訊いた──って感じだろうか？

「まだまだ、歌い手もニコ生の主も続けるし。だって──」

　クスクス笑いながら空野は言う。

　一方で、俺はそれを少しだけ参考にしようと思って、黙だまって聞いた。

「諦あきらめたり挫くじけたりすることは、恥ずかしいことじゃない」

「────」

「でもさ、一いつ瞬しゆんあればできるでしょ？」

「────」

「それなのに、一度リタイアして再起するのには、時間がかかるから」

「──そうか」

「そ。だからあたしは、まだまだ歌い手もニコ生の主も続けようと思う」

「立派だな」

「でしょ？　言っておくけど、このことを話したのは神園が初めてだし、それに──」

「ん？　それに？」

「──このことは、二人だけの秘密だからね？」

　言うと、空野はこそばゆそうに、頰を乙女おとめ色に染めながら、はにかんだ。

　──、よし、そろそろ寄り道も終わりにするか。

　帰ろう帰ろう。ご帰宅だ、ご帰宅！

「もう日もほとんど沈んでるし、気を付けて帰れよ？」

「あっ──、う、うん……、っ……」

　むん？　なにゆえそんな寂しそうな表情をするんだ？

　ついでに言うなら、何かを伝えようとしているのは明らかなのに、口を噤つぐんでいるし。

　……いや、口を噤んでいるということは、心の準備ができていないってことだろう。

　なら、今日のところはスルーってことで。

「よっ、と」

　俺も空野も、近くに止めておいた自転車に乗って、帰る準備はＯＫだな？

　おなかも減ったし、よし、行こう。

　──、って、

　────待て！

「そ、空野……っ」
















「うん？　どうしたん、顔を背そむけて？」

「今気付いたけど、少しだけ汗あせで、……、……透すけてる」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっ!?」

　バッ──と両りよう腕うでで身体を抱だきしめるように胸むな元もとを隠かくす空野。

　い、いや!?　俺は見ていないぞ？　汗で透けたセーラー服から覗のぞける、空野の水色のブラジャーなんて！　見ていないからな!?　ホントだぞ!?

　ま、待て！　そんな涙なみだ目めになって睨にらむな！

「ぐぅ……せっかくイイ雰ふん囲い気きだったのに……っ」

「ま、まぁ、それはそうかもなんだけど……」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、神園のえっち！」








二章　女子と一いつ緒しよにプールに行くとか、まるでオタ充じゆう!?









　夏休みが始まって、もう八月一日か──。

　約束どおり、今日はニジケンメンバーでプールに行く日だ。

　俺は今、空そら野のと一緒に東北本線を使って仙せん台だい駅に到とう着ちやくして、改札に向かって階段を上っているのだが、他の三人はもう着いているだろうか？

「なんか……到着したらビミョーに気まずいね？　月つき島しまちゃんあたりが『なんで二人が一緒にきたニャン!?』って言ってきそうだから」

「……家が近くなんだからしょうがない」

　今日だって、別に意図したわけじゃないし。

　最寄り駅が同じなら、そりゃ、向かっている途と中ちゆうにバッティングもするよ。

　あっ……、そういえば──、

　百合ゆり姫ひめの私服は当然見たことがあるし、月島と雪ゆき村むら先せん輩ぱいの私服も、五月九日一巻五章に見たことがあるんだけど──空野の私服を見るのは初めてなのか。

　ヘアアイロンでもしているのか、いつものようにゆるふわな茶ちや髪ぱつ。ほんのり汗ばんでいる、うなじから肩かたにかけてむき出しな半はん袖そでトップスは夏らしさ満点である。肉感的な太ももにピッタリ張り付くような、スキニーのホットパンツは、正直エロい。真夏の感じを全開にした、ウエッジヒールサンダルは、ファッションに疎うとい俺でもセンスがよく感じられた。

　なんか──本当に『今時のオシャレなＪＫ』って感じだな。

「あっ、心しん路じくん、発見♪　こっちだよ～、……って──」

「なんでココロ先輩とつぐみん先輩が一緒にやってくるニャン!?」

「あら、かなりスキャンダルな匂においがするわね」

　改札を抜ぬけたら、五秒で三人に発見されただと!?

　声を多少張り上げないと、人と話ができないぐらいの雑ざつ踏とう。

　一日で一〇万人が往来すると言われている仙台駅の人ごみ。

　そんな中でよく俺たちを見つけられたな……。

　ちなみに俺が三人を見つけたのは簡単だった。一人はピンクとホワイトを基調にした甘ロリだし、一人はピンク髪がみ＋ネコ耳ネコ尻尾しつぽだし、一人は銀髪だし。

「べ、別になにもないから……っ」

「百合姫は知っていると思うけど、俺と空野は最寄り駅が同じなんです」

「羨うらやましいニャン！　ツッキーもココロ先輩の家の近くに住みたい！　なんなら、いっそのこと同どう棲せいだってしたっていいのに！」

「あら？　あらあら？　神かみ園ぞのくん、あなたもう充分にオタ充じゃない。よかったわね」

　月島は、まぁ、ギリギリいいとして──雪村先輩はニヤニヤするのやめてください。

　これは絶ぜつ妙みように失敗だ……。

　俺たちが待ち合わせ場所に選んだ仙台駅のステンドグラスは、西口改札を出て一度も曲がらずに二〇秒もあれば到着できる。

　空野も、俺と一緒にやってきて弄いじられるのはアレだと思うし、別々に改札を出た方がよかったかもな……。

　今さら気にしても仕方ないけど。

「ところで心路くん？」

「どうした？」

「今日のヒメの恰かつ好こう、どうかな？」

「プールに行く日に甘ロリなんて、着き替がえるの大変だろ……。バカじゃないのか？」

「うみゅ!?　甘ロリな服は希少価値なのにぃ!?」

「休日の仙台駅のステンドグラス前で、待ち合わせかなんかで三〇分ぐらい突つっ立たっていたら、一人か二人ぐらい甘ロリ着ている女性が通り過ぎるだろ」

「ああ、すごくわかるニャン。たまに五～八人ぐらいの甘ロリ団体さんも通るよね？」

「仙台駅周辺って、東京ほどじゃないけれども、微び妙みように魔ま境きようよね。スーツ姿のサラリーマン、制服の学生、子連れの夫ふう婦ふ、観光しに来日した外国人はもちろん──今言われた甘ロリ集団に加えて、どこかのライブハウスに向かっている途中のＶ系ファッションの人や、昼間からお酒を吞のんでいる中年男性や、『おそ松さん』のパーカーを着た女性や、ラブライバー四天王ほどではないけど『ラブライブ！』のグッズを大量にカバンにつけたオタクが、闊かつ歩ぽしているもの」

「他には僧そう侶りよやホームレスもいるニャン！」

「いやいや！　さすがに後半の人たちは全体の七％ぐらいだから！」

「待て空野！　よくよく考えるとそれでも充分多いぞ!?」

　っていうか、七％って目測だよね？

　ちなみに他県の人が聞いたら冗じよう談だんかと思うけど、僧侶は実際によく出しゆつ没ぼつする。

　ところで──、自分の服装から話題が逸それて、百合姫が頰ほおをぷくっと膨ふくらませているし……。

「むくぅ～。もうっ、みんな早く地下鉄に乗ろうよ？」

「そうだな。最後にやってきた俺が言うのも変だけど、全員揃そろったし」

　と、言うわけで──、

　──地下鉄の南北線に乗って、泉中央駅へＧＯ！




　　　　◇　◆　◇　◆




　地下鉄の泉中央駅に着くと、そこから宮城交通のバスに乗って、俺たちが行こうとしているプールの最寄りのバス停に着き、さらにそこから数分歩いて、俺たちはベルサンピアみやぎ泉というプールに到着した。

「それじゃあ、更こう衣い室を出たところで再集合ってことで」

「はぁい♪」「了りよう解かいニャン！」「わかったわ」「はーい」

　更衣室前の廊ろう下かで、俺は女子四人と別れる。

　で、当然だけど俺は男性用更衣室に、女子四人は女性用更衣室に、それぞれ行くんだけど──、──どうでもいいけど、中学生の頃ころ、同級生に『更衣室』と『行こう為い室』をテストで間ま違ちがえたヤツがいたなぁ……。行為室って、それ一八禁の匂いがプンプンするんだけど……。

　……。──ヤバイ。

　そんなことを思い出してしまったら、男性用更衣室の壁かべの向こう側を、少しだけ想像してしまうじゃないか。

　ハァ、早く着替えるか……。

　…………。

　……、…………。

　五分後──、

　眩まぶしい太陽が青い空に浮うかぶ晴天。目の前の流れるプールでは、子供連れの家族や、遊びにきた学生が水みず飛沫しぶきを上げて気持ち良さそうに泳いでいた。その飛沫は、日光を受けてキラキラと光っている。ウォータースライダーからは、楽しそうな悲鳴が聞こえてきて、時折、滑すべってきた人が着水して、水が盛せい大だいに弾はじける音が──。また、屋台もあって、そこからは焼ソバが鉄板の上で熱された香こうばしい匂いと、味の濃こそうなソースの香かおりが届くではないか。

　肌はだに日光が注がれ、ジリジリとした感覚がする。目の前に冷たいプールがあるのに、女子四人が来ていないから入れないというのは、中々にじれったい。

　俺はもう着替え終えて、男性用更衣室と女性用更衣室の合流地点──を少し進んだところにいるんだけど……四人はまだだろうか？

「女の子は着替えに時間がかかるらしいけど、それって本当だったのか……」

　──、待て。

　普ふ通つうに考えて今日、この日に限って甘ロリを着てきた百合姫の着替えが、五分程度で終わるわけがないな。

　脱ぬぐだけで五分、

　水着を着るのにさらに五分──って配分か？

　で、合計一〇分後──、

「心路くん、お待たせ～」

「ツッキー、ココロ先輩が大好きな水着姿で登場ニャン！」

「けっこう日差しがキツイわね……、日焼けとか大だい丈じよう夫ぶかしら？」

「うぅ～、……男子に水着見られるの、恥はずかしい…………」

　──真夏のプールサイドに、開放的で眩しく、弾けるような水着を身に着けたニジケンの女の子たちがやってきた。

「まぁ、待ったといっても五分ぐらいだ」

「そ、そう？　──、どうかな、心路くん？　ヒメの水着、可愛かわいい？」

「……っ、あ、ああ、可愛いんじゃ、ないか？」

「えへへ、やった♪」

　百合姫の水着は、ポピュラーなホルターネックのビキニだった。ちなみに色はパステルパープル。百合姫の白い肌が太陽の下に晒さらされて、非常に眩しい。……、百合姫は……、その……、む、胸が大きいから、ビキニによってやわらかそうで深い谷間までできていた。そして、ぷにっとした生なま脚あしが魅み惑わく的で、思わず吸い込まれるように視線がそっちに行ってしまう。

　そんな俺の視線に気付いているのかいないのか、百合姫は俺に褒ほめられて、嬉うれしそうにはにかんだ。

「ココロ先輩っ、ツッキーはどうニャン？」

「ん？　月島は──、──って、おい」

　スク水とか……いくらなんでもあざとすぎないか？　しかもネコ耳と尻尾まで付けているし……。でも──、あれだ、可愛いことには可愛いと思うぞ？

　慎つつましやかな発育途中の胸に、スク水の上からでもプニプニ感が伝わってくる子供っぽいおなか、そして小こ振ぶりなおしり。それらがスク水に『いかにもロリ！』って感じで組み合わさり、似合っている──俺はロリコンじゃないけど。
















「あら？　神園くんは年下が好きなのかしら？」

「いや……スク水、ピンク髪のツインテール、ネコ耳ネコ尻尾の組み合わせが……」

「確かに月島さんはあざといわね。そういう私は、あざといというか微びエロだけど」

　自分で自分のことを微エロって評価するんですね……。

　いや、雪村先せん輩ぱいが身に着けている水着は、スカイブルーっていう色はともかく、生き地じの面積がかなり少ないマイクロビキニだからエロいことは間違いないんですけど……。

　雪村先輩は百合姫よりも胸が大きいから、今にもマイクロビキニから零こぼれそうで、少しドキドキしてしまう……。それと同様に、おしりもむちっとしていて、ビキニの下が割れ目に少しだけ食い込んでいて──本人はこれを自覚しているのか？　だから自分で自分を微エロと？

「……神園のえっち」と、ジト目の空野。

「待て、空野！　それは誤解だ！」

　空野の水着は──パーカー？　え？

　期待を裏切られたとか、そういう男子的な意見の前に、訊ききたいことが一つ。

「それって水着なの？」

「これも一応水着だから。ラッシュガードっていうヤツね？」

　へぇ、そんなのがあるのか。今、初めて知った。

　ちなみにラッシュガードとやらの前のチャックは閉まっていなかったので覗のぞけたのだが、一応空野は、それの下に普通のビキニを身に着けていた。

「ねぇねぇ、ココロ先輩？」

「……うひゃ……!?」

　ヤバイ……変な声を出してしまった……。

　いきなり月島に呼ばれたせいなんだけど……、引っ張るところがないからって、わき腹を人差し指でツンツンしないでほしい。

　ていうか、どうしたんだ？

「ココロ先輩は、この四人の中で誰だれの水着が一番可愛いと思うかニャン？」

「……は？」「うみゅ!?」「あら？」「うえ!?」

　三者三様ならぬ、四者四様の反応を月島以外の全員がするんだけど──なんてことを訊いてくれるんだ、月島は!?

　ほら！　雪村先輩なんかは楽しそうにイジメっ子の表情をしているし！

　嗚呼ああ、俺のことを弄いじる気満々じゃないか……。

「そうね、それはハッキリさせておきましょう。さぁ、神園くん、答えて頂ちよう戴だい！」

「心路くん……」「神園……」

　なにゆえかは知らないけど、百合姫が何かを期待しているような表情を……、空野が不安そうな表情をしている……。

　はて、どうしたものか──。

　アニメ・マンガ・ラノベでありがちな『全員似合ってるよ！』作戦で行くか？

　でも──「心路くん……」「さあ！　ココロ先輩！」「ふふ、早く答えて頂戴？」「うぅ～……、ジロジロ見ないで、恥ずかしいから」──やべぇ！　こいつら全員、オタク、つまりこういう展開の時、男子が『全員似合っているよ！』作戦に踏ふみ出すことを知り尽つくしている!?

　絶対に月島か雪村先輩あたりが、「それじゃあ納得できないニャン！」とか「その答えで私たちが納得するとでも思っているのかしら？」とかって言ってくるだろう。いや、間違いなく。

　ならば──、

「──、俺は雪村先輩の水着姿が、一番可愛いと思いますよ？」

「……ん？　──え？　え、え？　ふぇ!?」

「ゆきむー先輩がいつもからは想像できない状態になったニャン!?」

　ウソだろ……？　雪村先輩が「ふぇ!?」なんて言うなんて……っ？

　顔を真っ赤にして、急に身体からだを俺の正面から外すように、所在なさげに揺ゆらして……。

　これは反はん撃げきを続けるべきか？

「そ、そう？　いや、当然ね。私は可愛いもの。──コホン、神園くんとはいえ、一応、可愛いと褒められて嬉しかったわ──」

「そのとおり、雪村先輩は本当に可愛い。なぁ、月島？」

「そうニャン！　ゆきむー先輩マジ天使！」

「ふぇ……!?　や、やめなさい！　先輩をからかうのは！」

　月島のノリがよくて助かった。たぶん、こいつは面おも白しろければなんでもいいんだろうな。

　しかし、またもや「ふぇ……!?」か。実にか細い悲鳴である。

「むくぅ～、雫しず九く先輩ばっかりズルイ！」

「はぁ～、神園になに期待してたんだろ、あたし」

　百合姫が雪村先輩を羨うらやましがるのはなんとなくわかるけど──空野よ、勝手に期待して勝手に失望されるのは腑ふに落ちんぞ？

　さて、その後も──、

「雪村先輩は肌が白くてすべすべで、男子の理想の女の子だよな～」

「おっぱいも大きくて、腰こしも細くて、同性から見ても傾けい国こく級の美少女だニャン！」

「もうやめてちょうだい～っ!?　私が悪かったわ～!?」

　あっ、最後はもう涙なみだ目めだった。




　　　　◇　◆　◇　◆




　俺と雪村先輩は、あらかじめプールサイドにあった日ひ除よけの下に、ベースとなるレジャーシートを敷しいて、そこに座っていた。

「神園くん、私の背中に日焼け止めを塗ぬってくれないかしら？」

　と、言いつつ雪村先輩は俺に日焼け止めのクリームを渡わたしてきたんだけど、──あのですね？

「そういうことは同性に頼たのんでくださいよ？」

「今、花はな咲さきさんは浮き輪をレンタルしに並んでいるし、月島さんはネコ耳をつけてプールに入ろうとした罪で監かん視し員いんさんに怒おこられているし、空野さんはお花を摘つみに行っているもの。他に頼めるのは神園くんしかいないわ」

「そうじゃなくて、モラル的な意味合いでですね──」

「あら？　神園くんは恥ずかしいのかしら？　ふふ、初心うぶなのね？」

　さっきのことを未いまだに気にしているのか？　で、意い趣しゆ返がえし？

　微び妙みようにウザイ……、っていうか小学生の男子っぽいな……。この人、二歳も年上のはずなのに……。

「それにね、神園くん──」

「……なんですか？」

「この程度のこともクリアできないなら、いつまで経たってもオタ充じゆうにはなれないわよ？」

「ねぇですよ!?　それとこれは明らかに関係ねぇですよ!?」

「真ま面じ目めな話、多少は関係あると思うわよ？　本当に」

「えぇ……、具体的には？」

「だって、サッカー部とかテニス部とかのリア充男子って、砂すな浜はまとかで女の子から『先輩～、日焼け止め塗って～』って頻ひん繁ぱんに頼まれていそうなイメージがあるじゃない？」

「酷ひどい偏へん見けんな気がしないでもないですけど、なにゆえか言いたいことが伝わる不思議！」

「それにあなたはオタ充になりたいのでしょう？　十中八九、花咲さんが原因で」

「──、よくわかりましたね」

「ふふ──、ええ、あなたたち二人を見ていると、まるで『知ち恵えの輪』を連想するもの」

「的確すぎて反論できない!?」

「込み入った事情は置いておくにしても、今日はわざわざ『オタ充への近道！』って感じで説得されてやってきたのに、オタク──っていうかラブコメ的イベントでもあり、リア充的イベントでもある『女の子の背中に日焼け止め』っていうイベントを見み逃のがしてどうするのよ？」

「ぐぬぬ……、──、わかりました。……クリームを貸してください」

「ええ、お願いするわ」

　結果──、

　雪村先輩はシートの上に寝ね転ころがり、そのままビキニの上の背中にある紐ひもを解ほどき──、

　俺は日焼け止めクリームを手に取り、それを彼女の真夏の雪のように白い背中に──、

「ひゃん!?」

「な、なんですか!?」

「──、あのね、神園くん、日焼け止めクリームはヒンヤリしているから、手の体温で慣らしてから背中に塗って頂戴？」

「わかりました……」

「べ、別にそこまで気にしなくていいわ。──、──こういうこと、初めてなのでしょうから、お姉さんである私が教えてあげるもの」

　自分で自分のことを『お姉さん』って言っていますけど、当然、血の繫つながりなんてないですからね？　どっちかって言うと、百合姫の方が設定的にお姉さんっぽいはずなんだが……。いや、百合姫は一歳年上のはずなんだが……、二人を比べると、確かに雪村先輩の方がお姉さんっぽい……。

「まず、何も考えずにクリームを取って、背中に塗って」

「──はい」

「で、ここで注意するのは、知っているかもしれないけど、ムラなく塗ること」

「ああ、さすがにそれは知っています」

「そう？　なら薄うすく塗るのはＮＧで、多少、多い方がいいっていうのも知って──」

「──すみません、それは知りませんでした」

「あら、早さつ速そく、神園くんが知らないことを教えてしまったわね」

　なにゆえそのセリフを艶なまめかしい風に言うんですか？

　そして寝そべりながら、顔をこっちに向けて、流し目するのやめてください。

　その、流し目が扇せん情じよう的なんです……。

「で、念入りに塗るのは構わないのだけれど、擦すり込んではダメよ？　肌はだへの悪い刺し激げきを増ぞう幅ふくさせるの」

「擦り込んだ方がいいと今まで思っていました……」

　にしても、雪村先輩の背中は本当にスベスベだ……。その上、ぷにっとやわらかくて、体温を感じて、クリームを塗っている途と中ちゆうだからヌルヌルする。

　ダメだ。なるべく意識しないようにしなければ……。

「……んっ」

「あっ、すみません。くすぐったかったですか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ？　悪い意味でくすぐったい、というよりも、くすぐったくて気持ちいいって感じだったもの」

「変なこと言うのはやめてくださいね～」

「バカね。性的な意味でくすぐったいって意味じゃないわ。マッサージのようで、身体がほぐれるから気持ちよかった──って意味よ？」

「返り討うちにされた!?」

「神園くんには刺激が強くて、色々誤解を生む想像をさせちゃうセリフだったかしら？」

　艶えん美びに、そしてイジワルそうに微笑ほほえむ雪村先せん輩ぱい。

　──、背中の真ん中周辺は終わったから、次は腰の近くだろうか？

　って、ヤバイ！

「ひゃん!?　か、神園くん……!?」

「今度こそ本当にすみませんでした！」

　失態だ……。オタクコンテンツでありがちな、胸 or おしりにクリームで手を滑すべらせる展開にならないように気をつけていたら、ぷにぷにのおなかに触ふれてしまうとは……。

　別に雪村先輩が太っているわけじゃない。むしろ腰は細くてくびれている。

　それでも、『女の子』というだけで、こんなにおなかがやわらかいのか……。

「……んっ、……ぁ、ぁ、ぅん…………んんっ……」

「このぐらいでいいですか？」

「んっ──、──ダメね。クリームは丁てい寧ねいに塗った後、同じ箇か所しよに重かさね塗りするのよ？」

「またまたご冗じよう談だんを」

「一応弁明しておくけど、これは本当の本当に本当よ」

「…………了りよう解かいです……」

「心配しなくていいわ。神園くんの手、とっても気持ちよくて上手だもの」

　この先輩は一々意味深なセリフを、意図的にエロく言わないと気が済まないのか？

　大方、俺が仏ぶつ頂ちよう面づらになるのを眺ながめて面白がっているんだろうが。

　だって、照れても弄られて、ニヤニヤしてもさらに挑ちよう発はつされて──なら、無表情っていうか、つまらなそうな表情を取り繕つくろうしかないじゃん。

「どうでもいいですけど──雪村先輩、肩かたが凝こってますね」

「そうね、胸が大きいと肩が凝るのよ」

「えっ？　それ、オタクコンテンツのために誇こ張ちようされた事実じゃなかったんですか!?」

「普ふ通つうに一いつ般ぱん的な事実よ」

　ダメだ、思わず雪村先輩の胸に視線がいってしまう……。

　寝そべっているから当たり前なんだが、雪村先輩の胸が潰つぶれるように形を変えて、少しだけだけど背中越ごしにも乳ち房ぶさが垣かい間ま見みえる……。

「神園くんは、私の胸を触さわりたいのかしら？」

「そんなことねぇですよ!?」

　クスクスとイジワルそうに、雪村先輩は笑った。

「ちなみに私の胸はＥカップよ？」

「あー、あー、聞こえませんよ？」

「あと、先ほど更こう衣い室で見たのだけれど──花咲さんはＤ、月島さんはＡ寄りのＢ、空野さんはＣってところね」
















「なんで聞こえてないフリをしているのに、追加で言うんですか!?」

「だって神園くんの反応が面白いのが悪いのよ？　照れることもできなくて、素す直なおににやけることもできなくて、最終的には無愛想を決め込むなんて、まんま初心だけど興味はある思春期の男子じゃない」

「バカにされている気分だ……」

「大丈夫よ。少なくとも私はそういう神園くんを、可愛かわいいって思っているもの」

　またこの先輩は、そんなことを言う……。

「逆に雪村先輩は経験豊富そうですね……」

「──えっ!?」

「ん？　おや？」

　この反応はもしかして、未だ誰だれとも付き合ったことがない、とか？

　いや、でも雪村先輩ってテスト学年一位、運動神経抜ばつ群ぐん、容よう姿し端たん麗れい、大だい企き業ぎようの社長令れい嬢じようっていう設定だったよな？

　だったら当然、男子から数回は告白されていると推測できるけど……。

「心路くん！　雫九先輩と何しているの!?」

「ん？　──って、百合姫……!?」

　いや……、百合姫だけじゃない……。

　ネコ耳とネコ尻尾しつぽを外して帰ってきた月島も、お花を摘み終わった空野もいる。

　マズイ……。今、この瞬しゆん間かん──、雪村先輩はビキニの紐を解いて寝そべっていて、俺はその近くで、手を宙に浮うかせてさまよわせている……。

「ありがとうね、神園くん。あなたの手、気持ちよかったわ」

「待ってください、その発言はマズイです……っ!?」

「心路くんの浮うわ気き者[image: ～][image: ～]っ！」

「ココロ先輩のスケコマシ[image: ～][image: ～]っ！」

「……、……神園のバカ」




　　　　◇　◆　◇　◆




　嗚呼ああ──、さすがに昼食を食べて午後になったら、百合姫たちの俺に向ける厳しい視線も緩かん和わされたか……。

　雪村先輩め、俺のことをからかいやがりまして……。

「やった～、天あま架かちゃんにジャンケンで勝った！」

「ニャフゥ[image: ～][image: ～]……、ツッキー敗北……、ガク……」

　シートの上で万ばん歳ざいをする百合姫。翻ひるがえって、シートの上で突つっ伏ぷす月島。

「何を決めるジャンケンをしてんだ？」

「どうやら、午後、『花咲さんと月島さんのどちらが神園くんと二人きりで遊ぶか』をジャンケンで決めたようね」

「俺が景品のはずなのに、俺、許可出した覚えがないんですけど」

「二人は神園のことが大好きらしいし、しょうがないから」

　ところで、雪村先輩と空野は、シートに座りながら、俺と一いつ緒しよに昼食（屋台の焼きソバとフランクフルトとコーラ）をとっていたはずなのに、よく百合姫と月島のやり取りまで聞こえていたな……。

「心路くん、どれで遊びたい？　ヒメは流れるプールがいいなぁ」

「──、──なにゆえ百合姫、泳げるのに浮き輪持ってんの？」

「うみゅ？　浮き輪？」

　ウェイ、ウェイ。自分が手に持っている物なんだから、視線を動かさなくてもわかるだろ。その、ピンクで、ウサ耳が付いていて、明らかにウサギをモチーフにしました──って感じの浮き輪だよ。

「花咲さんって泳げるん？　てっきり、浮き輪を持ってるから泳げないのかと……」

「継つぐ未みちゃんの疑問ももっともだけど、みんな一つ忘れてなぁい？」

「……何を忘れているんだ？」

「オタサーの姫がクロール・平泳ぎ・背泳ぎどころか、バタフライまでできたら、イメージが壊こわれちゃうんだよぉ!?」

「言われてみれば、オタサーの姫って『ヒメぇ、泳げないの……。みんなに教えてもらいたいな♪　ダメぇ？』って媚こびるイメージがあるニャン。なんていうか、『泳げないわたしって可愛い』みたいな感じで」

「ついでに言うと、今までネットでテンプレ化していないから見落としていたのだけれども、実際に想像してみると、あざと可愛い浮き輪を持ってプールにいる泳げないオタクの女の子──って、本当にオタサーの姫を連想するわね」

「本当だ、不思議！」

　今ここに、新しいオタサーの姫のテンプレが生まれたような気がした。

　あと、百合姫の持論どおり、四泳法を全部泳げるオタサーの姫をイメージしてみると、マジで東とう山やま先輩や西にし沢ざわ先輩とかなら幻げん滅めつするレベルだった。

「前の質問に戻もどるけど、心路くんはどっち遊びたい？　流れるプール？　それともウォータースライダー？」

「俺はウォータースライダーかなぁ……」

「あぅ……それだと浮き輪が使えないよぉ……」

「やけに浮き輪にこだわるのね……」

「わがまま言うと、ツッキーがココロ先輩とウォータースライダーに行くニャよ！」

「ふぇ!?　せっかく勝ったのにそれはダメぇ!?　──、心路くん、やっぱりウォータースライダーに行こう？」

「あっ、おい、百合姫……っ」

　別に手を引っ張らなくても付いていくよ……。はぐれても、ウォータースライダーは大きくて目立つんだから、そこを目指せばいいんだし……。

　でも、こうして手を繫つないでいると、昔のことを思い出すな。

「意外と並んでいる人、少ないね？」

「流れるプールの方に人が流れてるんじゃないか？」

「心路くんが上手うまいこと言ってる!?」

「待て、特別意図して言ったわけじゃないぞ！」

　なんて話している内に、あっという間に列の最前にやってきた。

　で、ここから階段を上って、スライダーの入り口に行くんだな？

「心路くん、下を見てみて？　人がゴミのようだよ！」

「その発言、オタサーの姫が絶対に言ってはいけない部類に入るぞ!?」

　けど百合姫の気持ちも、微び妙みようにわからなくもない。階段を上っている途と中ちゆうで下を眺めると、人やプールや日除けのパラソルが、まるでジオラマのようだ。そして下を眺めるのをやめて、高さを利用して遠くを眺めると、本当にどこまでも続くような蒼あおい空に感動しそうになる。

　あとは──、

「風、気持ちいいね？」

「──そうだな」

　階段の途中で、百合姫は手を大きく広げて、風を受け止める。

　正直に認めてしまうと、ここのウォータースライダーはそこまで高いわけじゃないんだけど──、それでも風は心地ここちいい。周りに風を遮さえぎる建造物がないからな。だから自由に風が吹ふき抜ぬけるわけ。

「っ、と、到とう着ちやくしたな」

「早く滑すべりたいね～」

　なんて言いながら──、

　ほんの三分後ぐらいに──、

「はい、次のお客様、どうぞ～、……ってカップルですか？」

「えっ？　いや、違ちがいま──」

「はい、ヒメたち、恋こい人びとさん同士なんですぅ」

「なら、二人一緒の方がよろしいですよね？」

「わぁ、ありがとうございまぁす♪」

　百合姫、お前、何を口走ってんの!?　当然だけど、今の発言で係員の大学生ぐらいのバイトのお姉さんが勘かん違ちがいしちゃっただろ!?

　そのせいで俺と百合姫、二人一緒に滑ることになったし!?

　嗚呼[image: ～][image: ～]……、

　あれよこれよと促うながされて、俺と百合姫はウォータースライダーの出発地点に構えることになってしまった……。前方が百合姫で──。後方に、彼女の背中を後ろから抱だきしめる恰かつ好こうで俺が──。

「カレシさん～、もっとカノジョさんに密着してくださいね～。こういうのを恋人同士でやる時、くっついてないと楽しくないですから～」

「いや……っ、俺は百合姫のカレシじゃ……」

「またまた～、そんな下の名前を慣れ親しんだ感じで呼べるクセに～」

「心路くん、係員のお姉さんもこう言ってるんだし、早くしないとね？　後に並んでいる人も待っているんだし」

「くそぉ……」

　もう、どうにでもなってしまえ……。

　抱きしめてみると、百合姫の身体からだ、あったかいな……。やわらかくて、ぷにぷにで、スベスベで、そしていつものように髪かみからはバニラの香かおりがして、身体からは幼いミルクのような匂においがする。

「それでは、いってらっしゃいませ～」

「「────っぅ!?」」

　そう言われて俺は背中を押されて百合姫と一緒に流されるんだけれども──、──あの係員のお姉さん、いくらなんでも俺と百合姫が照れあっているわずかな間かん隙げきに背中を押すのは、卑ひ怯きようじゃないか!?

　油断した一いつ瞬しゆんに、唐とう突とつに、意図せずスタートするのは普ふ通つうに驚おどろくだろ！

　そして──流れ始める冷たい水と、俺と百合姫の身体。

　勢いが凄すごくて、コース・コーナーの中に水みず飛沫しぶきが弾はじける。傾けい斜しやも少し急で、その上、かなりうねるようにカーブするものだから、少しだけ心臓がヒヤっとしてしまう。

　あと、流れていく水が背中とおしりを滑るように伝って気持ちいい。

　が、しかし──、

「し、心路くん[image: ～][image: ～]っ、おしりに男の子のヤツが……、うみゅ……あぅ[image: ～][image: ～]」

「一々言わなくていいよ!?　自覚してるし！」

　百合姫の健すこやかに発育した丸みを帯びたおしりが、確かに俺の股こ間かんを圧してくる……。

　一方で俺は、不ふ可か抗こう力りよくと断言できるんだが──、

「はわわわ!?　う、みゅ……、しん……んっ、じ、くぅん……っっ、お、おっぱい、……も、揉もまないでぇ……」

「わざと触さわっているわけじゃない！」

　神に誓ちかって意図的に触っているわけじゃない……っ、スタート時、百合姫はあぐらをかく俺の上に座るように構えていたのだが──あの係員の急なスタートにより、中ちゆう途と半はん端ぱな形で出発。結果、滑り始めてから百合姫が前の方にズレ始めて、逆に俺は後方にズレ始めて、最初は腰こしの辺りを抱きしめていたはずなのに、今では胸を……っっ！

「で、でもさ、心路くん……？」

「な、なんだ？」

「こういうのも楽しいね？」

　首を傾かたむけて、少しだけ振ふり返る百合姫。彼女は、無む邪じや気きで幼い子供のような笑え顔がおを浮うかべていた。

　当然、俺はその心からの満面の笑みに（何か返さなくては）と、思うんだが──、

　ウォータースライダーの終わりが見えてきて、タイムアップ。

「むみぃ[image: ～][image: ～]っ！」

「またそうやって変な擬ぎ態たい語を──って、ごぼ!?」

　盛せい大だいな水柱を立てて、俺と百合姫は着水した。

　情けないことに受け身を取れず、水の中に潜もぐる形になったのだが──水中で百合姫と目があい、彼女は俺と水中で目があった偶ぐう然ぜんに喜んでいるのか、両手でピースしてみせた。

　ぐ……っ、鼻の奥が痛い……。これは鼻の奥に水が入り込んでしまったか？

　息も苦しくなってきたし、そろそろ上がろう。

「──ぶは、っ、──ん、百合姫？」

　水面から顔を出すと、ふいに百合姫が言った。

「あはっ、心路くん──」

「な、なんだよ……」

「もう唇くちびるが少しだけど紫むらさき色いろになってるよ？」

　そういう百合姫の唇は、まだ艶つややかな桜色だった……。

　まさか女の子である百合姫よりも、身体が冷えに弱いなんて……。




　　　　◇　◆　◇　◆




「ふわぁ～、楽しかった～。ね、心路くん？」

「そ、そうだな……身体が冷えてガクガクするけど……」

　なんて表現すればいいんだろう……？　ニュアンスとしては、『真夏日に冷れい房ぼうをつけてお昼ひる寝ねして身体が冷える感覚』のプールバージョンだと思われるけど……。

　でも、今いる仙台駅の構内は、冷房なんてついてはいるんだけど、駅構内が広すぎるし、人が密集しているし、ドアも開いているところが多いし──とにかくほとんどついてないようなモンだ。……本当についていなかったら本当に悲ひ惨さんな暑さになるんだろうが……。

「ココロ先せん輩ぱい、この後どうするニャン？　プールの帰りにはやっぱりアニメイト？　ゲーマーズ？　メロンブックス？　とらのあなという選せん択たく肢しもあるニャン！」

「ここで玄人くろうとだとジーストア、ボークス、天使のすみか──という選択肢が出てくるわ」

　ホビーステーションがないと思ったけど、あそこはカードショップだから悲しいことに何も買う物がないのか……。俺がＴＣＧを楽しめたなら、あのお店も楽しめたのだろうに……。我ながらもったいない……。

　いつかＴＣＧに興味を持って行ってみたいものである。

　……、それはともかく……。

「百合姫は満足しているけど少し疲つかれている様子だが──」

「ニャニャン？」「なにかしら？」

「なにゆえ月島と雪村先輩はそんなに体力が余っているんですか？」

「ちょっと待って！　あたしには触ふれないん!?」

「空野は俺と同じぐらい疲れてる──って見ればわかるから論外だ」

「酷ひどい！　仲間外れはよくないから！」

　ううぅ[image: ～][image: ～]、と、威い嚇かくする小犬のように唸うなる空野。睨にらんできてはいるが、全然怖こわくないな。むしろ小動物っぽくて可愛かわいらしいぞ？　当然、本人には死んでも口にしないが。恥はずかしいから。──、──いかん、『[image: ～][image: ～]から』って空野の口調が移ってしまった……。

「ツッキーはほら、オタクで、実際は本当に体力が平均以下なんだけど、根気とバイタリティは無む駄だにあるので」

「あれれ？　それって具体的にはどのぐらいあるの？」

「クソゲーを一周回って爆ばく笑しようしながらクリアできる根気！　それを徹てつ夜やでできるバイタリティ！　それがツッキーには備わっているニャン！」

「ああ～、すごくオタクならでは～、って感じがするな」

「で──、私に体力が余っている理由は単純よ」

「うみゅ？　それって……」

「私、人ごみが苦手なだけであって、そもそも体力・運動神経は運動部ガチ勢レベルなのよ？　言っていなかったかしら？」

「一年生の教室にも雪村先輩の噂うわさは届いていますんで、なんとなく察してました……」

「そうなの？　それってどんな噂か言ってみなさい？」

「男子が告白したい先輩・ナンバーワン──とかが主ですね」

「へぇ？　噂っていうよりも、噂を元にした評判って感じね」

「それで──最終的にアニメショップには行くの？」

　なんか知らないけど、百合姫が少しムリヤリ、話題を変えてきた……。

　もしかして……自分のオタサーの姫としての評判と比べて、もにょるのか？

「雰ふん囲い気きをぶっ壊こわして悪いけど、俺は帰って惰だ眠みんを貪むさぼりたい」

「あたしも自宅で愛いとしのベッドが待っているから……」

「そういえば、ヒメも原げん稿こうが残っていたなぁ～」

「「待て！　それって遊びにきてよかったの!?」」

「おおっ、見事にココロ先輩とつぐみん先輩の声がハモったニャン！」

「まぁ、当然の反応ね」

「大だい丈じよう夫ぶだよぉ!?　だって、その～、えっと……しゅ、取材だもん！」

　えぇ……苦し紛まぎれの言い訳すぎる……。

　だがこれで、多数決的には三対二だから、ご帰宅の流れなのか？

「ふにゃ[image: ～][image: ～]、ツッキーの味方がゆきむー先輩だけになってしまったニャン……」

「それは誤解よ、月島さん。私はあなたの選択肢に『玄人ならここにも行く[image: ～][image: ～]』って補足しただけであって、『私も行く』とは一言も言ってないわ」

「ぐはっ!?　ツッキーショック！」

「それにあなた──『八月のスニーカー文庫が発売してるニャン！』って言って、集合時間の一時間前に仙台駅にやってきて、みんなが集合する前にアニメショップを巡めぐっていたのでしょう？」

「ずぼしっ!?」

　なるほど……。今の雪村先輩の発言から推測するに、集合した順番は月島[image: →]雪村先輩[image: →]百合姫[image: →]俺と空野──って並びなのだろう。

「それじゃあ、これで解散かなぁ？」

「そのようね。──あと、確かく認にんになるのだけれども、夏祭り・兼けん・花火大会は八月五日、待ち合わせ場所は地下鉄東西線の大町西公園駅の改札前でよろしくお願いするわ」

「ヒメが部長さんなのに、役割を奪うばわれたよぉ!?」

「いや……言っちゃ悪いけど、百合姫はなんか役職だけの部長なんだよなぁ……。きちんとやることやってるはずだけど、イメージ的に……」

「心路くん!?　言っちゃ悪いと思っているなら、言っちゃダメだよぉ!?」

「ああ～、実際に役職に就つくかどうかは置いておいて、仕事の能力的にはゆきむー先輩の方が有能に思えるニャン……」

「だ……っ、大丈夫だから、花咲さん。──基本的に有能さで雪村さんに敵かなう高校生なんていないんだし……」

「ありがとうね、継未ちゃん？」

「おかしいわ……。私は確認すべきことを確認しただけなのに、なぜか悪者っぽくなっているのね……」

　さて──、そろそろ、改めて解散って流れか？

「それじゃあ、ツッキーは自転車だから、駐ちゆう輪りん場じように向かわせてもらうよ！」

「私は徒歩で帰るわ、それじゃあ、また夏祭りの日に会いましょう？」

「ヒメは地下鉄で帰るから、ここでお別れだね、心路くん。バイバイ♪」

　なるほど……、改めてになるけど、俺たちが今までいたのは駅の構内。

　百合姫は地下鉄で、月島は自転車で、雪村先輩は徒歩だから、──だからＪＲ仙台駅の路線を利用するのは、俺と空野だけなのか。

「それじゃあ、帰るか？」

「──、──うん……」

　確認すると、空野はこそばゆそうに俯うつむいて、小さく、本当に小さく、こくん──っと、頷うなずいた。




　　　　◇　◆　◇　◆




　ああ～、全身が重い、っていうか気け怠だるい。全身、特に脚あしの筋肉がパンパンに張っている感覚がするぞ。しかも身体からだの動きが悪い、というだけではなく、身体を動かせる限界も近い、っていう実感もあるし。ＲＰＧで喩たとえると、状態異常を食らっている状態、さらにそれに加えて体力もゼロに近い状態だな。

「む～ん……、身体が鈍にぶい」

「水泳ってほどじゃないけど、プールで遊ぶのは全身運動だからね」

　俺と空野は、自宅の最寄り駅である長なが町まち駅に着いたわけだが、俺は駐輪場に自転車を置くお金がもったいなかったから徒歩できたんだけど──空野の方は？

「なにゆえ自転車で来なかったんだ？」

「……駐輪場代がもったいないから。──神園は？」

「俺も同じ理由だよ」

　静かで人ひと気けの少ない大通りを俺と空野は歩き始める。

　大通りに沿うように、大通りの北側と南側には住宅が連なっているんだが、その道路は東西にかけて大体、一㎞は真まっ直すぐに伸のびているため、西からの心地ここち好よい風を遮さえぎる物などなにもない──という感じで吹ふき抜ぬける。

　嗚呼ああ、すごく涼すずしくて気持ちいい。

　俺と空野は長町駅から東の方に歩いているんだけど──、

　ふと、振ふり返ってみると、西の空の彼方かなたにオレンジ色の夕日が浮うかんでいた。

　そして視線を前に戻もどしてみると、地面には、俺の左手と、空野の右手が、繫つながって重なった影かげが──。

　そのお互たがいの重なった影に、俺は思わずドキドキしてしまう。

　どこからともなく、セミの鳴き声が聞こえてきた。

　通り過ぎた誰だれかさんの家ではヒマワリが咲さいていたし、また別の誰かさんの家の庭先では、子供がカキ氷を食べていた。

　ホント、ここらへんは閑かん静せいな郊こう外がい、って感じだと思う。

　あっ、再び風が吹き抜け──、──っ、

「ん？　どうしたん、神園、顔を赤くして？」

「いや……匂においが……」

「えっ？　あたし、くさいん!?」

　空野が慌あわてて自分の匂いをスンスンするんだけど──違ちがう。そうじゃない……。

「ちがっ──、空野の髪かみから、その……塩素の匂いがして、恥ずかしいから本当は言いたくないけど……なんていうか……、──ドキッとしただけだ。……それだけ」

「そ、そう、なんだ……」

「あ、ああ、それだけ──」

　それから数分間、俺と空野は無言に──、

　抽ちゆう象しよう的な表現だけど、心が緊きん張ちようで汗あせをかいている……。それを、自覚できる──。

　いや……、俺もいくらなんでも、バカ正直に真正面から伝える必要なかっただろ……。

　そのせいで、俺は顔が熱いし、空野も変なこと言われて恥ずかしかったのか、頰ほおを染めているじゃん……。

　って──、空野の横顔が、茜あかね色いろの斜しや陽ように染められている。

　空野って──別にギャルっぽい外見だからって、大げさなメイクをしているわけじゃないんだな……。長くて細いマツゲは生まれつきっぽそうだし、二ふた重えなのも元からだろう。そもそも、今はプールで泳いだ帰りなんだ。メイクなんてしてきているはずがない。少なくともプールに入る更こう衣い室で落とす。だというのに、こんなに可愛いと美しい、子供と大人の中間な顔つきなのは、ひとえに空野が美少女だってことか──。

「神園──」

「……っ、ど、どうした？」

　ヤバイ……横顔に見み惚とれていたのに気付かれたか？

　なんて思ったが、声音的に違うようだな。

「神園も……匂いがするから……」

「ぅん？　俺も塩素の匂いか？」

「ゴメン、正直、少しだけ、ほんの少しだけ汗くさい」

「ぐはぁっ!?」

　なんでこのタイミングでそんなこと言うんだよ!?

　──、アレだろうか？　少しだけ長く続いた無言状態が気まずくて、ちょっと俺が傷つきそうな冗じよう談だんでも言って、場を転てん換かんしようという計らい。

　と、思ったが、どうやらまたもや違うらしい。

「でもね、神園」

　空野は、俺のオーバーリアクションに、クスクス笑う。

　その笑顔の雰囲気が、形が、空野継未は女の子、つまり思春期の異性なんだと思い知らせてくる。

「あたしは神園の汗の匂い、その……きらいじゃない、から」

　すると、空野は俺とは逆方向に顔を逸そらした。

　自分で言っておいてこそばゆくなるのかよ……。俺は別に難なん聴ちようじゃないから聞き逃のがしたりなんてしないぞ？

　しかし、これはマズイ──。

　思春期の男女間にある甘あま酸ずっぱい緊きん張ちよう感かんが、間ま違ちがいなく、今、ここにある。

　これを青春というのだろうか？

　これを充じゆう実じつというのだろうか？

　いや──、似ているけど、──、違う。

「──、空野は汗フェチなんだな」

「ケホっ!?」

　おっ、俺が冗談を言ったら空野がむせた。次の瞬しゆん間かんには俺をジト目で睨にらんでくる。

「神園のバカ！　なんでそういうこと言うん!?」

「痛っ！　スネを蹴けるなよ！」

「知らないから！　神園のバーカ！」

　こんな感じで、俺と空野は別れ道まで、じゃれあうように軽いケンカをした。

　そしてついに、別れ道に到とう着ちやくする。

「それじゃあ、空野、また夏祭りの日に」

「えっ、あ、ああ、うん──」

　俺は空野に背を向けて、自分の家のある方角へ歩き始めようとするのだが──、

　なにゆえか、空野が俺のシャツの、腰こしの辺りに余っている生き地じを、ちま──っと摘つまんでくる。

「──、──空野？」

「あっ、ご、ゴメン！　なんでも、ない……」

　だったらなんで──、本当になんでもないなら、なんで──、そんなサヨナラを惜おしむように寂さびしそうな表情をするんだよ？

　──まるで、何か言い残したことでもあるように。

「じゃあな、空野、宿題はコツコツやれよ？」

「むっ、言われなくてもわかってるから！」

　…………。

　……、…………。

　ハッキリ言ってしまえば、俺は他人の気持ち・感情に鈍い。

　小学生の頃ころ、百合姫に告白されて、その上であの返事をするなんて──俺が百合姫の立場だったら「もう少し人の気持ちをわかってよ！」と叫さけびたくなっただろう。

　だが俺、神園心路は──『無下にする』という意味で鈍どん感かんなのであって、『相手の好意に勘かん付づかない』という意味で鈍感なのではない。

　少なくとも、俺本人はそう自覚している。

　そんなことを、空野と別れた後、一人で夕暮れの帰り道を歩きながら思った。

　嗚呼──、

　俺はいつの間に、空野のことを女の子として見ていたんだろう。

「──でも、きっとそれって恋こいじゃないよなぁ……」

　言ってしまえば『特別』じゃない。

　俺が恋する女の子が『空野継未』という唯ゆい一いつ性がない。

　空野継未が空野継未じゃなくても、クラスが一いつ緒しよで、席が隣となりで、同じ部活で、いつも並んで下校して、休みの日にもこうして遊びに出かけて──。

　そんな状じよう況きようになったら、そこにいるのが空野ではない別人でも、俺は恋に落ちてしまうだろう。

　そうだなぁ……、

　俺はアニメのような恋がしたいんだ。

　アニメの主人公とヒロインを見てみろよ？　嗚呼、その関係性は、間違いなくオンリーワンだ。ヒロインの代わりなんて、どこにもいない。

　二次元が理想なら、三次元は現実で、俺は現実に二次元を求めているのかもな。

「ハァ……オタクの恋ってややこしい……」

　憧あこがれたんだ。

　子供の頃からオタクコンテンツに触ふれていたから、そこにある空想の恋こい物もの語がたりに、夢というか、将来叶かなえたい恋れん愛あい像を見み出いだしたんだ。

　現実で二次元みたいな恋なんて、できるはずがないのに。

　その証明のように、俺は恋愛感情で言えば『空野の方』だが、特別感と唯一性で言えば『百合姫の方』に惹ひかれている。

　だから、俺はもう一度ため息を吐ついた。

「ハァ……オタクの恋なんて叶うわけがない……」

　特別。

　普ふ段だんは最弱を装よそおっているけど、実は最強だったり、

　全校生徒が女の子だけの学校に、男子である自分が入学したり、

　異世界に転生して、自分だけチート能力に目覚めたり、

　──、オタクは、俺は、本当に『特別』という言葉が大好きなんだ。








三章　女子と一緒に夏祭りに行くとか、まるでオタ充じゆう!?









　当然のことなんだけど、夏祭り・兼けん・花火大会の日の地下鉄は混こむよなぁ……。

　コミケの始発ほどではないけど、ぎゅうぎゅう詰づめになって、立ちながら電車に乗っていると一〇㎝ぐらいしか、身体からだを自由に動かせない。

　電車が各駅に停とまるごとに、身体のバランスが取れなくなりそうなほど四方八方から揺ゆらされて、その上、ムリヤリにでも乗車しようとする人もいる。

　おっ、やっと夏祭り会場の最寄り駅である大おお町まち西にし公こう園えん駅に着いたのか。

　って……、ちょ、っっ!?　押すな押すな！　電車のドアは狭せまい上に、明らかに出ようとする乗客数と釣つり合っていないんだから、かえって混雑するだろ!?　もっと余よ裕ゆうを持って!?

　で、混雑するホームに立って──、

　前後の人と一段たりとも空けられないエスカレーターに乗って──、

　長ちよう蛇だの列を作っている改札を抜ぬけて──、

「やっと着いたか……移動だけで疲つかれた……」

　待ち合わせ場所に着いたんだが──人ごみが激しすぎて、待ち人を見つけられるか、これ？　いざとなったらＬＩＮＥすればいいけど、この雑ざつ踏とうだと着信音に気付かなそうで困る。逆にマナーモードにして、バイブを感じた方が着信に気付きやすくなる気がするな。

　……、……『バイブを感じた方が[image: ～][image: ～]』って字じ面づらだけ見ると一八禁じゃん……。

「あら？　神かみ園ぞのくん、着くのが早いのね」

「あっ、雪ゆき村むら先せん輩ぱい、こんばんは」

「ええ、こんばんわ」

　最初にやってきたのは雪村先輩か。──しかも浴衣姿。

　腰まで届くいつものプラチナの長ちよう髪はつは、今日は纏まとめ上げて簪かんざしで留めていた。オタク男子なら『艦かんこれ』の電いなづまちゃんに似た髪かみ形がた──と、言えば一発だろう。

　そして髪をアップにしているせいで、いつもはほとんど隠かくれている、線が細くて雪のように白いうなじが覗のぞけている。

　間違いなく、この人は見返り美人だ。

　余談だが──雪村先輩は胸が大きい、っていうのは何度も言ってしつこいかもだが、今夜はその大きな胸が、浴衣の帯で持ち上げられて、下した乳ちちを強調したような感じになっていた。起き伏ふくの大きい双そう丘きゆうとおしり、そして細くくびれた腰まわりが目立つ。

　あ、そうそう、浴衣ゆかたの色は艶やかな黒で、柄がらは夜空を彩るような花火の柄、帯は紺こん碧ぺきをベースとした麻あさの葉模様である。

「綺き麗れいですね、似合っていますよ？」

「ふふ、ありがとう。さすがに神園くんは、この手の展開にフィクションの中だけとはいえ、慣れているのね？」

「一言余計な気が……」

「あら？　なら神園くんは現実でも慣れているのかしら？」

「ぐっ……、ギャルゲーで予習しただけで、本当は慣れてないです……」

「──、安心しなさい。神園くんが慣れていなくても、これからの高校生活で、私が慣らしてあげるわ」

「…………っ!?」

　そういうことを、耳元に唇くちびるを近づけて囁ささやかないでください……。吐と息いきが耳を掠かすめて、声が涼すずしげで、言うなれば面おも映はゆいんです……。

　あと、背せ伸のびして俺の耳元で囁いたものだから──雪村先輩の浴衣が少しはだけて覗ける肩かたと、線が細い鎖さ骨こつと、艶なまめかしいうなじがすぐ近くに……っ、

　髪からは、爽さわやかなミントの匂においもするし……。

「コ～コ～ロ～先輩に[image: ～][image: ～]っっ」

「……？　ぅん？」

「ダ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]イブっっ！」

「ぐほお!?」

　つ、月つき島しまが……っ、俺を発見したと同時にッッ、飛び込むように抱だきついてきた、だと……ッッ!?　怪け我がしたらどうするんだよ!?　危ないなぁ……。

　ちゃっかり雪村先輩は俺から身体を離はなしているし……。

「ニャッハ～♪　ココロ先輩、こんばんは！」

「ああ、こんばんは、月島……。ところでなんで飛び込んできたんだ？」

「そこに大好きなココロ先輩がいたからだニャン！」

「そこに山があったから山に登った、みたいな理由で飛び込んでくるな!?」

「月島さん、今度からは他の人の迷めい惑わくを考えましょうね？　しかも今夜はかなり人が混みあっているのだし」

「了りよう解かいニャン、──あっ、ゆきむー先輩もこんばんは」

「ええ、こんばんは」

　ところで──、ねぇ、月島？　いつまで俺の身体に抱きついているんだ？

　控ひかえめな胸がぷにぷにと俺の身体に押し付けられるし、離そうにも腕うでを身体に絡からめられてかなり密着しているから、離すことができん。さすがに月島とはいえ、年下の女の子を強ごう引いんに押し返すわけにもいかないし……。

「ねぇねぇ、ココロ先輩、今日のツッキーの浴衣、どう？　どう？」

　浴衣の感想を自分から訊きいてきたんだし、多少マジマジと見てもいいよな？

　月島の浴衣は──浴衣の丈たけが膝ひざより少し上までしかない、ミニスカならぬミニ浴衣だった。その上で、いつものように白いニーソックスを履はいて、オシャレなブーツとか、あざとすぎだろ……。色はオレンジで、柄は風鈴柄、そして帯が矢や絣がすりの模様だった。

　雪村先輩とは対照的に、月島は貧ひん乳にゆうなので、浴衣が王道な感じで似合っている。

「可愛かわいいとは思うけど──」

「ニャン？　けど？」

「──ネコ耳はともかく、ネコ尻尾しつぽはどうやってついてるんだ？」

「浴衣のおしりの部分に穴を空けたニャン！」

「うわっ!?　もったいねぇ!?」

「見上げたネコキャラ根こん性じようね」
















　と、ここでまた──、

「むくぅ……っ！　天あま架かちゃん、心しん路じくんに抱きついちゃダメ！」

「神園……公衆の面前で中学一年生の女子と……」

　──百合ゆり姫ひめと空そら野のが到とう着ちやくした。

「落ち着け、二人とも!?　月島の行動が突とつ拍ぴよう子しないのはいつものことだろ!?」

「しょぼーん、ココロ先輩にそんなふうに思われていたのかニャア……」

「当然の結果ね」

「はいはい！　天架ちゃんは心路くんから離れてね～」

　言うと百合姫は、多少強引に俺に引っついている月島を引き剝はがした。

　助かった──のか？　──、わからないけど、一ひと先まずこれで身体は自由か。

「あはっ、心路くん、ヒメの浴衣、どうかなぁ？　かわいーい？」

「あ……あたしは別に、感想……言わなくていい、から……」

　百合姫の浴衣は乙女色をベースとしていて、柄は花柄をイメージしている。雪村先輩と同じく大きな胸、具体的に言うならば下乳が帯で強調されて、たゆん、っとなっていた。百合姫の身長は平均的な女の子よりも小さいが、スタイルがいいので、浴衣だと胸の他に、おしりがやけに強調されてしまっているではないか。

　髪かみ形がたはいつもどおり、オタサーの姫の王道・前まえ髪がみパッツンのツーサイドアップ。一見、代わり映ばえしないものの、百合姫は黒髪なので、そのままが一番浴衣に似合っている。

　そして偶ぐう然ぜん、足元が視界に入ったのだが、今夜は下げ駄たを履いているのか──。いつもは（オタサーの姫の嗜たしなみなのか）毎日履いているニーソックスで隠れている足の爪つめの先が、今日は奇き遇ぐうにも見られた。百合姫の足首って──透すき通るように白くて、そして折れそうで不安になるほど細い。

　空野の方は、水色をベースにした浴衣で、紅あかい金魚の模様が描えがかれていた。普段は茶色の髪に学校指定のセーラー服、この前行ったプールでも明るい雰ふん囲い気きの服を着ていたせいか、翻ひるがえって今夜の空野は大人びて見える……。これが浴衣の効果か……本当に、まさにお淑しとやかな年上のお姉さん、って感じがする……。

　ふと、わかったのだが、ニジケン女子の中で、空野は一番の小顔なんだな。

　他に特筆すべきは──浴衣そのものではないけど、空野の表情か？　プールの時もラッシュガードを着ていたあたり、その場その時限りの恰かつ好こうを、少なくとも男子（当然俺も含ふくむ）なんかには見られたくないのだろう。今も、所在なさげに身を小さく左右に揺らして、照れくさそうにそっぽを向いているもんな。もしかして──、意外と初心うぶ？

「百合姫は純度一〇〇％の可愛かわいさで、空野はいつもよりお淑やかだから、ギャップ萌もえみたいな魅み力りよく──ってベクトルだな」

「えへへ、ありがとね、心路くん♪」

「感想なんか、言わなくていい──って言ったのに……」

　さて、と──、これで全員集まったわけか。

　俺が早く来すぎただけで、まだ待ち合わせ時間である一八時になってないし、予定どおりだな。他のみんなは浴衣を着付けてきたのに待ち合わせ時間に間に合うとか……、女子特有の苦労は計り知れない。

「それじゃあ、みんな行こっか♪」

　そうして、部長である百合姫が先導して、俺たちは待ち合わせポイントから、夏祭りの会場である西公園へ歩き始めた。




　　　　◇　◆　◇　◆




　夏祭りの会場となっている公園は、非常に混雑していた。程度としては、ギリギリ連れとはぐれないものの、あちこちから押されて、前方に進むには多少の体力を使うぐらい。

　人は普ふ段だん、よほど長い時間歩かないと意識的に『前に進もう』的なことを考えないと思うが、夏祭りの会場では、それを常に意識されることになる。

「なんだか雰囲気がＴＨＥ・夏祭りって感じニャン！」

「……それって当然じゃないかしら？　私たちがいるの、夏祭りの会場だもの」

　夜空を見上げると、そこには深い藍あい色いろが広がっていた。そしてその宇宙に、ぽつん、と白い月が一つ浮うかんでいるではないか。

　出店からはたこ焼きを熱するじゅうじゅうとした音がする。焼きソバを濃のう厚こうなソースで焦こがす香かおり──、リンゴ飴あめの甘ったるい匂い──、そして視界の端はしで子供たちが慌あわてながら飲み口を押さえても、炭酸が抜けて溢あふれてくるラムネも忘れてはいけない。

　あぁ……、すごく食欲を刺し激げきされる……。

　俺たちの周囲では──カップルが喋しやべっていたり、子供が走ったり、出店の店主がお客さんを呼んだり、部活帰りらしい中学生が友達と笑いながら小こ突づきあっていたり──、──雑踏が騒そう々ぞうしくて、いい言い方をすれば賑にぎやかで、いかにも盛り上がっていた。

　夏とはいえ、もう一八時になっているので、夜風が吹ふき抜けるとすごく涼しい。たぶんどこかの出店で鳴ったチリン──という風鈴の音のせいもあるんだろうが。

　にしても──もう夜なのに、ホント暗くないな。仄ほのかな橙だいだい色いろを灯ともすチョウチンに、出店についている古いのに眩まぶしいぐらい光る蛍けい光こう灯とうが、その理由か。

「心路くん、ヒメぇ、クレープが食べたいなぁ♪」

「ん？　夏祭りにしてはマイナーな物を食べるんだな？」

「えっ!?　それはその[image: ～][image: ～]……」

　なにゆえ百合姫は口ごもるんだ？　珍めずらしい物を食べるんだな──とは言ったけど、別にそれを却きやつ下かしたわけでもないのに……。

　すると、俺の三歩ぐらい先を歩いていた月島が──、

「確かに、オタサーの姫って、クリームたっぷりの苺いちごクレープを食べているイメージがあるニャン！　甘い物でもリンゴ飴やワタ飴は、似合わないってことはないけど──やっぱりオタサーの姫にはクレープが似合う感じ！」

　続いて雪村先せん輩ぱいが──、

「逆にオタサーの姫が濃厚なウスターソースをかけた焼きソバとかお好み焼きを食べていると、男子からしたら『なんかイメージと違ちがう……』ってなるわね。自分のキャラのために食べる物まで制限するなんて、名前ばかりのオタサーの姫は大変ね？」

「ふえ!?　な、名前ばかり……!?」

「一応百合姫にはサークルをクラッシュした過去があるけど……それって今のニジケンメンバーには関係ないもんな……。オタサーの姫っぽい言動をしても、俺以外全員が女の子だから効果もほとんどないし……」

「し、心路くんっ!?　心路くんだけがヒメの騎き士しになってくれれば、それでもう全すべて解決なんだよ!?」

　泣きそうな瞳ひとみで俺の腕にだき、っと抱きついてくる百合姫。

　やわらかい胸が俺の腕に当たって──それは当然ドキドキするけど、今は夏だからさすがに暑い！

　どれ、百合姫のおでこにデコピンして、腕から離してやろう。

「うみゅ!?　デコピン!?」

「ほら、そこにクレープの屋台があるから、買ってこい」

「はぁい……」

　とぼとぼ、とクレープを売っている屋台に歩いていく百合姫。

　ん～、俺も何か、買おっかなぁ……。

「ココロ先輩！　アレを見るニャン！　あのクジ引きの景品を！」

「騒さわがしいぞ、月島──、──、って、なん……だと……!?」

　月島が指差す先にあるのは──クジ引きの屋台で、そこには──、

「──『冴さえカノ』の加か藤とう恵めぐみちゃんの等身大フィギュアだと!?」

「なんでそんなプレミアム品があるん!?　あれ、約二〇〇万円するんでしょ!?」

「私も応おう募ぼしたけど抽ちゆう選せん落ちしたあのフィギュアが目の前にあるなんて……!?」

「えっ、雪村先輩……、あれに応募したんですか……？」

「お金持ちはズルイニャン！」

　なんてやっている内に、おっ、百合姫が戻もどってきたか。

「見て見て、心路くんっ、屋台のお兄さんに『お兄さんに、もっとクリーム、サービスしてほしいなぁ？』ってお願いしたら、いっぱいクリームのっけてもらえたよぉ～」

「ああ、今はそんなことどうでもいい」

「がーん!?　ひどい!?　もしかして想定の範はん囲い内!?」

「百合姫のことだから屋台のおじさんに上うわ目め遣づかい＋胸を強調するトコまでは予測できた」

「全部だよぉ!?　あったこと全部予測されてるよぉ!?」

「ココロ先輩、ヒメ先輩、そんなどうでもいい雑談は置いておいて──」

「──今はあれに集中しなさい」

「うみゅ～？　『あれ』って──、──って、あれ何!?」

　よし──、百合姫が加藤恵ちゃんの、世界に二〇体しか出回っていない約二〇〇万円の等身大フィギュアを認識したところで、今後の方針を決めよう！

「あれ、ほしい人」

「はい！」「ニャン！」「当然」「あたしも……まぁ、ほしいかな？」

「仮に取れたとして、誰だれの物にする？」

「そうね──、一〇〇〇円で取れたと仮定して、四〇〇円払はらった者には全体の四割──だから胴どう体たいを。三〇〇円払った者には頭部を。二〇〇円払った者には腕うでと脚あしを。一〇〇円しか払っていない者には手と足首より先を。──って感じに、合計金額を自分の払ったお金で占しめる割合に応じた体積──でいいんじゃないかしら？」

「あのフィギュアを解体する気なん!?」

「いやいや、四割の方に頭部、三割の方に胴体の方が適切だニャン！」

「それだと四割払う人、つまりは一番多くお金を払う人、要するにお金持ちの私がパンチラを拝めないじゃない！　だから胴体は一番お金を払った人に決定よ！」

「はわわ！　雫しず九く先輩、落ち着いてくださいぃ！　興奮のあまりとんでもないこと口走っているよぉ!?」

「はっ──。──え、ええ、ごめんなさい、取り乱したわ」

　雪村先輩でも冷静さを欠くことがあるのか。

　で、話を本題に戻そう。

「戦争を起こさないためにも、誰が取っても部室に置く──ってのは？」

「うん、それでいいと思うの」「賛成ニャン」「妥だ当とうね」「わ、わかった……」

「よし──、では！　いざ加藤恵ちゃん等身大フィギュアを攻こう略りやくしよう！」

　…………。

　……、…………。

「まずは私から行くわ」

「雪村さん……勝算があるん……？」

　そう、俺も空野の言うとおり、そこが気になっていたんだ。

　まさか『人生はヌルゲー』を謳うたう雪村先輩が、なんの勝算もなく、確率的に絶望的な戦いに挑いどむとは思えないし。

「ふっ、大だい企き業ぎようの社長令れい嬢じようも、舐なめられたものね──」

「──と、いうと、何する気ニャン？」

「マネーパワーに物を言わせて、クジ引きの箱の中身をすっからかんにしてみせるわ！」

「「「「せ、せこい！　でも頼たよりになる！」」」」

　あっ、偶然にも雪村先輩以外の四人の声が重なった……。

　そしてそんなハモった俺たちを気にせず、雪村先輩は戦場へ──、

「──思い知りなさい。──この雪村雫九の人生は、舐めプでも余よ裕ゆう綽しやく々しやくのヌルゲーということを。──そして、再度思い知りなさい。──お金を持っているオタクの、買い物における理り不ふ尽じんを超こえる大人買いという名の暴力を」

　あぁ[image: ～][image: ～]……、確かにお金を持っているオタクって、理不尽っていうか、買い物に限度を知らないよな……。ちなみにそれは店からしたら売上ウハウハだし、日本経済からしたら消費バンバンだし、コンテンツからしたら次の商品展開もしやすくなるし、全然悪いことではない。

　で、そんな一つの真理を言う雪村先輩は──、

「おじさん、カードの上限までクジを引かせてもらうわよ！」

　──財布からクレジットカードを取り出して、店主に見せる。

　が、しかし──、

「は？　カードなんて使えねぇよ……。現金オンリーだ」

「…………、二〇〇〇円からお願いします……」

「はいよ、一〇回まで引いてね」

　ですよねー。雪村先輩はオタクとしてちょっと頭を拗こじらせているだけで、こういう店でカードが使えないぐらいの常識は、あると思ったんだけどなー。

　そしてトボトボ、一いつ旦たん出店の前から退散してきた雪村先輩。

　彼女の腕には、一〇回分のクジ引きの景品が抱かかえ込まれていた。

「ねぇねぇ、ゆきむー先輩？　今、どんな気持ち？　どんな気持ち？　ねぇねぇ？」

「月島、やめて差し上げろ！　雪村先輩のＨＰはもうゼロだ！」

「うわぁ……あの雪村さんが、顔を真っ赤にして、ぷるぷる震ふるえて、今にも泣きそうになってる……」

「あぅ……ドヤ顔の前口上であそこまで大たい言げん壮そう語ごを口にしちゃったからね……」

　…………。

　……、…………。

「次はツッキーが参るニャン！　天才科学者のチカラ、とくと味わうがいいニャン！」

「月島ちゃんには、何か勝算があるん？」

「ふっふっふー、つぐみん先輩？　ツッキーのことを、舐めてもらっては困るよ？」

「へぇ～、頑がん張ばってね、応おう援えんしてるから」

　六割ぐらい本気で、感かん嘆たんの声を出して月島を応援する空野。

　その応援を受けて張り切っている月島は──、

「──思い知りなさい。──この月島天架の人生は、ある程度努力をすればそこそこクリアできるバランスの取れた良ゲーということを。──そして、再度思い知りなさい。──天才的な頭脳を持っているオタクの、クジ引きにおける理不尽を超える計算という名の暴力を（ちらっ、ちらっ）」

「────（いらっ）」

　おい！　月島！　それ以上雪村先輩を煽あおってあげるなよ！　その人、たぶんだけど今までの人生で、本人曰いわく『ヌルゲー』しかプレイしたことないんだから、失敗した結果に煽られるの、慣れてないんだぞ!?

「おじちゃん！　とりあえず五回引かせて！」

「はいはい、一〇〇〇円ね～」

　俺の心の叫さけびは虚むなしく月島には届かず、彼女はクジ引きのおじさんに話しかける。

　そして五回分引くと、五回分の景品を持って、俺たちの所に戻ってきた。

「ココロ先輩、ちょっと失敬だけど、これ持ってて？」

「かまわないけど……、──月島はスマホで何を？」

「計算は頭の中でやるけど、何賞が何回出たかを、メモ帳にメモしているニャン！」

「──つまり、どういうことかしら？」

「確率を計算しているんだニャン。賞の序列は一～七等賞まで。ゆきむー先輩は一〇回引いて三等賞が二回、四等賞が一回、六等賞は三回、七等賞が四回。ツッキーの五回では、五等賞が一回、六等賞が二回、七等賞も二回。──ある程度の確率を求められれば──」

「求められればどうなるん？」

「──基本クジ引きって、本命の当たりが入っていないんだニャン。だから確率を求めて一等賞が当たる確率が〇・〇〇一％以下とか、そのぐらいだったら、おじちゃんを『このクジ引き、本当に一等賞が入っているんですかニャア～？』って脅おどすニャン！」

　せっこ！　しかもそれって、普ふ通つうだったら営業妨ぼう害がいだ！　さすがニジケンのメンバーである！　クズいことも平然とやってのける！　しかも暗あん黙もくの了りよう解かいに反しているのに、実際に確率を求めた上で言いつけているから手に負えない！

「……う～ん、天架ちゃん、一ついい？」

「なにかニャン、ヒメ先せん輩ぱい？」

「クジ引きって最後の方まで一等賞が出なくて、天架ちゃんみたいなお客さんが出てくると、最初は入れていなかったのに、後から一等賞のクジを混ぜちゃうんだよ？」

「ニャンですと──っっ!?」

　まぁ、それはクジ引き屋の店主だったら真っ先に対処するケースだからな……。

　その程度のことを考こう慮りよしていないクジ引き屋こそ、逆にありえない。

「ふふっ、──天才的な頭脳を持っているオタク（失しつ笑しよう）の、クジ引きにおける理不尽を超える計算という名の暴力（嘲ちよう笑しよう）は、常識を計算できなかったのかしら？（ちらっ、ちらっ）」

「────（いらっ）」

「落ち着け、月島。最初にやったのはお前だ」

「でも雪村さんも大人気ないから……。五歳も離はなれているのに……」

　…………。

　……、…………。

「じゃ、次は俺か」

「心路くん、頑張ってね♪」

「……オタサーの姫ひめにクジ引きで『頑張ってね』って言われると、ねだられているみたいで、騎き士しじゃない俺としては素す直なおに頑張る気になれないという逆効果」

「ふえ!?　ついクセで……っ！」

「確かに──オタサーの姫が男の子にクジ引きで『頑張ってね』って言うシチュエーションって、『ヒメぇ、どうしてもクジ引きでほしい物があるの。○○くんにぃ、取ってほしいな？　そしたらヒメ、すっごく嬉うれしい♪』──みたいな感じでおねだりする場合しか思い浮うかばないニャン」

「昨年度のヒメの声真似まねしないで!?」

「本当に昨年度にそういう展開があったのね……」

「──っていうか、クジ引きで何をどう頑張ればいいん？」

　ふむ……言われてみればクジ引きで、何をどう頑張ればいいんだ？　これがアニメイトとかゲーマーズとかで売っている『一番くじ』なら、現時点で何が残っているかがわかるんだが──、──、──っっ、

　そうだ、少し思いついた。

「残数を計算しよう」

「なんかココロ先輩までツッキーみたいなことを言い出したよ」

「クジ、あるいは景品の残数から、何を計算するのかしら？」

「百合姫が言ったばっかりだろ？　『クジ引きって最後の方まで一等賞が出なくて、天架ちゃんみたいなお客さんが出てくると、最初は入れていなかったのに、後から一等賞のクジを混ぜちゃう』──って」

「うみゅ？　言ったことには言ったけど──」

「だからクジ、あるいは景品の残数から、どのぐらい減っているのかを見み極きわめて、百合姫の言う最後の方になって店主が一等賞のクジを混ぜたタイミングで、俺はお金を使い始める！」

「それ、途と中ちゆうまでは他人ひと任まかせの作戦だから！」

「他のお客さんが引いて、ココロ先輩は残数が減るのを待つ──ってことだよね？」

「さすがね、神園くん。利用できるモノは見知らぬ他人ですら利用するその精神、私そういうの大好きよ」

「ストップ！　雪村先輩のそれ、俺を褒ほめてるんですか!?　貶けなしてるんですか!?」

「割りと真ま面じ目めに褒めているつもりよ？」

「全然そういうふうに聞こえなかったニャン!?」

　…………。

　……、…………。

「あぅ～、心路くん……」

「くそぉ……まさか裏の方にクジ引きの箱のストックがあるなんて……っ！」

「二〇分も待ったのに作戦失敗だニャン……」

「それよりも、最初の箱の方に普通に一等賞のクジが入っていたわね……」

「一等の景品が五つあって、一等賞を引いた人が別の景品を選んでくれて助かった……」

「逆を言えば、一等の景品が五つあって、一つの箱に一等賞のクジが一枚しか入ってないってことは──」

「新しく表に出したのも含ふくめれば、残り四箱ストックがあるってことだよね？」

　百合姫の言葉に、ニジケンメンバー全員が俯うつむく……。

　おおよその推測だけど、あの一箱の中に三〇〇～五〇〇枚のクジがあったら、一等が出る確率は一をそれで割った確率なのか……。

「一応、ヒメもダメ元で挑ちよう戦せんしてみるね？」

「……いってらっしゃい…………」

　そして──、

　少し長いこと五分後──、

「心路くん！　加藤恵ちゃんの等身大フィギュア、もらってもいいって♪」

「はぁ!?」「ニャンと!?」「ウソでしょ……？」「……詐さ欺ぎなんじゃないん？」

「なんか、屋台のお兄ちゃんに相談してみたら『これを一等賞にしたのはいかったけど、予想以上に反はん響きようが悪く、誰だれも選んでくれそうにないんだ……』って」

「待て……もう少しことの経けい緯いを詳くわしく説明してくれ……」

「え～っと、ヒメがクジ引きで三等賞を取って、悲しくて泣きそうになりつつお兄ちゃんを見つめたら『お嬢じようちゃん、何がほしかったんだ……？』って訊きかれて、素直に『お兄ちゃん……ヒメぇ、あのフィギュアがほしいよぉ？　だめぇ？』って答えたのはいいんだけど、いつものクセで上うわ目め遣づかい＋おっぱいを強調しちゃって、そしたらもらえたの♪　余談だけど、もらった後に『わぁ！　ヒメぇ、優やさしいお兄ちゃん、大好き』ってお礼を言ったら『どういたしまして』だって」

「いやいや、いやいや！　あの店主、明らかにお兄ちゃんって年ねん齢れいじゃないぞ!?」

「明らかに中年だから……」

「薄うすい本が厚くなりそうな展開だニャン！」

「とりあえず、加藤恵の等身大フィギュアは、大事になると困るし、雪村家を通して部室に運ばせてもらうわ」
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「ココロ先輩！　ツッキー、あれがしたい！」

「クジ引きの次は射的か……」

「うんっ、レッツ・ゴーだニャン！」

　……っ、おい、月島？　射的がしたいのはわかったけど、俺の手を握にぎって引っ張らないでほしい。危あやうくバランスを崩くずしそうになったじゃん。

　あれ？　──、──、月島に引っ張られたせいで、みんなとはぐれた!?

「待て、月島、みんなとはぐれたぞ？」

「ニャンと!?　みんな歩くのが遅おそい！」

「お前が団体行動をできていないだけだと思うのは俺だけか？」

「ああ[image: ～][image: ～]、思い返せば小学生の頃ころの通知表に、『元気いっぱいでいつも何かに夢中です。次の学期からは元気をそのまま、お友達のテンションのことも考えてあげようね？』──って書かれた記き憶おくがあるニャン」

「それ何年生の頃の通知表だよ？　まるで変化してないじゃん」

　しかし……これ以上突つっ込こんでも百合姫たちと合流できるわけでもないし、月島の通知表のことは別のところに置いておこう。

　早々に空野あたりとでもＬＩＮＥで連れん絡らくを取らなくては──、

「月島、みんなにＬＩＮＥするから、その間ぐらいだったら射的してもいいんじゃないか？　──と、俺は思う」

「やった！　ココロ先輩、ちょー優しい！」

　万ばん歳ざいして軽くジャンプする月島。ここが少し開けている所で助かった。少しでも移動したら人ごみの中だし、月島が他の人の迷めい惑わくになるところだったぞ。

　けど、月島はそのぐらい考えているか？

　まぁ、いい、俺は月島が射的屋のおじさんにお金を払はらっている間にＬＩＮＥをしよう。

　────

　心路　＠　空野、今どこにいる？　あと、百合姫と雪村先輩も一いつ緒しよ？

　ソラノ　＠　カキ氷屋の前。あと、二人も一緒だから。

　心路　＠　今、月島がおじさんに出してもらっているから、あとは撃うち終えて満足するまで待っててくれ。それとも空野が俺たちの方にくるか？

　ソラノ　＠　……待って、それってお金のやり取り、発生してるん？

　心路　＠　当たり前だろ？　早々にお金のやり取りを済ませて本番に移行するあたり、さすが月島といったバイタリティだ。

　ソラノ　＠　やっぱり今回こそ誤解じゃなかった！

　────

　う～ん？　どういうことだ？　月島がおじさんに『射的で使うエアガンを』出してもらっているから、あとは『エアガンの弾たまを』撃ち終えて満足するまで待っててくれ──のどこに何かを誤解する要素があるのだろうか？

　無論、射的は相手からしたら商売なんだし、お金のやり取りは発生して必然。これを確かく認にんして何かを拗こじらせる要素もないはずなのに……。

「なんだか空野とは、たまに勘かん違ちがいが発生する気がする」

　最初は、四月一二日一巻一章に百合姫の動画を見せた時。

　二回目は、四月一九日一巻三章に部員勧かん誘ゆうのアドバイスをもらおうとした時に、──『大勢の人から注目を浴びたいんだけど、メイド服って妥だ当とうな判断だろうか？』『そのニュアンスだと服を着るより、いっそのこと全ぜん裸らの方がいいんじゃない？』──って、やり取りをした時。

　三回目は、四月二〇日一巻四章に二回目と同じく、部員勧誘のアドバイスをもらおうとした時に、──『見ず知らずの人から声をかけられて「新しい次元、理想の世界の扉とびらを開いてみませんか？」って訊かれたら、興味湧わく？　その人に付いていこうと思う？』『思わないから！　全力で逃にげるよ！』──、ってやり取りをした時。

　そして──、

　今回は──、

「今までの誤解は夏休み前に全すべて正したけど、これは何を『誤解じゃなかった！』って言っているんだ？　まったくわからん」

　──、いいや、気にしないでおこう。

　ところで、俺がＬＩＮＥしている間に、月島は……っと。

「フニャーっ、ココロ先せん輩ぱい！」

「ど、どうした……？」

　なにゆえ月島は憤ふん慨がいしているんだ？　スマホと空野との思い出に気を取られていて、まるで理解が追いつかないぞ。

　それとそのネコ尻尾しつぽ、逆立っているけど、どういう理り屈くつで逆立っているんだ？

「イカサマだニャン！」

「射的のことか？　──で、どこが？」

「データがないから大おお雑ざつ把ぱにだけど──弾の射出速度と質量、その他諸もろ々もろの要因・法則を鑑かんがみても、弾が当たった時の景品の揺ゆれ方が、物理的におかしいニャン！」

「きっと、景品の底をテープか何かで固定しているんだろうな」

「そこで！　ツッキーは考えた！」

「攻こう略りやく法を？」

「然しかり！　たとえ一㎝どころかその半分でも、揺れれば景品の底に張ってあるテープの粘ねん着ちやく力が少しずつでも落ちていくはず！　それを狙ねらうニャン！」

「つまりお金を大量に投資する長期戦か……」

「ＹＥＳ！　でも、その長期戦を少しでも短くするためにできることもある！」

「──、具体的には？」

「景品の上の部分を狙うニャン。当たり前だけど、テープで底を固定されているから、下方に弾を当てるより、上方に弾を当てた方が揺れるニャン」

「あぁ、『支点』が景品の底に貼はられているテープなら、『力点』は支点からなるべく離はなれた位置にするべきだからな。じゃあ、ぜひとも頑がん張ばってくれ」

「しかし一つ問題があるニャン！」

「なんだよ……？」

「ツッキーは景品に弾を当てることができても、さすがに上方に当てるか、下方に当てるか、無難に中央か、それとも左右か、──なんて器用に撃つことはできない！」

「で、俺に代わりに撃ってほしいと？」

「違ちがうニャン！　ツッキーも銃じゆうを撃ってみたいから、ココロ先輩にはツッキーを後ろから抱だくように、射しや撃げき体勢を正してほしい！」

「……、──、わかった──」

　女の子の身体からだを後ろから抱きしめる──ことに似た行動に、抵てい抗こうを覚えないわけではない。でも、月島、無む邪じや気きで楽しそうだからなぁ──。

　結局、俺が意識しなければいいんだ。中学一年生の女の子に意識しないなんて、月島にはちょっぴり女の子の心情的に申し訳ないけど、大だい丈じよう夫ぶだろう。

「じゃあ、近づくぞ？」

「う、うん……」

　あのさ……なにゆえ今に限って、そんなに頰ほおを赤らめて緊きん張ちようしているんだ？　って、あれか？　月島から俺へのスキンシップは今までけっこうあったけど、俺から月島に近づくのは、もしかしてこれが初めてか？

　百合姫の執しつ筆ぴつの手伝いをした時は、周りに百合姫と雪村先輩がいたけど、今は──、

　あと、一番今までと違うのは、夏祭りの夜という、いわゆる初めて生じるイイ雰ふん囲い気きの中で、俺と月島の二人きり、ということ。

　周りには人が多すぎて、歩行者は、逆に他の人には無関心になっているし。

「ココロ先輩……その……もっと近づかないと、ツッキーと同じ目線にならなくて、撃つの、──難しくなるよ？」

「わ、わかってるって……」

　俺は月島を、優しく抱き寄せた。不ふ可か抗こう力りよくだけど、景品を的確に撃つためには、俺の視線と月島の視線を、なるべく同じ所からスタートさせないといけない。だ、っ、だから、顔が触ふれ合いそうなぐらい近くなってしまうのも、不可抗力──のはず。

　──、月島の髪かみからは桃ももの香かおりがした。その香りにつられて、意図せず月島の方を見ると、彼女の艶つややかな花の蕾つぼみのような唇くちびるが目に映る。気のせいかもしれないけど、こんなに距きよ離りが近いと、お互たがいの心臓が早はや鐘がねを打っていそうなのが、伝わってしまいそうで、さらにドキドキしてしまう。

　なによりも、後ろから抱きしめる月島の身体は、年下だから当たり前だけど、小さくて華きや奢しやだった──。

「────なぁにしているのかなぁ？　心路くん？」

「……っ、……百合姫!?」「ニャン!?　ヒメ先輩!?」

「あたしと雪村さんもいるから」

「れれれれれれ、冷静になれ？　月島が射撃を上手うまくできないから俺が体勢を──」

　──、刹せつ那な、銃じゆう声せい。

「それ、体勢が悪いんじゃなくて銃が悪いと思うの」

　怖こえぇ……。百合姫に声をかけられた瞬しゆん間かんに、月島から飛び離れてよかった。一秒でも遅おくれていたら、景品ではなく俺が撃たれていたかもしれん……。

「射撃屋のお兄ちゃん？　別に他から持ってきたエアガンを使っちゃダメ、ってルールはないですよね？」

「そ、そうですねー」

　射的屋のおじさんが厄やつ介かい事ごとには関かかわらない、のスタンスで百合姫を肯こう定てい。

「百合姫、それどっから持ってきたんだ？」

「さっきのクジ引きの景品だよ？」

　嗚呼ああ──、射撃の景品は、底に張ったテープにより、倒たおれることさえ許されず、百合姫のエアガンによって小さな穴が空いていた──。
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「──ええ、ええ──、──そう、──わかったわ」

　と、雪村先輩が電話を切る。ちなみに本人曰いわく──「電話が繫つながったのは本当に偶ぐう然ぜんよ」「まぁ、向こうも繰くり返しかけてきたから、いずれは繫がるのだけれども」──と、後で言っていた。

「ゴメンなさい、雪村家の使用人に花火の場所取りをさせていたのだけれども、混雑が予想以上で、五人分、取れたことには取れたのだけれど、二箇か所しよに分かれることになったわ」

「……花火の場所取りで、給料もらえるん？」と、小さい声で空野が呟つぶやく。

「聞こえているわよ、空野さん。──この任務の時給は三〇〇〇円ね。で、確かこの任務に就いた二人は三時間前から場所取りをしていたはずだから、合計は九〇〇〇円かしら」

「う、羨うらやましい!?　お金持ちは雇やとっている人の時給まで違うのか!?」

「神園くん、大げさよ。──それで恐きよう縮しゆくなのだけれども、二人組と三人組に分かれてもらっても大丈夫かしら？」

「となると──裏表で決めるのが手っ取り早いニャン！」

　あれだよな、裏表って。参加者全員が同じタイミングで手を出して、その手の向きが表か裏かで、同じ面を向いている人とグループを組むという──上手い単語が出てこないものの、まぁ、小学生が好きそうな儀ぎ式しきの一つ。

　いいんじゃないだろうか？　他の三人も反論しないし。

「それじゃあ──、う～ら～お～も～てっ、だニャン！」

　嗚呼、こういう時、中学生の月島がいて助かる。高校生にもなってその口上を述べるのは恥はずかしいし……。

　ともかく──結果は、俺と百合姫が表、他の三人が裏だった。

　…………。

　……、…………。

　ショルダーバッグをブルーシートの上に置いて、その隣となりに座る俺。

　さらに、その俺の隣に座る百合姫。

　俺と百合姫が雪村先輩に指示されたポイントは、人はそこそこいるものの、花火が打ち上げられる地点ならぬ空点まで、何も遮さえぎる物がない、見晴らしのいい場所だった。

　ここからなら、ブルーシートに座って、立っている場合より低い位置からでも、夜空を見上げれば花火が見えることだろう。

「えへへ～、久しぶりに心路くんと二人きりだね？」

「そうだな～、前に二人きりになったのは、勉強合宿の時だっけ？」

「うんっ、だからホント久しぶり。心路くんと二人きりになれて、ヒメ、嬉うれしいな♪」

　と、百合姫は身体を、そっ、と俺に寄せてきた。

　お互いの肩かたが触れ合って、百合姫の顔が間近にある。

「──そういえばさ、心路くん？　こうしてヒメと一いつ緒しよに花火見るの、小学生の時以来だよね？　なんか、懐なつかしいよね？」

「まぁな、中学生の頃ころっていうか……神園家が引ひつ越こしした後は、俺たち疎そ遠えんだったし」

「ヒメは──もったいなかったとは思うけど、これからには関係ないと思うの」

　囁ささやくように言うと、百合姫は、肩を寄り添そわせた俺と、手の指を絡からめてきた。

　いわゆる、恋こい人びと繫つなぎと呼ばれている絡め方で。

　ふいに百合姫の横顔を覗のぞくと、彼女は俺の視線に気付いて、優やさしく微笑ほほえむ。

　その微笑みは、俺の心を真綿で絞しめるようで──、

「最近、心路くん、継つぐ未みちゃんと一緒に下校しているよね？」

「あえて下校の時間をずらしていたんだけど、それがお気に召めさず、逆に同じ部活で同じ下校方向なのに、別々に帰るのは不自然って理由で、一緒に帰ることになった……」

「むくぅ……継未ちゃん、羨ましいなぁ～」

　ギャルゲー的に考えるとなると、下校の方向が同じヒロインって、下手したら放課後～寄り道、さらに寄り道～夜まで、全部のイベントを占せん有ゆうできるもんな～。しかも場合によっては朝まで一緒に登校するっていう展開もありえるし。

「ヒメも、できることなら毎日、心路くんと一緒に帰りたいのにぃ～」

「無茶言うな……、俺は自転車だけど、百合姫は電車だろ？」

「そうだけどぉ……、──こうなったら！　心路くん？　今度はヒメのお家に泊とまりにきてね？　ヒメは二回も心路くんのお家に泊まったんだもん！」

「機会があったらな……」

　弁明しておくと──遠回しに断っているわけではなく、本当に機会があるなら行きたかった。そして、その機会がいつ訪おとずれるかわからないから、わかるわけがないから、ゆえにそれを、本心から楽しみにしていて、願っていた。

　──、百合姫は未いまだに俺のことを好きらしいが、空野と一緒に下校している俺のことを怒おこらないのか？　──って訊きこうとしたが、それはさすがに自うぬ惚ぼれすぎだろう。

　と、思ったその時だった。

「わぁ～っ！　心路くん、花火上がったよ！」

「おお～、さすが東北を代表する夏祭りの花火だな！　圧巻である」

　深い藍あい色いろの夜空に、色しき彩さい豊かな花火が咲さき乱れる。

　赤、黄色、緑、橙だいだい、水色、白、ピンクの花々が夜空を彩いろどる。火薬が点火されて、地鳴りのような轟とどろきが響ひびいた。空高くで花火の玉が破は裂れつする、弾はじけるような爆ばく音おんが耳に快感を与あたえてくるではないか。本当に遠くから夜風によって流されてきた火薬が焦こげた感じの香りも、忘れてはいけない。

　周囲の客は感かん嘆たんの声を漏もらして──、

　夏祭りの警備員でも、一いつ瞬しゆん、その綺き麗れいさに目を奪うばわれ──、

　子供は夏の風物詩の代表格の幻げん想そうっぽさに、瞳ひとみを輝かがやかせて──、

　酔よっぱらっているおじさんとかは、童心に返るように「たまやー」と叫さけんで──、

　──、──、そんな喧けん騒そうの中で、俺と百合姫は二人で手を繫いで、静かに、和やかに、夢のように美しい、夏の夜を色とりどりに輝かす花火を見上げて、眺ながめていた。

「──この時間が、いつまでも続けばいいのにね？」

「百合姫の言うとおりだな」

「まぁ、きっと、心路くんには違ちがうニュアンスで伝わっているんだろうけど──ね」

　その発言に、追及しようとは思わなかった。『なんで？』って訊かれたら『なんとなく？』としか返せないけど……。

　と、そこで──、

　俺は改めて百合姫の横顔を眺める。

　遠くのここまで届く花火の光に彩られた横顔。楽しそうに、純じゆん粋すい無む垢くにも、花火を眺めてキラキラさせた瞳。細くて長いマツゲ。桜色に染まった頰。細くて、強ごう引いんに摑つかんだら折れてしまいそうな滑なめらかな首筋。

「そうだ、心路くん？　ここにくる途と中ちゆうで買ったジュースがあったよね？」

「ああ、もう飲んじゃうか？　ちょうど喉のども渇かわいてきたし」

「うん！　心路くんがサイダーで、ヒメがオレンジジュースだったよね？」

　いくらなんでも浴衣ゆかた姿の女の子に、リュックやショルダーバッグは似合わない。現に百合姫も巾きん着ちやく袋ぶくろしか持ってきていない。彼女の荷物は、恐おそらく全部その中。だから飲み物は、ビニール袋に入れて俺が持っていた。

「ついでだから、さっき買ったたこ焼きと焼き鳥も出すぞ？」

　たこ焼き屋と焼き鳥屋のおじさんが、気が利きく人でよかった。ソースなどが零こぼれないように、プラスチック容器の上に、さらに薄うすいビニール袋を被かぶせてくれたし。

「うみゅ……心路くんはヒメが夏祭りで、クレープとチョコバナナとワタ飴あめとリンゴ飴以外を食べても、オタサーの姫ひめとして、幻げん滅めつしない？」

「むしろ一いつ般ぱん人だったら、オタサーの姫であることが幻滅の原因になるから、何も言わずにたこ焼きと焼き鳥を食べて、幻滅で幻滅を打ち消してしまえ……」

「はぁい……」

　返事をしてから、百合姫はたこ焼きを一つ爪つま楊よう枝じで刺さして、熱いから息を数回吹ふきかけて、一口で全部食べず半分ぐらい頰ほお張ばった。

　それを嚥えん下かすると、残ったもう半分も頰張る。

　で、まだ焼きたてで熱々だったのか、口の中を癒いやすようにオレンジジュースを──、

「はわわ～、熱かったよぉ～っ」

　あっ、百合姫、オレンジジュースを一回で半分まで飲んだし。

　そんなに熱かったのか？

「たこ焼きは熱々の方がいいだろ。──俺は焼き鳥の方を頂こう」

　おお、美味おいしい。やわらかい鶏にわとりの肉の食感。夏祭りだからこそ許せるタレの濃こい味。焼き加減バツグンの香こうばしさ。──どれを取っても素す晴ばらしい。

　さて、じゃあ次はサイダーを、っと──、

「げふっ!?」

「し、心路くん!?　どうしたの!?」

「喉が焼ける感じ……っ、もしかしてこれ、推測だけどアルコールか!?」

　ああ[image: ～][image: ～]……、そういえば、この飲み物を買った出店って、ソフトドリンクの他にもアルコール類を売っていた気がするなぁ……。何かの手て違ちがいで、俺と百合姫の注文と、別の人の注文が、途中で入れ替かわってしまったのか？　注文のタイミングが同じだった～、とかで。

　で、結果、すり替わってしまった、と。

　……、……ん？　──待て？　すり替わった、だと？

　それは、俺だけのはずがないよな？　当然、百合姫の方も……、

　──っ、

「百合姫！　お前、オレンジジュース、どのぐらい飲ん──、嗚呼、遅おそかったか……」

　俺の隣、視線の少し先には、顔を赤らめて、フラフラと、明らかにお酒で酔っている百合姫がそこにいた。

　容器を確かく認にんしてみるけど……思い返すまでもなく、たこ焼きの熱さを癒すために、一気に半分まで飲み干していましたね、はい。

「うぅ[image: ～][image: ～]、少ししかのんでらいれしゅよ[image: ～][image: ～]」

　ウソ吐つけ！　『半分』は少しとは言わない！

　む～ん……、一応、スマホで調べてみるか。

　──俺の方は、色合い的に、ジントニックとやらが一番近いかもしれない。画像検けん索さくしても、それっぽいのがけっこうヒットするし。

　ちなみに──ジントニックに限らずカクテル類（と、言うらしい）は、アルコール度数が五％前後に調節されているらしいが──、──いやいや！　五％は低い、ってネットに書かれてあっても、俺、お酒飲んだの初めてだぞ!?　充じゆう分ぶん、喉が焼けるような感じがするんですけど！

　で、百合姫が飲んだ方は──、

「たぶん、カシスオレンジってお酒なのか？」

「ヒメぇ～、しっれいるよ～？　かしすおれんじ、ってぇ、かるーあみるく、っておしゃけとなりゃんでぇ、おたしゃーのひめが飲みそうなおしゃけ、なんばーワン！　なんだよね～？」

　呂ろ律れつが回っていない……。

　だがしかし、カシスオレンジがオタサーの姫（大学とか、専門学校とかの）ご用よう達たしのお酒だってことは、なんとなく伝わった。あとカルーアミルクとやらも。

　後日、大学に入ったらお酒を飲もうとしていて、少し詳くわしい雪村先せん輩ぱいに訊いたら、確かにカシスオレンジとカルーアミルクはオタサーの姫が好んで飲み、かつ、最も似合うお酒の種類──的な答えが返ってきたのは、また別の話。

「しんじくん～、らいしゅき～、ヒメとけっこんしよ～♪」

「ひ、人の目もあるんだから抱だきつくな！」

「ええ～、だってぇ、ヒメ、しんじくんのこと、だいしゅきなんらも～ん！」

「恥はずかしいこと言うなよ!?」
















　百合姫は浴衣をはだけさせて、腕うでを俺の首に回して、胸を俺の身体からだに押し付けて、あろうことか唇くちびるを突つき出してくる。

　これはキスをせがんでいるのか？　嗚呼ああ、頭が痛い……。

　美少女に迫せまられて襲おそわない主人公は不能だ──みたいなアニメの感想をよく見かけるけど……いや、いやいや、どう考えても、夏祭りの会場のど真ん中で襲おうとは思わない。

「しんじく～ん、しんじく～ん、えへへ～、らいしゅきらよ～♪」

「言ってもわからないと思うけど、俺の頰ほおに頰ズリしないでな？　ＯＫ？」

「やら、やら、しんじくんと、ぎゅ～したいの～」

　事実、百合姫は俺の身体をぎゅ～、っとしてきた。いつものように、髪かみからはバニラの香かおり、身体からはミルクの匂においをさせながら。

　どうするか？　一ひと先まず、最年長の雪村先輩にＬＩＮＥしよう。

　────

　心路　＠　すみません、雪村先輩。百合姫がオレンジジュースと間ま違ちがえてカシスオレンジを飲んで酔ってしまったんで、先に帰らせて頂いてもいいでしょうか？

　[image: †]　SHIZUKU　[image: †]　＠　カシスオレンジで酔うとか、冗じよう談だんでしょう？　あれってアルコール度数がかなり低くて、性差別だけれども、男性が飲んでいたら女性に「男のクセに恥ずかしい」って言われるレベルよ？

　心路　＠　俺たちまだ高校生ですから、お酒飲んだの初めてなんです！　アルコールに耐たい性せいがなくて当然です！

　[image: †]　SHIZUKU　[image: †]　＠　まぁ、いいわ。二人には、私から言っておくわね？

　心路　＠　あと、一ついいですか？

　[image: †]　SHIZUKU　[image: †]　＠　なにかしら？

　心路　＠　カシスオレンジで酔うより雪村先輩のＬＩＮＥ登録名の方が恥ずかしいです。

　[image: †]　SHIZUKU　[image: †]　＠　くぁwせdrftgyふじこlp！

　心路　＠　日本語で話してください！

　[image: †]　SHIZUKU　[image: †]　＠　こほん──。寄り道せずに真まっ直すぐ帰りなさい。途中、暗がりの茂しげみに入って、花はな咲さきさんの浴衣を脱ぬがせてはダメよ？

　心路　＠　俺ってそこまで信用ないですか!?

　[image: †]　SHIZUKU　[image: †]　＠　真ま面じ目めな話よ。夏祭りだから当然、非行がないように警官がうろついているもの。高校生が夏祭りにくるのは大だい丈じよう夫ぶだけれども、飲酒が発覚したら完かん璧ぺきにアウトよ。見つからないように注意して帰宅して頂ちよう戴だい。

　────

　俺は酔っている百合姫を背負って、かなり体力を消しよう耗もうしながら帰った。




　　　　◇　◆　◇　◆




　場所は夏祭りの会場から地下鉄で六駅離はなれた花咲家の最寄り駅──、

　その近くの人ひと気けのない住宅街の歩道──、

「あぅ……、心路くん、ゴメンね？　次に会う時にタクシー代払はらうね？」

「カッコつけて『そんなもんいらない』って言いたい気持ちもあるけど、素す直なおに財さい布ふが軽くなったんで、早急に返してください」

「い、印税で返すもん！」

「それはそれでどうなんだ？」

　いや～、女の子とはいえ、高校生を一人背負って帰宅するとか──不可能！　早々にタクシーを使わせてもらったぜ！　いや～、財布が軽くなった、ちくしょう……。

　タクシーの運転手には「大学生です」ってウソを吐いてしまったけど……間違いなくバレていた気がする……。

　なお、百合姫はタクシーの中で酔よいから醒さめた。

「心路くん、今夜は月が綺き麗れいですね？」

「ラノベ作家なんだから知っているだろ、その言葉の意味？」

「でもね、心路くん？　知ってる？　英語の教師をしていた時に『 I love you 』を『月が綺麗ですね？』って意訳した夏なつ目め漱そう石せきはね？」

「ああ、わかるよ──、ロマンチストだよな──」

「下品な話だけど、小説の原げん稿こうに行き詰づまると鼻毛を抜ぬいて並べる癖くせがあった、って伝えられているんだよ？」

「そんな情報、知りたくなかったよオオオオオオオオオオオオ！」

　知らねぇよ！　心の底から知らねぇよ！　加えて言うなら、そんなヤツが後世に残るレベルでロマンチックなことを生徒に教えてんじゃねぇよ！

　いや！　待て！　百合姫の冗談という可能性もある！

　スマホで調べてみると──、──、──冗談じゃないのかよ!?

「……、なに？　そんなことを言うってことは、百合姫も何か癖があるのか？」

「う～ん……執しつ筆ぴつをする前と後に目薬を差すぐらいかなぁ？」

「でも今、目が充じゆう血けつしているぞ？」

「えへへ……昨日も徹てつ夜やで原稿書きしていたの……」

「──、疲つかれて、ない、……わけがないか」

「大丈夫だよ？　ヒメ、徹夜なんて慣れて──」

　と、その時、百合姫の足がもつれて──、

　彼女は転びそうになるが──、

「──ふえ？　心路くん？」

「危ないな、俺が支えなかったら転んでいたぞ？」

「ぅ、ん……ありがとう──、──って、はわわ!?」

「よっ、と──」

　さっき背負っていたから知っているけど、やっぱり女の子とはいえ高校生を背負うのはきついな……。百合姫の身長が大体、一五〇㎝を本当の本当にほんの少し上回るぐらいだから、体重は──、

「……約四七㎏？」

「ぎくぅ!?　心路くんにヒメの体重を当てられた!?　なんで？　どうして？　さすがのヒメも、それはちょっぴり怖こわいよぉ!?」

「落ち着け、見た感じの身長から推測しただけだ……」

　俺は百合姫を背負ったまま、花咲家のマンションを目指して歩く。

　遠くで、木霊こだまするように小さく花火の音が聞こえる。白い街灯が夜道を照らして、静せい寂じやくで透とう明めいな夏の夜の空気の中、俺は背中に百合姫の熱を感じた。どこかの公園から、コオロギとキリギリスの涼すずしげな鳴き声も聞こえてくるな。祭りの喧けん騒そうは遠く、名残なごりはどこかおぼつかない。夜風が閑かん静せいな住宅街を吹ふき抜けるたびに、百合姫の黒くて長い髪が、さらさらと俺の肌はだをくすぐった。蚊か取とり線せん香こうが灰になっていく匂い。風ふう鈴りんの音色に、ゲームかラジオか何かのノスタルジックなＢＧＭ。一体どこの家から聞こえているんだろう？

　俺と百合姫──、

　小学生の頃ころ、ここらへんを通ったっけ？

　二人で帰る懐なつかしい道を、お月様だけが見ていた。

「──心路くん」

「どうした？　もうすぐでマンションに着くぞ？」

　マンションまでの残りの道ぐらい、たぶん持つだろう。

　ただ、どうして百合姫は、このタイミングでそんな不安そうに俺の名前を呼ぶんだ？

「迷めい惑わくじゃ、ない？」

「百合姫はオタサーの姫なんだろ？　頼たよれる時は骨の髄ずいまで男子に頼れよ」

　そんな軽口を叩たたいてみせるが、俺の心は、数秒前とは変わりつつある雰ふん囲い気きに、溺おぼれそうだった。

　劇的には変わらない雰囲気。

　しかし、自覚のない内に進行する病気のように侵しん食しよくする雰囲気。

　空野に恋れん愛あい感情を多少なりとも抱いていて、だが『特別』を見み出いだせないとしよう。

　なら、翻ひるがえって百合姫には、『特別』を抱いているけど、だが恋愛感情を見出せない。

　が──、

　それは『いつまで』の話なのだろう？

「──うん、──、それとね？」

「まだあるのか……」

「ヒメ、今夜は心路くんと離れたくない──」

「──、──あっ」

　その言葉の裏を俺は知っている。

『今日』ではなく『今夜』という意味を含ふくんだ時の指定と、『泊とまっていって』ではなく『離れたくない』という言葉のチョイスを、俺はズルいと感じる。

　そんなの、真正面からは断れないじゃないか。

　百合姫は、根は優やさしいし、他人に対する配はい慮りよもできている。

　オタサーの姫的な言動がウザイけど、悪人じゃない。

　オタサーの姫という態度が非常にメンドクサイけど、憎にくめない。

　けれどそのオネダリに頷うなずくには、決定打に欠ける。

「──、百合姫、まだ少し酔っているぞ？」

「──、うん、わかった──」

　すると、百合姫は俺の背中に顔を強くうずめる。

　声は切なげで、寂さびしそうで、痛々しい。

　それでも俺の背中から下りようとしないのは、せめてもの代だい償しよう行こう為いなのだろうか？

　それっきり、俺と百合姫は眠ねむるような静けさを味わうように、何も喋しやべらなかった。

　次にお互たがいに口を開いたのは、花咲家があるマンションに着いて、百合姫を背中から下ろしてからだった。

「うみゅ～、改めて、今日は本当にゴメンね？」

　マンションのエントランスで百合姫は謝罪する。

　もう百合姫がドアをくぐってしまえば、今日はさよならだ。

「それはさっき聞いた。何回も言わなくていいぞ」

「なら、──あはっ、今日は楽しかったよ？　こんなに楽しかったの、ヒメ、初めて♪」

「まぁ、オタサーの騎き士しじゃない俺としても、謝罪より感謝の方が、言われて嬉うれしいか」

「次にニジケンメンバー全員が揃そろうのは、コミケ合宿の時だよね？」

「その時になるまで、電話かＬＩＮＥで三人に謝っておけよ？」

「あぅ……っ、はぁい……」

　そして──、

「バイバイ、心路くん♪　おやすみなさい」

「ああ、またな、百合姫。次はコミケ合宿ん時に」

「うんっ、楽しみにしているね？」

　百合姫がマンションの自動ドアをくぐって、エレベーターに乗るのを確かく認にんしてから、俺はエントランスを出て、帰宅しようとするが──、

　どうやって自宅に帰ろう？

　また市街地に戻もどって、さらに自宅の方向に電車を乗り換かえるの、メンドクサイ……。








四章　東京、アキバに到とう着ちやく！









　今日はいよいよコミケ前日、つまり仙せん台だいから新幹線で東京に行く日である！

　もうニジケンの五人は適度な荷物を持って新幹線のホームに集まっているから──あとは新幹線に乗り込むだけだ！

『うう～、ゴメンなさい……、夏なつ風邪かぜを引いてしまいましたぁ……』

「はい、それで？」

『合宿は顧こ問もん不在ということで中止にはぁ……？』

「できません。新幹線のチケットはもうすでに購こう入にゆう済みですし、部費で払はらったホテル代も当日キャンセルはキャンセル料一〇〇％ということをご存じですよね？」

『ひぅ……っ、た、確かに皆みなさん楽しみにしていましたもんね……。……決して過あやまちを犯おかさないでくださいよぉ……？』

　海うな原ばら先生との電話の内容を、雪ゆき村むら先せん輩ぱいがスピーカーモードで伝えてくるけど──パワーバランスが雪村先輩[image: ]海原先生なのは、どうなんだ？　教師の威い厳げんが……。

「うみゅ……紗さ依より先生、何気に保身も混じっているのかなぁ……？」

「ぅん？　どういうことニャン、ヒメ先輩？」

「初めて任された部活の初めての合宿──面めん倒どう事ごとを起こされたら当然困るし、かといって中止しても俺たちから反感を喰くらうし、『顧問が原因で合宿が中止とかどういうことだ！』って先輩の先生からも怒おこられるだろ？」

「──本当の本当に理想なのは『顧問不在の合宿でも、部員たちが何事も起こさず無事・無難に帰ってくること』なんだろうけど……明らかに判断ミスだから……」

「空そら野のの言うとおりだな。一五歳の俺でもわかるぞ。教師という立場なら、断固としてでも中止に持ち込めよ……」

「ま、まぁ、紗依先生も新米らしいし、わからないことも多いと思うの……」

　と、ここで俺と月つき島しまと空野が──、

「「「が！　──しかし！　ニジケンメンバーとしては大人の目が届かない東京で遊べて万ばん々ばん歳ざいなんだけどね！」」」

「今日は珍めずらしく継つぐ未みちゃんまで悪い子の考えになっているよぉ!?」

「いや～、あたしだって、どうせ大都会に行くなら、大人の目から解放されたいですし」

　なんて話している間に──おっ、雪村先輩が通話を切った、か？

「──と、いうわけで！　私たちは自由よ！　大人の監かん督とくがない状態なのに、学校の部活の一いつ環かんとしてコミケを満まん喫きつできるというこの僥ぎよう倖こう！　コミケの神様に感謝しましょう！」

「……、……なにげにゆきむー先輩が一番この状じよう況きようにはしゃいでいるニャン」

「ほら、雪村さんって童心を残したまま成長したって感じがあるから」

「聞こえているわよ、月島さん、空野さん？　童心を残したまま成長して何が悪いのかしら!?　二〇歳はたち超こえてオタク趣しゆ味みを嗜たしなんでいる人なんて、みんな多かれ少なかれ子供っぽい夢と希望を胸に抱いだいているわ！　でも、別にそれは悪いことではないのよ！」

「はわわ、やっぱり雫しず九く先輩が一番はしゃいでいるよぉ!?」

「そうね、それは自覚しているわ。──でも私は、幼少期の無む邪じや気きさを残したまま大人になっていくオタクを、『あっ、この人、私と似ているわね』って思えて、親近感が湧わいてしまうのよ──、──ね、神かみ園ぞのくん？」

「なにゆえ、俺に振ふるんですか!?」

　なんて普ふ段だんからは想像できないぐらいウキウキな雪村先輩を中心に、みんなで話し合っていたら──、

　ほんの数分で──、

「みんな、そろそろ新幹線、来るよ♪」

「はいはい！　ツッキーはココロ先輩の隣となりの席を所しよ望もうするニャン！」

「私は窓側の席がいいわね。こう、仙台から東京に近づいてるっていう感じの景色を楽しみたいもの。それでいいかしら？」

「あたしはどこでもいいから」

「ってことは、横に三列ある方の座席に、窓側から順に百合ゆり姫ひめ・俺・月島。横に二列しかない方の座席に、窓側から雪村先輩・空野。──って感じか」

　…………。

　……、…………。

　先ほどの一巻七章やり取りの後──、

　ニジケンメンバー全員、問題なく新幹線の座席に座れた。

「ココロ先輩！　見てみるニャン！　新幹線、発車したよ！」

「あれ？　月島って新幹線乗るの、初めてだったのか？」

「わかってないな～、ココロ先輩は。ココロ先輩と一いつ緒しよだから、全すべてが初めてのように新しん鮮せんに思えて、瞳ひとみに映る景色が全部、輝かがやいて見えて楽しいんだニャン♪」

「月島はそういうことを平然と言えるんだな……」

「だって事実ニャン！　ココロ先輩と一緒にワクワクを共有したいんだよ！」

　と、そこで──、

「むくぅ～っ、窓側に座っているのはヒメのはずなのに、通路側に座っている天あま架かちゃんの方が『新幹線の発車時にはしゃぐヒロイン』を決められるなんて……」

「いやいや、百合姫は高校二年生だろ……。まだ月島の方が『新幹線の発車時にはしゃぐヒロイン』とやらは似合うはずだぞ？」

　ていうか、そんなマニアックな属性あるの、初めて知った。

「嗚呼ああっ、あと二～三時間もすれば東京に着くのね……っ、実に楽しみだわ。ねぇ、空野さん？　東京に着いたらまずアキバよね？　最初はどのアニメショップに行きましょうか？　アニメイト？　ゲーマーズ？　もちろんそこも行くのだけれど、仙台にはないCOMIC ZIN やまんだらけも外せないわよね？　あっ、夕食をどこで食べるかも失念していたわ。アキバと言えばケバブが有名なのだけれども、ラーメン屋さんもかなりあるって知っていたかしら？　特に私はセガ秋葉原一号館とソフマップのアミューズメント館の裏手にある、だるまのめ──っていうラーメン屋さんが大好きなのよ。アキバは外国人観光客も多く来るから必然的に栄えて、オタク文化だけではなく観光客を満足させられるグルメも──」

「えっ、ええ、えっ？　いや、あたしはまずラジオ会館に──」

　なんか通路を挟はさんだ座席からすごくハイテンションな声が聞こえてくるなぁ……。

「月島、すまないが……」

「ふぅ、みなまで言わなくていいニャン、『新幹線の発車時にはしゃぐヒロイン』の座は、ゆきむー先輩に譲ゆずるニャン」

「あれは『新幹線の発車時にはしゃぐヒロイン』じゃなくて『アキバにはしゃぐヒロイン』だよぉ!?　若じやつ干かんニュアンスが違ちがうよぉ!?」

　どうでもいいけど、雪村先輩のあの語り口は、真のオタクだ……。相手が微び妙みように引いているのにも気付かず、焦あせったように早口でまくし立てて、逆効果なのに親切丁てい寧ねいにあつかましい熱意を伝えようとするのは──まさにオタクの真しん髄ずい。

　けど空野も困こん惑わくしているだけで、心の底から嫌いやがっているわけではないだろう。だってあいつもオタクだし。雪村先輩に敵わないだけで、アキバは楽しみたいはずだからな。

「でもなんだか不思議だよね？」

「なにがだ？」

「だって心しん路じくんと一緒に旅行したことは、子供の頃ころに家族ぐるみで数回あったけど、大人がいないヒメたち子供だけの旅行って、たぶん今回が初めてじゃなかったっけ？」

「ああ～、言われてみればそうかもな～」

「ぐはっ!?　幼おさな馴な染じみ特有の子供の頃の思い出話を持ってこられたら、ツッキー、会話に混じれない可能性が大！」

「そ、そう言われると別の話題にした方がいい、の……？」

「そうだな……」

　と、いうわけで別の話題にすることにした。

　あっ、そろそろ駅弁を食べよう。

「わぁ、心路くんは牛タンの駅弁なんだね♪」

「牛タンは仙台の名物だからな。いつでも食べられるけど、プッシュされていたから買って食べてみることにしてみた」

「でも牛タンってお土産みやげには向いてないニャン。買ったらすぐ冷れい凍とうする必要があるから、仙台から別の地域に行ってお土産を贈おくる場合でも、別の地域からの観光で仙台にきて、そのお土産としての場合でも、基本その道中にアレになってしまうニャン」

「うみゅ……仙台在住のラノベ作家であるヒメは、毎回それで困るの……。何かしらの事情で上京して、担当さんや他の作家さんと会う時、お土産を持っていこうかな～、って思うんだけど──」

「どうしたんだ？　普ふ通つうに持っていけばいいだろ？」

「──仙台からのお土産、最初は萩はぎの月つきで安定なんだけど……牛タンはすぐに冷凍しないといけないし、仙台の笹ささかまも同じだし、まさか仙せん台だい味み噌そを贈るわけにもいかないし、結局、二回目も萩の月、三回目も萩の月、四回目も萩の月──ってなっちゃうの」

「百合姫……っていうか、仙台在住のラノベ作家はそんな悩なやみを抱かかえているのか……」

　ちなみに百合姫の駅弁はかにめしで、月島の駅弁はハンバーグ＆デミグラ弁当だった。

　で──あっちは……、……、雪村先輩が未いまだ飽あきずに窓の外を眺ながめて、空野が苦笑いで雪村先輩の話に付き合っている。

「ゆきむー先輩は駅弁食べないのかニャン？」

　──なんて、月島が通路と空野を挟んで訊きいてみた。

「そ、そうね。駅弁を食べながら新幹線の車窓から景色を眺める。──それもまたアキバに通じる道の楽しみ方の一つかしら？」

　雪村先輩、楽しそうだなぁ……。新幹線の座席にあらかじめ付いている、普段は邪じや魔まにならないようにコンパクトになっている、折り畳たたみ式の簡易テーブルを広げて、彼女は駅弁を食べ始めようとしている。

　が──、

「あっ、トンネルに突とつ入にゆうしたニャン」

「ヒメはもう慣れているけど、東京と仙台の間を結ぶ線路って、すごくトンネル多いよね～。スマホの電波もまったく届かないし」

「えっ、スマホの電波届かないん!?」

「ぐぬぬ……せっかく景色を楽しみながら駅弁を食べようとしたら、即そくトンネル突入とか……解げせないわ…………。心の底から解せないわ…………」

　スマホ中毒になりかけている空野の傷はそこそこ浅そうだが──、

　──雪村先せん輩ぱいは明らかに悔くやしがっていた。




　　　　◇　◆　◇　◆




　新幹線が東京駅のホームに到とう着ちやくすると、俺たち五人は（早くアキバに行きたい！）という思いで、急ぎ足で新幹線を下りた。

　東京駅のホームに立つと、まぁ、当たり前だけど、東京は仙台より蒸むし暑いな。新幹線の中は冷れい房ぼうが効いていたけど……。

　うるさいほどのセミの鳴き声が駅のホームに木霊こだまする。茹ゆだるような熱気と、降り注ぐ真夏の大都会の日差しに、俺たちの肌はだの表面には大おお粒つぶの汗あせが滲にじんでしまう。生なま温ぬるくて暴れるようなビル風に煽あおられつつ、東京駅の近くの車道からするクラクションの音に、俺たちは圧あつ倒とうされていた。

　い、いけない……地方と東京のギャップに呆ぼう然ぜんとせずに、早くアキバにっ！

　って、思いながら階段を下りて一つ目の改札を出ると──、

「しんじく～ん！　人口密度が仙台の比じゃないよぉ～!?」

「相変わらずみんな歩くスピードが速いニャン!?　競歩のレベルだニャン!?」

「半年振ぶりだけどＴＨＥ・都会の雑ざつ踏とうって感じが変わっていないわね。嫌きらいじゃないわ」

「な、……っっ、なんかすごいんだけど!?　言葉にできないけど、『圧あつ倒とう的』っていうのが伝わってくるから！　同じ国内なのに、雰ふん囲い気きが外国みたい！」

「地方から上京してきた身だと、なんか東京の人って忙いそがしくて急いでいて、歩いている時でも自分のことだけに集中している感じだよな。──さて、とりあえずはぐれないようにしよう。加えて、仮にはぐれたとしても、秋葉原のラジオ会館前で集合な？　──で、アキバに行くにはどっちに行けばいいんだ？」

「山手線だニャン！」

　東京駅からアキバを目指すとなると、月島が言ったように、必然的に山手線か。

　さて、行こう！　アキバは目の前だ！

「って、空野が俺たちを先導する形になってるけど、大だい丈じよう夫ぶか？」

「むっ、大丈夫だから！　山手線のホームに行けばいいんでしょ？　余よ裕ゆう余よ裕ゆう！」

　数分後──、

「なぁ、百合姫、なんでラノベってオタクコンテンツの中でも、比ひ較かく的、低く見られがちなんだろうな？」

「う～ん、『直線的』だからじゃないかなぁ？」

「言い換かえれば『複雑じゃない』『頭を駆く使しする必要が少ない』ってことかニャン？」

「それが需じゆ要ようなのだからしょうがないわ。事実、ここにいるニジケン全員が、その供給を求めているのだもの。仮定として、本当に仮にラノベの程度を低く見るのなら、ラノベそのものではなく、需要側を低く見るのが妥だ当とうだし。そもそも仮定をひっくり返す話、『直線的』＝『見下しの対象』って発想になる方が、頭悪いわ」

「うん？　何に対してラノベが『直線的』なん？」

「「「「──欲望」」」」

「うえ!?　み、身も蓋ふたもないから!?」

「でも、的を射ているぞ？　ハーレムを体感したいからハーレムラブコメを読み、中二病の成分を補給したいから異能バトルモノを読み、現実から逃にげたいから異世界転生モノを読む」

「それは食欲を満たすために一日三回ご飯を食べて、睡すい眠みん欲を満たすために毎日約七～八時間の睡眠をして、本当に真ま面じ目めな話、性欲を満たすためにオナニーするのと一緒ニャン。欲を満たすという一点に限れば、ラノベも食事も睡眠もオナニーも大差ないのに、ラノベだけバカにされるのはおかしいニャン」

「付け加えると、『現実から逃げたいから異世界転生モノを読むこと』が責められるべきではなく、むしろ糾きゆう弾だんされるべきは『現実から逃げたいと思わせるほどのクソみたいな現実』でしょうね」

「うみゅ……、イジメとか、不登校とか、サービス残業とか、早く帰りたいのにお金を払はらって時間を拘こう束そくされる飲み会とか、仕事がない休日に上司から呼び出されてバーベキューとかだよね……」

　──特に語るような事件もなく、ニジケンメンバーはオタクトークをしながら山手線のホームに辿たどり着いた。

　けど……おかしいだろ！　今日って夏休みとはいえ平日の昼間だよな!?　なにゆえ、こんなにホームがごった返しているんだ!?　俺たちが通っている高校の最寄り駅である仙せん石せき線の小こ鶴づる新しん田でん駅のホーム、あるいは俺と空野の家の最寄り駅である東北本線の長なが町まち駅のホーム、──否いな、仙台駅ですら、東京駅の一／三も混こみあっていないぞ!?

「ふぅ……、気を付けていれば友達を見失わない程度。軽く注意すればはぐれないレベル。といったところか……」

「大丈夫ニャン！　みんなのスマホのＧＰＳはオンになっていて──」

「──それを月島さんが開発したスマホのアプリで発見・居場所を共有できるわけね」

「ぅ～ん……それって科学者というよりプログラマーの仕事だと思うの」

「月島ちゃんって、間ま違ちがいなく何でも幅はば広ひろくできるんだろうけど……ぶっちゃけ、科学者って単語を便利に使いすぎじゃないん……？」

「しっ、二人とも……。聞こえるだろ……。月島はきっと、科学者って単語がカッコいいから使っているんだぞ……？」

「フニャーっ！　ココロ先輩！　バッチリ聞こえているニャン！　前にも言ったけど、ツッキーは自じ称しようじゃなくて、本当に科学者なんだよ!?」

　──なんてやっている内に、山手線の電車がやってきた。

「あっ、電車来たよ？　みんなも早くいこ？」

　あ～あ～、空野のヤツ、微妙にはしゃいでいるせいか、乗客が出終わると、真っ先に電車に乗っちゃって。

　なんとも、まぁ、同い年ながら微笑ほほえましい。

「ところで、少しいいかしら？　たった今、気が付いたことがあるのだけれど」

「なにかニャン、ゆきむー先輩？」

「うみゅ？　早くしないと電車が行っちゃいますよ？」

「みんな、早く乗らないん？」

「──、東京駅から秋葉原駅まで山手線で行くには内回りを使うわ」

「常識ですね」「うん♪」「無論ニャン」「あの……早く……」

「で、私たち、ここに来るまでオタクトークに華はなを咲さかせていたじゃない？」

「そうですね」「うんうん」「然しかりニャン」「あの……ホントに早く……」

「だから気付かなかったのだけれども、内回りは『４』番線で、外回りは『５』番線で、そして、今、私たちが乗ろうとしているのは──」

　と、そこで雪村先輩が天てん井じようから下されている掲けい示じ板ばんを指差すが──あっ、やべ。

　ここ『５』番線じゃん。アキバに行くためには『内回り』で、内回りは『４』番線ってことは頭の中にあったんだけど……、ほら、土と地ち勘かんがないと『雑談していても無意識の内に目的地に着ける現象』が起こらないんだよね？

　地元ならその現象を起こせるんだけど。

「あっ、電車のドアが閉まったよ？」

「む～ん、つぐみん先輩が乗ったままニャン」

『うえ!?　ちょっ、え？　え？　なに？　えっ？　よくわからないんだけど!?　なんでみんな乗らないん!?』

　空野は車内側からドアのボタンを探しているんだけど──当たり前だが発車直前に電車のドアを開けることはできないぞ？　開閉のボタンのあるなしにかかわらず。

『ぅぅう～、かみじょの[image: ～][image: ～]っっ！』

　最終的に、車内から空野の情けない涙なみだ声ごえが聞こえてきたが──、

　──無情にも、電車は彼女を連れて走り始めた。




　　　　◇　◆　◇　◆




「ご、ゴメンなさい……。反省しています……。──で、でもさ！　あれは紛まぎらわしいから！　外回りとか内回りじゃなくて、時計回り・反時計回りとか、右回り・左回りとかって改めてほしいんですけど!?」

「それが言い訳になると、いつから錯さつ覚かくしていた？　先導は余裕余裕、みたいなことを言っておいて」

「……、……改めてゴメンなさい……」

　バツが悪そうにショボ～ン……っとする空野。

　幸いにも現代社会にはＬＩＮＥというツールがあるので、それで空野と連れん絡らくを取り合って、無事に合流できたけど、……、いいや、過ぎたことは気にしないでおこう。

　で、そして──、

　今、俺たちは──、

　コインロッカーに大きな荷物を預けて──、

「秋葉原よ！　ツッキーは帰ってきたっ！」

「うみゅ……？　天架ちゃん、仙台市在住だよね？」

「気にしてはいけないわ、花はな咲さきさん。アキバとは、オタクたちの心の故郷なのよ！」

「月島は平常運転にしても、雪村先輩はだいぶキャラが壊こわれている……」

「神園、神園！　これがラジオ会館ってヤツなん!?」

　──秋葉原駅の電気街口から出て、ラジオ会館の前にいた。

「空野、お前、本当にアキバとかコミケに来るの初めてだったんだな」

「最初からそう言っているじゃん！　信じてなかったん？」

「まぁ、山手線を乗り間違えた段階で多少勘かん付づいたけど、正直、最初は信じてなかった」

　そう──、俺は中学生の夏休みからコミケに参加しているし、百合姫はそれ以外にも東京で出版社（担当さん）との打ち合わせもあるし、月島と雪村先輩に至って言えば、むしろ来ていない方が不自然というレベルだし──そんな中で、空野は今回がアキバ初上陸だった。

「か、神園!?　なんでゲマズが八階建てなん!?　仙台のゲマズはビルのワンフロアだけなのに！　こ、これがオタクの聖地・秋葉原！　あたし……ちょっと泣きそう……」

　ラジオ会館の斜はす向むかいに、すぐゲマズがあるからな。

　それを発見して、空野は感激しているし……。

「空野──仙台と東京の違ちがいはゲマズだけじゃないぞ？」

「え？　他にもあるん？」

「アキバのアニメイトは七階建てだ」

「他には──アキバのメロブは魚臭くさくないニャン！」

「とらのあな、なんてアキバだけでＡ～Ｃまで三店てん舗ぽあるわね」

「あとはぁ～、やっぱりメイド喫きつ茶さが多いね♪」

「嗚呼ああ……いるだけで幸せな空間を天国と言うなら、アキバは天国だったんだね……」

　よし、空野は現時点でけっこう感動しているけど、より（どんな反応をするか面おも白しろいから）感動させてみたくもあるし、そろそろ……そうだな～、まずは目の前にあるし、ラジオ会館にでも入ってみよう。

　賑にぎわっている店内に入ると、まずは左手にギフトショップ The AkiBa というお土産みやげ屋さんがあるけど──、

「ココロ先せん輩ぱい！　これを見るニャン！　お土産屋さんで、ここってアキバのはずなのに、スカイツリーのお土産が売っているニャン！　時空が歪ゆがんでいるよ！」

「……それって……萩はぎの月が仙台のどこでも売っているようなモンだろ」

「むっ！　知ってるよ、それぐらい！　もう、ココロ先輩はノリが悪いニャン！」

「でも最初にアキバに来た時は、みんな少なからずそれでショック受けるよな」

　──そうそう、最初来た時、驚おどろきはしなかったものの（おかしくね？）とは思ったもんだ。そう昔のことを振ふり返ってみると、案外、今日初めてアキバに来た空野も同じことを思うんじゃないか？　なんて。

「は、花咲さん!?　ここってアキバなのにスカイツリーのお土産が売っていますよ!?」

「ふぇ!?　そんなことをヒメに言われても困るよぉ!?」

「……、……まさか本当にその反応をするとは……」

　…………。

　……、…………。

　ここでエスカレーターに乗って三階へ。

「うえ!?　が、画集が多い!?　仙台でこんなにイラストレーターさんの画集プッシュしているところってないよね!?」

　ああ～、わかるわかる。ラジ館の三階の K-BOOKS って、明らかにイラストレーターさんの画集が多いよな。しかも、ラノベとかゲーム、アニメのキャラデザの人の画集とか、原作の媒ばい体たいを問わず色々な人の画集が集合しているし。

　それがエスカレーターの側面の壁かべ、一面に展開しているのがすごい。

「空野さん──、初めてやって来て感激するのは痛いほどわかるのだけれども、オタクグッズを買い物するのを忘れているわよ？」

「ハッ!?　そ、そうだ……っ、なにか、なにか買わないと！」

　空野がかなり焦あせりながら店内を見回すけど……俺たちもなにか買うか。

　なに買おうかな～。

　数秒後──、

「かみじょの[image: ～][image: ～]……」

「空野はまた情けない涙声を出して……、どうしたんだ……？」

「取り扱あつかっている書しよ籍せきが、地方と大差ないんだけど……？　いや、オタクコンテンツの展開のすごさっていうか、量とか広さは比べ物にならないんだけど……」

「──だけど？」

「なんていうか『ＴＨＥ・オタクの聖地・秋葉原限定品！』みたいなのがない感じ？」

「あぅ……残念だけど、そういうものなんだよ、継未ちゃん……？」

　ナチュラルに近くにいた百合姫が会話に混じってきたな。

　続いて月島と雪村先輩も同様に。

「そりゃ、ファンタジア文庫の作品が東京だけに入荷していて、仙台には一いつ切さい入荷してこない、とか、その逆の状態、とか──そんなことありえないからニャア」

「アキバは取り扱っている商品そのものより、その商品のメディアミックス展開の幅はばを楽しんだ方が、より満まん喫きつしている、って感じが出るわよ？」

「そんなんでホントに満喫できるん……？」

　空野はバカにしている様子ではなく、本当に疑問そうにきょとん──小首を傾かしげる。

「まぁ、あとでわかるよ」「うん♪」「然りニャン！」「ええ、そうね」

　…………。

　……、…………。

　またもやエスカレーターに乗って、今度は七階に。

「わぁ～、お人形さん、かわいぃ～」

　アゾンレーベルショップ秋葉原の展示ウィンドウの前で、百合姫がによによしていた。

　このお店は、オリジナルキャラ・アニメのキャラを問わず、いわゆる萌もえ系のお人形を扱っているのだが、そのお人形をカテゴリー分けすると『フィギュア』ではなく『ドール』である。

　斑まだら目め晴はる信のぶが好きそうなのがフィギュアで──、

　桜さくら田だジュンが契けい約やくしそうなのがドールで──、

　──もしわからなかったら『ローゼンメイデン』で検けん索さくすると幸せになれると思うぞ。……いや、あれはアンティークドールって言って、画像検索してみると中世の西洋っぽいお人形の画像が出てくるから、可愛かわいらしいというイメージからは少し乖かい離りするが……。

　どうでもいいけど、ニコ動で『水銀党』とか『乳にゆう酸さん菌きんとってるぅ～？』が流行はやったのが懐なつかしい。

「ニャ～ン、オタサーの姫って、なにげにドールとも相あい性しようがいいよね？」

「どちらも可愛らしい服を着ているからかしら？」

「オタサーの姫は可愛らしい服を『道具のように使っている』で、ドールは可愛らしい服を『ファンタジーでいう精せい霊れいのように纏まとっている』って感じですけどね……」

　きっとそれは、可愛さを意図して作るか、天然で纏うかの違いだろう。

　と、変な気分になっていると、空野が──、

「へぇ～、こういうのってここで買えるんだ～。あたしも少し──」

「空野、今すぐ口を閉じろ。殺されるぞ？」

「──ほしかった……、って……、なんであたし殺されるん!?　いくらなんでも冗じよう談だんだよね!?　物ぶつ騒そうすぎるから!?」

「ドールは『買う』って表現するんじゃないニャン」

「正しくは『お迎むかえする』って表現を使うのよ」

「うえ!?　そ、そうなん……？　ご、ゴメンなさい……」

「それと、ドールはお世話する時に、かなりお金を使わせてもらう必要があるんだよ？」

　あっ、百合姫がウィンドウから戻もどってきた。

「まず、お迎えするだけでほとんど最低でも五万円以上使わせて頂くし、その後はお洋服を買ったり作ったりするし、さらにその後はうちの子のお家うちも作るし、次はうちの子を可愛く写真に収めるためにカメラも必要だし──本気を出したら一〇〇万円程度は飛ぶと思うの。マスター一人につきドールが一人だけとも決まってないし」

「あたしには無理じゃん!?　ていうかウチノコってなに!?」

　うちの子、とは、自分のドールのことな？

　…………。

　……、…………。

　一いつ旦たんラジ館を出ると、喉のどが渇かわいたので──一番近い自じ販はん機きは高こう架か下したの少々暗い、機械のパーツ（ネジとか、ナットとか、ＰＣ内部のパーツとか、ケーブルとか、監かん視しカメラ本体とか）が売っている、初見だと「怪あやしいぞ……ここ……」と思ってしまう、秋葉原がオタクの街ではなく『電気街』として名を馳はせていた頃ころの名残なごりのような所だっけ？

　あそこって正式名めい称しよう、なんて言うんだろう？　──、ふむ、調べてみたら、なんの捻ひねりもなく『昭和横丁』って言うらしい。

「す、すごい！　自販機にドクターペッパーが売ってる!?」

「あ～、つぐみん先輩？　アキバならここ以外の自販機でも売ってる所、あるニャン」

「仙台だと自販機にドクペなんて売っていないものね」

　自販機に着いて早々、また空野がはしゃいでいる……。

　当然のごとく空野はドクペを購こう入にゆうして、月島と雪村先輩もそれに続いて、俺はカフェオレを買って、百合姫は──、

「イチゴオレ、か……。予想はしていたよ……」

「あはっ、かわい～い？」

「ショートケーキに砂糖、アイスクリームの上に生クリーム、ってすると、甘さが一周回って胸焼けを起こす感覚ってわからない？」

「度を超こえるぐらい可愛い、ってことだよね♪」

「違うぞ!?」

「ココロ先輩、ヒメ先輩、飲み終わったから次に行くよ？　急ぐニャン！」

　三人とも、飲むの速い……。ペットボトルではなく缶かんジュースというのを考こう慮りよしても。

　俺も少し急いで飲まないと──、──、──よし、飲み終わった。

　とりあえず、次は中央通りに出る感じか？

　そして、俺たちが中央通りに出ると、空野は──、

「うわぁ……っ！　すごい、街全体がオタクのためにあるって雰ふん囲い気き！」

「だから言ったニャン！　『アキバは取り扱っている商品そのものより、その商品のメディアミックス展開の幅を楽しんだ方が、より満喫している、って感じが出る』──って」

「待ちなさい、月島さん。それを言ったのは私よ」

「細かいこと気にしていると若白毛が増えるニャン！　──と思ったけどゆきむー先輩は高校三年生の時点で白髪しらがだね」

「バカにしないで頂ちよう戴だい!?　これは銀ぎん髪ぱつよ!?　ぎ・ん・ぱ・つ！　白髪と銀髪には、天と地ほどの差があるのよ！」

「この二人のことは置いておいて──空野、どうだ、この街？　すごくないか？」

「うん、すごい……っ」

　そりゃそうだ。一つや二つの建物だけじゃない。いたるところの建物に、アニメの宣伝の看板が張ってあるんだ。しかもメイドさんが歩道でビラを配り、アニメの宣伝カーが数分おきに何台も走り、どこからともなくアニメのキャラの声やアニソンが流れる。歩く人のほとんどがカバンにアニメグッズを付けていて、痛いたＴシャツを着ている人だって全然珍めずらしくない。

　俺たちはもう感覚が麻ま痺ひしているけど、初めて来た人は絶対に感動するし、どうしてもわからないなら他の街と比べてみればいい。

　比べてみると──アキバが『オタクが集まる聖地』って概がい念ねんそのものだってことが、否いや応おうなしにわかるから。

「ねぇ──、花咲さん──」

「うみゅ？　どうしたの？」

「アキバって──オタサーの姫ひめが時たま、そこら中に闊かつ歩ぽしていて珍しくないから、花咲さんのキャラが埋うもれちゃっているね？」

「ぐはっ!?」




　　　　◇　◆　◇　◆




「心路くん、ヒメぇ、メイド喫きつ茶さに行ってみたいなぁ？」

「えっ？　行ったことなかったのか？」

「うん──、だ・か・ら・お願ぁい♪」

　──という流れで、ニジケンメンバー五人はメイド喫茶へ。

　ぶっちゃけ、俺も初めてだから、緊きん張ちようはしないものの、少々の戸と惑まどいはある。

　店内は雰囲気を作るために、橙だいだい色いろの照明で妖あやしく照らされている。内装は、外から見る分には普ふ通つうのビルだったのに、内側だけレンガ造りを連想させられてしまう。十中八九、そういう壁かべ紙がみなのだろう。店のスピーカーからは、その店のメイドが歌う、きゃぴきゃぴしていてすごい電波なテーマソングが流れていた。

　当たり前のようにミニスカのメイドさんが店内にいて、ウェイトレスの役割を果たしている。奥のステージでメイドさんが歌い踊おどったり、お客様──訂てい正せい──ご主人様のお話し相手になったり、厨ちゆう房ぼうの方でお料理をしていたり。

「お帰りなさいませ、ご主人様、お嬢じよう様さま♪　こちらのお席へどうぞ」

　入店──またもや訂正──ご帰宅してすぐに、俺たちは六人掛がけのテーブルに案内された。基本的に四人掛けのテーブルが多いし、奇き数すう人で座れるテーブルがないのか？　いや……、メイド喫茶に限らず、あんまり見ないけど……。

「ご主人様とお嬢様方は、初めてのご帰宅ですか？」

　……、初めてのご帰宅ってなに？　今まで家がなかったのか？　ホームレスじゃん。

　かな～りイヤなヤツの思考になっていると、百合姫が答える。

「は、はい……初めてです」

「わかりました～。それでは、この国のルールを説明いたしますね！」

　猫ねこなで声を出して、次いでコホン──セキを払はらうメイドさん。

「この空間の出入り口のドアは、秋葉原と夢の国・プリズム王国を繫つないでいます。ドアをくぐった瞬しゆん間かんから、ご主人様とお嬢様方はプリズム王国に入国なされたのです」

　いつの間にか人類はどこでもドアを開発・完成させたらしい。

　いや？　別にそういう『なりきり設定』っていうのはわかっているけど。

「そしてこれが、ご主人様とお嬢様方の入国証でございます」

「……パスポートってことなん……？」

「はい、そのとおりでございます♪　裏面に入国のたびにスタンプを押す面がございまして、一ヶ月で一五回ご帰宅なされますとシルバー国民、三〇回でゴールド国民、五〇回でプラチナ国民になれる仕組みです」

　そこで──隣となりに座った百合姫が、メイドさんに聞かれないように超ちよう々ちよう小声で話しかけてくる……んだけど、まぁ、なにを言ってくるか、大方の予想がつくのが、ネットで（機会があったら行ってみよう！）と、虎こ視し眈たん々たんとイメトレしていた者の経験というものだ。

（しんじくん[image: ～][image: ～]……っ、本当にこのお店でプラチナ国民になれる人いるの[image: ～][image: ～]!?）

（それがいるんだよなぁ……、そこの壁かべを見てみろ？　大体一辺が一ｍぐらいの正方形で写真が貼はられてあるエリアがあるだろ？）

（う、うん……一〇〇枚以上写真があるよね？）

（あれ、恐おそらく全員が全員、プラチナ国民だぞ？）

（ふえ!?）

　ひそひそ、ヒソヒソ、──って感じでナイショ話する俺と百合姫。

　だが、そろそろメイドさんも怪しむころだからやめにしよう。

「ちなみにスタンプは一回のご帰宅につき一回ですけど、二〇〇〇円以上ご利用なされないと、ご帰宅としてカウントされませんので、ご注意くださいませ！」

「当然ニャン！」「当然ね」

「当然なの!?」「当然なん!?」

　二人してハモる月島と雪村先せん輩ぱい。

　それダブルで突つっ込こみを入れる百合姫と空野。

　傍はたから眺ながめている分には面おも白しろいなぁ～。

「ご安心ください！　一日に同じ店てん舗ぽに数回来る──というご主人様もけっこういるんですけども、そうじゃなくても、ここのお店の系列……じゃなかった、夢の国・プリズム王国と同盟関係にある王国は、アキバに三店舗ございますので、そちらでもスタンプカードはお使いできます♪」

「はい、わかりました。百合姫と空野もここまでいいよな？」

「う、うみゅ……」「わ、わかった、から……」

「それでは、ご注文がお決まり次し第だい、こちらの呼び鈴りんでお呼びつけください」

　少しばかり長い説明が終わると、メイドさんは厨房の方に去っていく──が、彼女が去った瞬間、百合姫と空野が惚ほうけたような……、っていうか明らかに惚けている表情をしているぞ？　大だい丈じよう夫ぶか？　二人とも、呆ぼう然ぜんとしている自覚ある？

「ヒメ先輩、アキバは初めてじゃないのに、本当にメイド喫茶は初めてだったんだね」

「信じてなかったのっ!?　だ、だってぇ……一人でメイド喫茶に行くの、気き後おくれしちゃうもん[image: ～][image: ～]……」

「それよりも、早く注文を決めてしまいましょう。今が大体午後四時ぐらいだから、夕食に影えい響きようが出ない程度の軽食にしましょうか？」

「わ、わかりました──、って、高い!?　オレンジジュースが七〇〇円!?　メロンソーダフロートが八五〇円!?　神園！　ここのお店のメニュー高いんだけど!?」

「言っておくけど、ただのジュースでそんなに高いんじゃないからな？」

「えっ、そうなん？　よかった～、なにか高級なヤツを──」

「大量の氷で水かさを誤ご魔ま化かしている悪い意味で特別なジュースだ」

「ダメじゃん!?」

「だからここに来る前に言ったじゃないか──『アキバ特有の物を食べたかったらケバブで、アキバ特有の物を飲みたかったらさっきみたいにドクペにしろ』──って」

「カレーとラーメンは、ココロ先輩的にどうニャン？」

「個人的にアレは夕食だ」

「そうね、私はアイスティー……ではなくて『うららかな日差しの中、西洋のお城の湖こ畔はんで嗜たしなむ、紅くれないとブラウンの回旋曲ロンド』にするわ」

「なら俺はメロンソーダフロート……ではなく『エメラルドブルーの海に映る、蒼あおの夜空と銀の満月、そして密会する二人の恋人ラバーズ』にするか」

「なんなん、そのメニュー……？　写真だけ見てオレンジジュースとかメロンソーダとかって言っていたけど……、正式なメニュー名はそっちなんだ……」

　最終的に、残った三人──百合姫はアップルジュースとショートケーキ、月島は俺と同じメロンソーダフロート、空野はコーラとポテトを頼たのむことに──。

　で、メイドさんに頼んで──、

　数分後、全員分の食べ物・飲み物が届いた。

「それでは～、初めてご帰宅なされたお嬢様がいるとのことですので、夢の国・プリズム王国に伝わる、最高にハッピーになれる魔ま法ほうを伝授しますね？」

　最高にハッピーになれる魔法って白い粉かな？　それとも葉っぱ？　あるいは注射器？

　無論、そんなのは脳内ジョークだけど。

「みなさんはプリズム王国にやってきた時点で、人としての質量、つまり肉体を失い、精せい霊れい体というふわふわした、魔法の元となるマナという粒りゆう子しの集合体になっているのです」

　なにそれ、怖こわい。

「マナの状態になったご主人様・お嬢様は、愛のパワーで魔法を引き起こすことができます！　その魔法の効能は『口にした物を一〇〇倍美味おいしく感じる』というものです」

　感度三〇〇〇倍の対たい魔ま忍にんの敵じゃないな……。

「肝かん心じんの魔法の発動キーワードは『美味しくな～れ、美味しくな～れ、萌もえ、萌え、きゅ～ん♪』です！　それでは、私とご一いつ緒しよにやってみましょう！」

「ふええ!?」「……っ」「うえ!?　あたしも!?」

　三者三様にマイナスな反応をする百合姫と雪村先輩と空野。

　一方で俺と月島は──、

「ここにきた時点で、覚かく悟ごは決めている……」

「はいはい！　やるニャン、やるニャン！　ツッキー、これがしたくて上京するたびにメイド喫茶に来ているんだニャン！」

「…………っ、く……、いつも一人だっ……ら恥はずかしくなかったの……れど…………今回……んなの前でやるっ……とを失念して……わ…………」

　雪村先輩、今さら後こう悔かいしても遅おそいですよ……。

　で──、百合姫は少し戸惑っているものの、実際にやり始めたらノリノリになりそう。オタサーの姫としてきゃぴきゃぴしているのには慣れているからか？

　しかし空野は──「ぅぅ……かみじょの[image: ～][image: ～]……」──こっちを見るな！

　ああ、もう、しょうがない。

「空野、あそこに外国人のご主人様が座っているのが見えるか？」

「え？　う、うん……」

「あと数秒待ってみろ」

　そして数秒後──、

「マイマスター、美味しくな～れ、美味しくな～れ、萌え、萌え、きゅ～ん♪」

「Oh !!　オイシクナ～レ、オイシクナ～レ、モエ、モエ、キュ～ン♪」

「…………っ」

　カタコトの日本語で魔法のキーワードを唱える外国人のご主人様。

　それを見て、驚おどろきを隠かくせない空野。

　余談だけど、ここのお店って外国人のご主人様には『マイマスター』って呼ぶのか。

「わかったか、空野？　これがアキバだ」

「ぐぬぬ[image: ～][image: ～]……、わかったから！」

　ようやく俺たちは魔法を唱えられるらしい。

　空野め、駄だ々だをこねやがって……。

「美味しくな～れ、美味しくな～れ、萌え、萌え、きゅ～ん♪」

「すご～い、お嬢様、ノリノリですね～」

　早さつ速そく、百合姫がノリノリで魔法を唱える。

「美味しくな～れ、美味しくな～れ、萌え、萌え、きゅ～ん♪　だニャン！」

「こちらのお嬢様はネコキャラなんですね～」

　……、まぁ、月島のテンションは想定の範はん囲い内だ。

「お、美味しくな～れ……、美味しくな～れ……、…………萌え、萌え……きゅん……」

「こちらのお嬢じよう様さまは恥ずかしがり屋さんなんですね？」

　嗚呼ああ、雪村先輩が顔を真っ赤にしている……。恥ずかしくて泣きそうで、プルプル震ふるえているぞ……。あと、メイドさん？　雪村先輩は恥ずかしがり屋さんじゃないんです。普ふ段だんクールな先輩キャラなのに、ここにきてそれが崩ほう壊かいしているだけなんです。

　さて──、

　次は俺の番か？　最後は空野に譲ゆずろう。オチなんて任されたくない。

「美味しくなーれ、美味しくなーれ、萌え、萌え、きゅーん（棒読み）」

「ご主人様？　棒読みですけど、この私に口元のにやけは誤魔化せませんよ？」

「なん……だと……!?」

　ごほん──っ！　だがこれで、俺の順番は終わった！　危機回かい避ひ成功！

　最後は空野の番だ！　あとは任せた！　任せるだけで責任は取らないけど！

「僭せん越えつながらこの私がアドバイスを差し上げますと──」

「ぅん？　メイドさんが？　あたしに？」

「──好きな人を想像しながら唱えると、愛のパワーで魔法の効力がアップします♪」

「魔法のパワーアップなんて望んでないから!?　照れくさいだけだから!?」

　なんか空野が的外れっていうか、明後日あさつての方向にぶん投げられたアドバイスをされている……。

　空野も空野で、そろそろ覚悟決めた方がいいぞ？

「──、や、やる、から……」

「はい！　私、お嬢様ならやってくれると信じていました！」

　すると空野は自分のコーラとポテト──、

「美味しくな～れ、美味しくな～れ、萌え、萌え、きゅ～ん♪」

　──ではなく、なにゆえか俺に向かって愛の魔法を飛ばしてきた。

「……なにゆえ俺に向かって魔法を撃うつ？」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、ち、違ちがうから！　メイドさんが好きな人を想像しろ、って──、じゃなくて、ここに男子が神園しかいなかったから！　ホント間違って！　手が滑すべってだから！」

「むくぅ～、継未ちゃんに心路くんは渡わたさないもん！」

　そして──、

　俺たちはジュースを飲んで──、

　百合姫と空野に限って言えば食べ物も食べて──、

　──そうしてやってくるお会計の時間。

「五名で合計金額、八二五〇ラブリーになります♪」

「ふえ!?　ラブリーってどこの国のお金の単位!?」

「あっ、失礼致いたしました。ラブリーとはプリズム王国のお金の単位になります」

「そんなお金、持ってないよぉ!?」

「大丈夫です！　プリズム王国は日本と友好的な関係を築いていますので、日本円もお使いできます。お使いの際は『一ラブリー』＝『一円』をお考えください！」

「──って、ことはぁ～、……うみゅ!?」

「どうした、百合姫？」
















　ぅん？　なに？　耳を貸せって？　ナイショの話？

（心路くん……っ、お会計が頼んだ物の合計と食くい違っているよ!?）

（ああ、一人五〇〇円程度の入国料が加算されただけだよ）

（ふ、ふえ……）

（どうした？　百合姫の場合は、アップルジュースが七〇〇円で、ショートケーキが一三〇〇円で、入国料が五〇〇円だぞ？）

（お金が足りないよぉ……）

（…………ホテル着いたら返せよ……っ？）

　電車賃は電子マネーで助かったな……。




　　　　◇　◆　◇　◆




　俺たちがホテル（ニューオータニイン東京）に到とう着ちやくしたのは、大体夕方の六時ぐらいだった──。

　クリーム色の高級そうな大理石の床ゆかは、滑るようにすごくピカピカだった。明るい照明に、ロビーにあった革張りのソファーと、おまけでコインロッカーから回収した俺たちのキャリーバッグが照らされる。ロビーは静せい謐ひつな空気を漂ただよわせていて、子供だけだとどうしても緊きん張ちようしてしまう。奥の方には観葉植物があって、さらにその奥には豪ごう奢しやな一枚の扉とびら。夏とは思えないほど冷れい房ぼうで快適な空調管理がされており、まさに最高のおもてなしである。

　清潔感が溢あふれる黒いスーツを身に纏まとった、細身で笑え顔がおを絶やさないフロントスタッフが、受付に三人ほど。

　その内の一人とやり取りをしていた百合姫が、三部屋分のキーを持って──、

「ヒメたち女の子のお部屋は八階だって♪　心路くんは六階ね？　それじゃあ、エレベーターに乗ろうか！」

　そうだな、早々に部屋に入ってシャワー浴びたいし。嗚呼、東京の夏は暑い。喩たとえると──、田舎いなかの夏は風に草木と風ふう鈴りんが揺ゆれて、用水路を流れる水が心地ここち好よい清せい涼りような音を奏でるイメージがあるのに。東京の夏は人工的で茹ゆだるような暑さと、文明化の影えい響きようで地球温暖化が進み、酷ひどい言い方だと空気が淀よどんでいる感じ。

　でも俺は東京の夏の方が正直、好きなんだけどね！

　いいよね？　あの大都会の人の手が混じった空気！　俺、あれが大好きなんだ！

「──確かく認にんだけれども、部屋の割り当ては『花咲百合姫＆空野継未のツイン』『月島天架＆雪村雫九のツイン』そして『神園心路のシングル』ってことでよろしいのかしら？」

「っていうか、それ以外に選せん択たく肢しないから」

「継未ちゃんの言うとおり、もしあるとしたら女の子四人をシャッフルするぐらいだよね、選択肢？」

「ニャン……、ココロ先せん輩ぱいとの初夜の予定が……」

「そういうことがないように、私が月島さんと同じ部屋になって見張るのよ？」

「理り不ふ尽じんだニャン！　ツッキーは待たい遇ぐうの改善を要求するよ！」

　ここで改めて部屋割を思い返してみると──、

　当然、みんなと性別が違うたった一人である俺が一人部屋・違う階で──、

　少々ＴＰＯに欠けそうな気がしなさそうでもない月島を、雪村先輩が（明日あしたの朝起こしてあげるとか、貴重品を含ふくむ荷物の管理とか、夜に外出させないとか、その他もろもろの意味合いを込こめて）見張るために、二人は同じ部屋で──、

　消去法だが合理的に、二人ともまともな百合姫と空野ペアが、なにか困ったことがあったらカバーしあう形で二人部屋になり──、

　結果、このような部屋割になったわけ。

「大おお崎さき駅の新木場方面の始発は五時四〇分に出るから、明日は五時ぐらいにロビーに集合ね♪　色々逆算すると、四時ぐらいには起きた方がいいと思うの」

「そういう百合姫が一番手間取りそうな気がしないでもない……」

「朝食はどうするん？」

「コンビニでウィーダーインゼリーとリポビタンＤとサンドイッチが定番だニャン！」

「今夜の内に買っておくのが得策ね」

「確認するけど、全員 Suica に電子マネー、チャージしておいたか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！」「当然ニャン！」「愚ぐ問もんね」「ＯＫ……なはずだから」

　明日への確認事じ項こうはこんなもんか？　仮になにか忘れていた場合でも、ここで確認しなくても、そのなにかに直面すれば思い出すよな？

　スマホと携けい帯たいバッテリーの充じゆう電でんは個人でするようなことだし、早朝に起きるのも個人の目覚まし時計の裁量だし、翌朝の着き替がえとか歯は磨みがきとかは、むしろ逆に他人がどう介かい入にゆうすればいいか謎なぞだし、……。

　──、──ん？　いや──っ、

　待て──っ！

「じゃあこれで今日はお開きだね？　みんな早めに寝ねるように──」

「待ってくれ、百合姫……っ」

「──心がけて、って──どうしたの、心路くん？」

「メイド喫きつ茶さで貸したお金を返してくれ」

「うみゅ!?　し、失念していたよぉ!?」








五章　さあ──っ、戦争の刻ときは訪おとずれたッッ！









　ついにやってきた、夏のコミックマーケッツ、一日目──、

　ニジケンのメンバーは、りんかい線大おお崎さき駅のホームに揃そろっていた。

　嗚呼、暑い……。大崎駅のホームの段階ですら、隣となりの人との距きよ離りも（一箇所に集まって整列しているせいもあるが）一〇㎝をほんの少しだけ超こえる程度しかないから、肌はだがべたつく熱気と、汗あせによる湿しつ気けを感じるし──。過度な人口密度を誇ほこっているせいで酸欠になりそうだし──。茹だるような空気のせいで背中と腕うでに汗が滲にじむし──。

「百合ゆり姫ひめは……よし、何度見ても普ふ通つうの靴くつだ」

「そこまでヒメって信用ないの!?」

「かれこれホテルを出てから五回は確かく認にんしているから……」

　えぇ……、だって見てみようぜ？　この駅のホームを埋うめ尽つくす人、人、人を！

　このホームだけで五〇〇人以上いるんだぞ!?　まさに圧あつ倒とう的てき人ごみ！

　百合姫がヒールを履はいてきていて、もし転んだりしたら大変だ。百合姫本人も、冗じよう談だんにならない怪け我がするかもしれないし、無論、他の人にも迷めい惑わくをかけてしまう。そりゃあ、何回も確認したくなるさ。

「私は知らなかったのだけれども、今時はヒールなのにヒールの部分を外せる靴ってあるものなのね……」

「さすがヒメ先輩、変なところで抜ぬかりがないニャン！」

　ちなみに今日の百合姫の服装は──、薄うす手ででフリル付きのホワイトのブラウスに、パステルピンクなスカート。……まではいいんだけど、甘ロリ調でピンク×ホワイトのヘッドドレスに加えて、ホワイトを基調にした音おん符ぷ柄がらのニーソックスと、ハートの形をした（決して「ハートが描えがかれている」の間違いではない）手て提さげバッグは──、誤ご魔ま化かしきれないほどインパクトが強い……。

「あと、何分ぐらいで電車着くんだろうね？」

　始発電車はコミケ期間ということで、定刻の三〇分近く前にはホームに着くんだよな。

　しかしそれでも……、

「二分ぐらいだな。──空そら野のは初めてだから気をつけろよ？」

「ん？　なにを？」

「──始発電車に乗る際、四方八方からお相撲すもうさんが押し競くらマンジュウしてくるパワーに匹ひつ敵てきする圧力がかかるんだ」

「え？　いやいや、冗談だよね？」

「ふえ？　冗談じゃないよ？」「冗談じゃないニャン」「冗談じゃないわね」

「みんなの目が真しん剣けんなんですけど!?　人を殺しそうなぐらい真剣な目をしている!?」

「まず空野は、人に押されて身体からだの自由を奪うばわれる──って体験、したことないだろ？」

「継つぐ未みちゃんにはあらかじめ注意しておくけど、もしかしたら会場に着く前に、前進できなくて始発電車に乗れず、別々の電車に[image: ～][image: ～]、って展開もあると思うの」

「先にそれを言ってください！」

「まぁ、その現象が主に起こるのは、ここの一駅次の大井町駅なんだけどな」

　なんてやっている内に、駅のホームにアナウンスが響ひびく。

　事実、数秒後──、

　電車がやって来て──、

「か、かみじょの～っ、た、助け……っ、っ……お、押して！　後ろから────」

　地鳴りかと錯さつ覚かくするほどの雑ざつ踏とう！　我先に、と前へ行こうとするオタクたち！　太った大男が重戦車の突とつ撃げきのように、近くには一つしかない電車の入り口に詰つめてきて！　ガリガリで細い長身の男性が汗を滲ませながら人を強ごう引いんに搔かき分けていく！

　駅員さんが大声でなにかを叫さけぶも、そんなモノはオタクたちのざわめきに打ち消されて、最終的には、全すべての音という概がい念ねんが爆ばく発はつ的な咆ほう哮こうの如ごときナニカになった！

「空野！　今、押してやる！　俺はお前と一いつ緒しよにコミケに行きたいんだ！」

「か、神かみ園ぞの……っ」

「お前が今の俺の発言にキュンとくるのは勝手だけど！　俺としては！　お前が脱だつ落らくすると！　同人誌を買う人手が少なくなって困るからな！」

「このクズ！　仲間に対する優やさしさとかってないん!?」

「目的のために手段を選んでいられっか！　まして今日はコミケ当日だぞ!?」

「それでもあたしへの対応が雑すぎない!?」

「俺と空野の考え方が違ちがっても、結果的には二人とも電車に乗れるんだからいいだろ!?」

　…………。

　……、…………。

「百合姫……っ、押されるのはわかるが！　おしりを股こ間かんに押し付けるな！」

「むみぃ～、無理だよぉ……っ！」

　天王洲アイルを過ぎた付近、電車の中で、俺たちニジケンはもみくちゃになっていた。

　百合姫のやわらかくて気持ちいいおしりが、俺の股間を圧してくる。そこまでは、本当はよくないけど、一応いいってことに見み做なしておこう。でも！　電車が少しでも揺れるたびに、乗っているオタクたちが、各おの々おのは少しだけとはいえ、連動して動くから、当然百合姫も揺れて、おしりで股間をムニムニされるんだが！

「雪ゆき村むら先輩もですよ……っ？　せ、背中に……っ」

「諦あきらめなさい。あなたもコミケ戦士なら、これぐらい覚かく悟ごしてきたのでしょう？」

「ク……男にくっつかれるよりも、女子にくっつかれる方が身動き取れないなんて……」

　雪村先輩の胸が背中に押されて……、み、身動きが取りづらい……。ぐ……、ダメだ、この状じよう況きようだと、以前親告された『雪村先輩Ｅカップ説』を、どうしても思い出してしまう……っ！

「そういうココロ先輩だって、ツッキーの、そ、その……は……恥はずかしい、ところ、に……手が当たっている、ニャン……。……っ！　少し離はなすニャン！」

「あっ……すまない……同性よりも異性にくっつかれた方が身動き取れないのは女子もだったか……。あと、右手は一㎝ぐらいしか動きそうにない……っ」

「ひゃん……っっ!?　せ、先輩！　こ、擦こするニャア！」

「どっちだよ!?　つーか、前にも似たようなやり取りがあったよな!?」

　アレである……。俺の右手には、月つき島しまの『スカートの感かん触しよく』ではなく『パンツの感触』が伝わっている──という事実。恐おそらくスカートが微び妙みように捲めくれているんだろうな。

　と、そこで空野が──、

「神園……サイテー」

「待てよ！　この状況で距離を取れる方がおかしいだろ!?」

「……美少女サンドイッチがそんなにいいん？」

「なんだよ、その美少女サンドイッチって!?」

　マジで何なんだよ、その造語！　表現が的確すぎて、笑える状況じゃないのに笑いが込み上げてきそうだ！　空野のヤツ、無む駄だに言葉選びにセンスを発揮しているな……。

　──、それは置いておいて、何とかして話題を変えよう。

「そ、そうだ空野。駅に着いたらいきなり電車から出ようとするなよ？」

「はい？　なんでなん？」

「電車が駅に着くと、バカが我先にと降りようとするのだけれど──そのバカが異常に多くて彼らの体重──強い圧力がかかってドアが内側から押され開きづらくなるのよ」

「ニャから始発慣れしている戦士は少し引いたところで状況を見守り、ドアに隙すき間まができた瞬しゆん間かん、スルリと流水のように抜ける要領で下車するニャン」

「……つまり要点をまとめると？」

「「「「柔じゆうよく剛ごうを制す！　それこそが始発組の理念だよ！」」」」

「うえっ!?　そんなこと言ったら柔じゆう道どうしている人に怒おこられるから!?」




　　　　◇　◆　◇　◆




　国こく際さい展てん示じ場じよう駅に到とう着ちやくした俺たちは──、壁へき面めんにアニメのポスターが張ってあるエスカレーターを上り──、また別のアニメのポスターが張ってある駅の構内を競歩のレベルで歩き──、電でん撃げき文庫のポスターが天てん井じようからぶら下がっている改札を抜けて──、ファンタジア文庫のキャラが描かれているラッピングロッカーの前を通過して──、

　さあ！　後は人の流れに乗って歩けば、待機列の最さい後こう尾びに着く！

　って、ところまで、何とか無事にこられたぞ！

「熱いよぉ～……肌が日光で痛いよぉ～……」

　西館の待機列の最後尾に向かうために歩いている途と中ちゆう、百合姫がそんなことを言い出したが……、……そんなこと言われなくてもわかってる……。むしろ我が慢まんできないのはわかるけど、口に出される方が少しだけ鬱うつ陶とうしい……。

　まだ早朝なのにギラギラとした日差しが肌をヂリヂリと焦こがす感覚。すぐ横の車道のアスファルトに溜たまった太陽の光の熱が、陽かげ炎ろうをつくっていた。汗が額から垂れて、かゆ痛いぐらい目に染しみる。超ちよう過密な人ごみが呼吸するたびになくなっていく酸素。そのせいで若干、酸欠になりそうで身体がふらっとしてしまう。

　……、嗚呼ああ、……俺も百合姫みたいに口に出してしまいそうだ…………。

「はぁ……、百合姫……？」

「うみゅ……なぁに、心しん路じくん……？」

「──熱さを感じなくなり、めまいや頭痛、吐はき気けや耳鳴り、倦けん怠たい感がしたらそれはもうすでに熱ねつ中ちゆう症しようだ。つらくなったらすぐ言えよ？　責任持って付きっきりで介かい抱ほうするから」

「ふえ……っ？　あ、あり……がと、ね？　心路くん」

「え？　いやいや、介抱するのは俺じゃねぇよ。専門知識を持ったスタッフさんだ」

「うみゅウウウウウウウウウウウウウ！」

「そこまで叫ぶ元気があるなら大だい丈じよう夫ぶか……」

　なんてやっていると、少しして西館の待機列の最後尾に到着する。

　ああ～っ、やっと腰こしを下ろせる！　地面がアスファルトだろうと、今は座れるならなんでもいい！

「フニャ[image: ～][image: ～]、疲つかれたニャン！　──で！　早さつ速そくなにする？　まずは『モンハン』？　それとも『ポケモン』？　『ダンボール戦機Ｗ』という発想もあるよ！」

「月島さん……あなた、ずいぶん元気ね……」

「ゴメン、月島ちゃん、あたし『ダンボール戦機Ｗ』っての持ってないから……」

「そうだなぁ、『モンハン』は協力プレイ四人までだし、『ポケモン』でトーナメント戦でもするか？」

「ぅん？　心路くん、それだと残った一人はどうするの？」

「頭のいい雪村先せん輩ぱいあたりが、絶対に伝説チュウだと思われる空野のサポートとか？」

「神園!?　それあたしのことバカにしてるん!?　──まぁ、実際あたし、『ポケモン』弱いからいいけど……」

「私もかまわないわ。ふっ、なぜなら──っ！　縛しばりプレイこそが私の人生における生きがいだからよ！　──と、いうわけで、早々にカバンから３ＤＳを出しましょうか」

　そして訪れる『ポケモン』トーナメント・ニジケン杯はいinコミケ。

　一回戦にして準決勝は『俺VS百合姫』『月島VS雪村先輩＆空野』である。

　……、……ところでさ？　たぶんオタサーの姫に詳くわしい人なら知っていると思うんだけど、わかるかなぁ？　オタサーの姫が好む『ポケモン』のパーティってヤツ。

「ヒメの最初のポケモンはニンフィアだよ♪」

「やっぱりか!?　やっぱり百合姫はブイズパーティか!?」

　説明しておくと、『ブイズ』とはイーブイというポケモン自身と、イーブイから派生進化する数体の進化形ポケモンのことなんだが……、──そのブイズは非常に女の子から人気で、オタサーの姫の一部には『ブイズを可愛かわいい、って言うわたし可愛い』アピールに使われることもあるという事実……。嗚呼、やはり百合姫もか……。

「心路くんの最初のポケモンはメタグロスだね～」

「百合姫ならブイズを使う。さらにその中から最初のポケモンを選ぶならニンフィアだって踏ふんでいたからな」

　補足、メタグロスの鋼タイプは、ニンフィアのフェアリータイプに有利である。

　こうして、俺と百合姫の対戦が開始。

　お互たがいにポケモンのレベルは一〇〇、か。

　さて、初手はなにを繰くり出す？　さすがにオタサーの姫で、手持ちパーティを可愛さだけで選ぶ百合姫でも、この場合はフィールドに出しているポケモンを変えてくるだろう。

　単純に考えるなら、鋼はがねタイプに有利な炎ほのおタイプのブースターか？

　なら俺は──メタグロスの『じしん』でも使わせてもらおう。

　メガシンカする、っていう戦術もあるが、それは一回の戦せん闘とうにつき一回きりなので、別のポケモン、具体的にはガルーラまで取っておく──って方針で。

「頑がん張ばってね、リザードン！」

「えっ!?　なにゆえ!?　読みが外れた!?」

　しかも百合姫のリザードンは当然のごとくレベルが一〇〇。『じしん』の技わざタイプは地面なのだが、これは炎タイプには有利で、しかしリザードンは炎タイプの他に飛行タイプも持っているので無効……っ！

「あはっ、心路くんはヒメのことを軽く見すぎたね？　『な～んだ、可愛さ重視のブイズ使いかよ～』って侮あなどった相手を、戦略と戦術、ハッタリとブラフと思考の先読みでひっくり返す！　それがヒメのスタイルだよ！」

「別にかまわないけど……それだと男子にゲームを手伝ってもらえそうにないな。『○○くん～、ヒメのレベル上げ手伝って～』って。オタサーの姫のクセに」

「ふっふっふ～、このレベル一〇〇のポケモンたちは、昨年度までのヒメの騎き士しに集めてもらったの！　もうすでに、手伝ってもらう段階は終わっているもん♪」

「よ、用済みってことか!?　百合姫、恐ろしい子……!?」

　数十分後──、

「あはっ、ヒメが優勝！　だね♪」

「ブイズ使いにガチ勢はいないと思ったのに……それを逆手に取られたニャン……」

　優勝が百合姫で、準優勝が月島で──、

「私が弱いんじゃないわ！　空野さんのパーティが弱いのよ！　私が自分のパーティを使っていれば月島さんなんかには後おくれを取らなかったのに……っ」

「そもそも月島のポケモンが全員レベル一〇〇なのに対し、空野のポケモンの成長は最終進化形を少し上げたぐらいでストップしているんですよ？　雪村先輩は頑張った方です」

「しょうがないじゃん!?　途中でレベル上げるの飽あきるんだし!?」

　──一回勝敗退が、俺と雪村先輩と空野、って結果である。

　さて──、

　まだ時間は全然あるし、次は何をするか……？

　──、──ん？　なにゆえ空野は立ち上がる？　どこかに行くのか？

「ゆ、雪村さん……っ、ちょっと、あたし……お花を摘つみに行くから……」

「了りよう解かいよ、荷物番は私たちがしておくわ」

「ニャン！　待機列の場所・目印をきちんとスマホで撮とっておくんだよ！」

「わ、わかった……」

「あ、そうそう、私たちは今、西館待機列にいるのだけれど、トイレの場所、来る途中に確かく認にんしたわよね？　あの、仮設トイレ」

「は、はい、ちらっとだけ……」

「あの仮設トイレ、女性の場合、三〇分～二時間並ぶこともあるから気をつけなさい」

「うええええええ!?」

「空野──仮設トイレに三〇分以上並ぶよりも、一〇分二〇分使って遠くのトイレに行った方が早くお花を摘めるし、悪あく臭しゆうもしないし、後ろに続く人も少ないから慌あわてる必要もないし、色々楽だぞ。少なくとも男性の場合は」

「じゃあ、遠い方に行ってくるから！」

　──三〇分後。

「…………ただいま……」

「ニャニャン？　どうしたニャア？　そんなにゲッソリして」

「……トイレに…………白はく濁だく液の入った、避ひ妊にん具ぐが…………」

「「「チッ、オフパコは爆ばく発はつしろ……ッッ！　責任と社会的な意味で！」」」

「はわわ……えっちなのはいけないよぉ!?」

　無論、全員が全員そうというわけではないが、極ごく一部の参加者（コスプレイヤーも含ふくむ）は、ネットで知り合い、コミケで痴ち情じようを致いたすために会うこともある。それをオフパコというんだが──、その場所で最も多いと言われているのが、コミケから少し離はなれている公衆トイレだ。

「今日が初日なのにすでにそれがあるってことは──」

「徹てつ夜や組がやったと思われるニャン……」

「ルールを破っているクセにパコパコするなんて、──っ、くたばればいいんだわ！」




　　　　◇　◆　◇　◆




　拍はく手しゆと共にコミケが始まり、日本一の人口密度を誇ほこる大行進が──、

「それでは、皆みなの衆！　ここからは別行動！　ファンネルで、連れん絡らく事じ項こうがあったらツッキーお手製のトランシーバーでお願いするニャン！」

　まずは月島が、なんとか俺たちから離れまいとするものの、人の流れに巻き込まれて、恐おそらく（これはもう一いつ緒しよに進めないニャン。なら、無む駄だな足あ搔がきをせず、早い段階で独自行動を取る！）──なんて思ったのか、人の波に埋うもれてしまった。

　ちなみに『ファンネル』というのは、トランシーバーか何かで『人を遠えん隔かく操作する役割の人』のことを指す。ほら、アレだよ。コミケ会場を一人で回ることは一応可能なんだけど、それは時間をかけて、頒はん布ぷ物の売り切れを考こう慮りよしなければの話じゃん？　だから効率よく頒布物を買うために、手分けして、トランシーバーか何かで連れん絡らくを取りながら──、司し令れい塔とうの指示で状じよう況きようを把は握あくしながら、コミケに臨のぞむってこと。

「私も行くわ！　あまり固まっていると、流動性の高い動きができないもの！」

　なんですか……？　その『一の隙すき間まに五人全員は入れないけど、一人なら滑すべりこめる』『五人なら石だけど、一人なら砂』みたいな理論は？

　しかしわからないでもない。

　となれば俺もそろそろ一人で動くべきだろう。

「百合姫！　空野！　俺もそろそろ一人で行動するぞ？」

「えっ、ちょっと待ってよ、神園！」

「待たない！　いいか、空野？　さっき待機列で買う物とサークルの配置と移動ルートを確認しただろ？　それの通りにやれば基本大丈夫だ！　後は体力と気力と、腕うでに別の人の汗あせがついても我が慢まんできるかの問題だ！」

「かみじょの[image: ～][image: ～]っ！」

「継未ちゃん？　ヒメも行くね？　なにかあったら天あま架かちゃんが言ったように、トランシーバーを使うんだよ？　それじゃあ！」

「はなしゃきさ～ん!?」

　最近……、空野の情けない涙なみだ声ごえを、よく聞くなぁ……。なんかもう、『かみじょの～』がテンプレートと化している感があるぞ……。

　────、その後──、

　俺は一人で戦場を突つき進む。人ごみに引っかかったバッグを、あれって意外と丈じよう夫ぶだから、取っ手を引き千ち切ぎるぐらいの腕わん力りよくで引ひっこ抜ぬき──ッッ！　靴くつなんて消しよう耗もう品ひんなんだから、ここでズタボロにするぐらいの気負いで前に進んで──ッッ！　人をフィジカルで押し退のける要領で隙間をこじ開け、そこに身体からだの一部のどこでもいいから、押し込むように突とつ撃げきして──ッッ！

　目的地に少しでも近づいている、というただ一つの事実を支えに、進み続ける！

　そして──、

　俺は──、

「こちら神園、ＫＡＤＯＫＡＷＡの企き業ぎようブースに到とう着ちやく。三時間待ちらしいから、一時間後ぐらいにまた連絡を入れる」

『こちら司令塔の雪村、了解よ。──それと、早さつ速そく神園くんがほしがっていた同人誌を一冊、手に入れたわ』

『こちら司令補ほ佐さの月島、トランシーバーに埋め込んだＧＰＳで、ココロ先輩の位置を確認したニャン！　確かに、ＫＡＤＯＫＡＷＡの企業ブースとココロ先輩の位置を結ぶと、そのぐらいかかりそうだね』

『ぐぬぬ……っ、かみじょの～、助けて～、人の流れが大だい蛇じやの身体のうねりみたいで、前に進めないんだけど!?』

『はわわ、継未ちゃん！　もしかして、絶対にあらかじめ決めておいたルート以外通らない、みたいなことはしてないよね？』

『えっ、してますよ？　そのための事前ルートじゃん！』

『つぐみん先せん輩ぱい！　それは理想的な最短ルートであって、現実は理想どおりにいかないものニャン！　当日の人の流れなんて、コミケ慣れしている人でも予測しづらいんだし！』

『空野さん、コミケで大切なモノは、臨機応変・現場の判断・その場その場の柔じゆう軟なんな対応よ！　マニュアルどおりに行くことの方が少ないと思いなさい！』

『ぐぬぬ……、もう、わかったから！　頑張ってみる！』

　で、改めて一時間後──、

「こちら神園、ＫＡＤＯＫＡＷＡの企業ブース待機列に、未いまだ並んでいる」

『こちら司令塔の雪村、ツイッターを見る分には「ネトゲ嫁」のアコちゃんの抱だき枕まくらカバーは売り切れていない模様。購こう入にゆう制限数は当然のごとく一枚。つい二分前にＫＡＤＯＫＡＷＡのブースの最さい後こう尾びに並んだツイッター民のツイート曰いわく「やべぇ！　ＫＡＤＯＫＡＷＡのブース、三時間待ちだって！」とのこと』

『こちら司令補佐の月島、ココロ先輩のトランシーバーに内蔵されているＧＰＳと、その最後尾でツイートをした人のツイッターと連動しているスマホのＧＰＳとで、位置情報を比ひ較かくして見ると、大体ココロ先輩は待機列の二／五ぐらいの位置にいることになるニャン』

　と、ここで空野が割り込んでくる。

『ちょっと神園！　なんであたしに、え……ええ、えっちぃ本ばっかり買わせるん!?　さっきからえっちぃ本だけで、あたし恥はずかしいんだけど!?』

『空野さん、あなたに任せたエリア、同人誌を買う時の羞しゆう恥ち心しんは微み塵じんも考慮していないのよ。基本的に人の流れ、サークルの配置と移動ルート、お目当ての同人誌が消費されていくスピード──等々による物理的な買いやすさだけを重視した結果よ』

『雪村さん!?　精神面も考慮してくれないと困るから!?』

『初心者はそれぐらいが丁度いいニャン！　嫌いや味みではなく本当に！』

『それで継未ちゃん、今どこまで回収できたの？　次に買う同人誌のタイトルは？』

『ぅ～ん、えぇ……っと……、「遊んでそうだけど実は処女なギャルを、輪姦まわして媚び薬やく漬づけにして、連続絶頂する彼女がアヘ顔快楽オチしてボテ腹エンド（Ｒ15）」…………っ、誰だれ!?　あたしにこんな物を買わせようとしたのは!?』

「あっ、それ俺だ。大好きな作家さんが描かいているから絶対にほしいんだよ」

『ああ～っ、もうっ、絶対に後で文句言ってやる[image: ～][image: ～]っっ！』

　そして、さらに改めて一時間後──、

　俺は西館から東館に向けて歩きつつ──、

　比ひ較かく的、人が少なくなった、その途と中ちゆうにトランシーバーで──、

「こちら神園──、アコちゃんの抱き枕カバーと、『Rewrite』のタペストリー、『NEW GAME!』のビッグタオル、その他もろもろを無事購入した」

『こちら司令塔の雪村、なにか売り切れていた物はあるかしら？』

「すみません……『ラブライブ！』関連がほとんど全ぜん滅めつです……」

『さすが「ラブライブ！」だニャン……っ、第一期が開始されたのが二〇一三年なのに、未だ衰おとろえないその人気！　まさに超ちよう人にん気きコンテンツだニャン！』

『心路くんっ、東館のヒメは、心路くんに頼たのまれてた同人誌、全部買えたよ！』

「おおっ、本当か!?」

『うん、しかもね？　同人作家さんの絵を褒ほめたら、一冊オマケしてもらえちゃった！』

「ウェイウェイ！　それはどうなんだ!?」

『絶ぜつ妙みようにグレーゾーンを攻せめていくわね……』

『商業作品なら絶対にＮＧだけど、同人は一種の自営業だからね～。事業主のサークル代表さんがＯＫって言うなら大だい丈じよう夫ぶニャン！　しかし──』

『オタクの暗あん黙もくの了りよう解かい、素す晴ばらしい創作物には対価を払はらう──という観点から見ると、花はな咲さきさんはアレってことになるわね？』

『そもそも、みんなお金を払っているのに、一人だけお金を払わないとかズルイから！』

『うみゅっ!?』

「俺の予想だけど、百合姫に一冊同人誌を配った分は、サークル代表さんが他のメンバーから怒おこられて自腹を切る──って展開が待っていると思う」

『それが妥だ当とうだニャン』『哀あわれな男ね、そのサークル代表さん』

「ところで空野、お前の方はどうだ？　初参加だから、お前が一番心配で……」

『──えっ？　あたしのこと……心配、してくれるん？』

「空野の心配じゃない。同人誌が買えたかどうかの心配だ」

『かみじょの～っ！　このクズ男～っ！』

「夏休みに入ってすっかり会わなくなって忘れかけているとは思っていたけど、元々、俺ってそこまで善良な人間じゃなかったはずだが……？」

『自覚があるなら直してよ!?』

『あぅ～、継未ちゃん？　心路くんは自分大好き人間だから、そんなこと言っても無駄だと思うの？　なお、そういうヒメは、心路くんのクズっぽいところも、夏休みに入る頃ころにはもう肯こう定ていしてあげられるようになったんだけどね！』

『花咲さんみたいに、みんなが許すか諦あきらめたりするから、神園がいつまで経たってもダメ男なんですよ!?　でしょ？　月島ちゃん！　雪村さん！』

『ツッキーはココロ先輩のクズっぽいところも面おも白しろいから、そこも含ふくめて好きになったんだニャン！　だからココロ先輩は今のままでＯＫ！』

『私は恋れん愛あい的な意味合いではないのだけれども、神園くんの人の心を絶妙にスルーするところ、大好きよ？　善良な人間じゃなく、かといって極ごく悪あく人にんでもなく、中ちゆう途と半はん端ぱにどっちも混じっている分だけ、個性的な感じになって興味深いもの』

『みんな神園に甘すぎ!?』

　こうして──、

　コミケ一日目の時間はあっという間に過ぎていき──、

　俺たちは一八時になるころには、ホテルに着いていた──。
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　コミケ二日目！　この日にサークル参加するサークルは、大体、女性向けの同人作品を頒布するのだけれども──やっぱりニジケンはこの日もビッグサイトに赴おもむいていた！

「お前ら四人……女の子なのに女性向けのコンテンツに興味ないんだな……」

「あ～、そういえばそうだね。少なくともあたしの場合は『腐ふ女じよ子し』じゃなくて『女オタク』だから。──三人は？」

　空野は若じやつ干かんニワカでミーハーだけどね……。

「ヒメは心路くんの影えい響きようを受けてオタクになったから、あんまり心路くんから教わってこなかったコンテンツには、手を伸のばしてないんだよねぇ～」

　確かに俺は女性向けコンテンツを、あまり百合姫に布教していなかったなぁ……。

　そもそも俺自身、男だから女性向けには興味が少なかったし。

「ツッキーは面白ければ何でもいいニャン！」

「私はたまに乙女おとめゲーもするのだけれど、どうしても恋愛シミュレーションゲームって男性向けに作品数が偏かたよるから、結局は男性向けコンテンツに走ってしまうわね」

　──と、このように──、

　五人ともあまりコミケ二日目で買う物がなかったので、本日は一一時を少しすぎたぐらいから参戦ってわけ。

　今日も太陽が眩まぶしいけど──ゆとりを持ってやってきた分、いくらか身体が楽な気がする。あと、精神的にも。やっぱりあの人ごみを越こえた人ごみ、ラノベチックに言うなれば超ちよう過密人口領域は、精神的にも疲つかれるんだろう。

　けど、それに気付くのは、本来コミケが終わって新幹線に乗る時ぐらいだけど。

「みんな～、早く階段を上ってくるニャン！　当然だけどもうすごく賑にぎわっているよ！」

「月島さんは元気ね……」

　あれ？　雪村先輩、今──、

　本人曰く運動神経バツグンで、人ごみが苦手らしいけど、そんな素そ振ぶりを全然見せなくて、上りの新幹線の中でもあんなにはしゃいでいたのに──、

「やっと階段上り終わったね～。ヒメぇ、疲れたなぁ？　ね～、心路くん？」

「じゃあ、置いていくな？　アディオス、百合姫！」

「ウソだから真ま面じ目めな声で言わないでぇ!?　ヒメを置いていかないでぇ!?　単に心路くんにかまってほしかったの～!?」

「だんだん神園の花咲さんに対する扱あつかいがテキトーになっている気がするんだけど……」

「空野、それは適切という意味での適当なのか？　それとも投げやりという意味での適当なのか？　果たしてどっちだ？」

「いやいや！　当然、後者でしょ!?」

「違ちがう。俺はどっちもの意味、二重の意味で百合姫と接しているんだぞ？　ＯＫ？」

「なおのことクズいから！」

　そろそろ空野と言葉遊びするのを中断するか。

　たとえ買いたい同人誌が今日なくても、別の目的があるんだし。

「ではでは！　そろそろコスプレエリアに向かうニャン！」

「みんな、雪村家から支給されたカメラを持ったかしら？」

「持ちました」「持ったよ～♪」「持ったけど──」

　と、そうしてニジケンのメンバーは、コスプレエリアに突とつ撃げきしていく。

「ところで──なんでコスプレの写真を撮とることになったん？　それもニジケン総出で。も、もしかして……エロ目的だから……っ!?」

「違う！　──、俺たちがコスプレを作る時の参考にするために、あくまでも『資料』として写真を撮りに行くんだ」

「あのね、継未ちゃん？　継未ちゃんが入部する前に、一度ヒメと心路くんと天架ちゃんと雫しず九く先輩で『ニジケンの活動内容をどうするか？』を話し合ったことがあるの」

「過程はすっぽかすんだけど、とりあえず、その話し合いの結果『コスプレをしよう！』ってことになったんだニャン！」

「──けど、他に選せん択たく肢しがＴＣＧとアニメ評論ぐらいしかなかったのだけれどもね」

「そんな重要なことをあたしに今まで伝えなかったの!?」

「ヒメ先輩も言ったけど、つぐみん先輩が入部する前の出来事だからニャア……」

「それに、今ここで伝えても、特に困ることなんてないでしょう？」

「イジワルを言うわけじゃないけど、空野はなにかしたいことあったか？　ニジケンの活動内容という意味でも、コミケ二日目にしたかったことという意味でも」

「心の準備がしたかったんだけど！」

「それは諦めろ」

「ひどい!?」

　なんてやり取りをしつつ──、

　本当に一分か二分かそこらで──、

　ニジケン、コスプレエリアに到とう着ちやく！

「それじゃあ、ここからは別行動だね♪　なにかあったら、昨日みたいにトランシーバーでね？　健けん闘とうを祈いのります！」

「はいはい、っと」「ラジャ、だニャン！」「了解よ」「わ、わかった」

　百合姫の右手での敬礼に、月島だけが同じ右手で敬礼をして応じ、

　俺と雪村先せん輩ぱいと空野は、各おの々おのの言葉で了解し、──いざ、撮さつ影えいへ！

　…………。

　……、…………。

　嗚呼ああ──、神よ──。

　なにゆえアナタは予想どおりのことを起こすのですか？

「すみません！　それ、夏なつ川かわ真ま涼すずのコスプレですよね!?　写真、一枚いいですか!?」

「え、ええ──、かまわないわ──」

「おおっ、口調も若干、似ていますね！」

「──、ありがとう、そう言ってもらえると嬉うれしいわね」

「こっちも写真撮りまーす！　目線くださーい！」

「ポーズ変えてもらっていいですかー!?」

　──なんてこった、──雪村先輩が銀ぎん髪ぱつと喋しやべり方のせいで、コスプレイヤー扱いされている。

　なんて思っていると、──ん？　雪村先輩がアイコンタクトを送ってきたぞ。

（　かみぞのくん　みていないで　たすけなさい）

（　たすける　ほうほう　は　しっています　けど──）

（　けど　？　なに　かしら　？）

（　おもしろい　から　もうすこし　ぼうかん　します　ね）

（　きちく　！　あとで　おぼえて　いなさい　！）

　ここで、雪村先輩がカメラ小こ僧ぞう──略してカメ小に「目線おねがいしまーす！」「ポーズ指定してもいいですかー？」などと言われてアイコンタクト、終しゆう了りよう。

　と、思いきや──、あ～あ～、もうローアングラーが湧わき出ている。別に俺は──、レイヤーさんとローアングラーの両者が合意しているなら、パンツを撮るのも、その他の方法で自己承しよう認にん欲求を満たすのも否定しない。たまに２ちゃんねるで話題になっているのを眺ながめて「コミケは魔ま境きようだなぁ～」って思うぐらいだ。

　でも──、

「ひぅ…………」

　雪村先輩は、明らかに合意していないもんなぁ……。

　よし、そろそろ、か──。

「通路が狭せばまっているので、そろそろカウントしま～す！」

　そうして、カウントを一〇、数え終えると──、

　──雪村先輩を囲っていたカメ小たちは四散していく。

「大だい丈じよう夫ぶですか、雪村先輩？」

「神園くん、もっと早く助けられなかったのかしら？」

「カウントって、あまり早すぎても、囲いが少なくても説得力がないんですよ」

「その、カウント──ってそもそも何かしら？」

「レイヤーさんが大勢に囲まれて身動きが取れなくなった時、あとは一いつ箇か所しよに大勢の人が集まりすぎて通路が狭せまくなった時、──そういう時に、邪じや魔まになっているから一〇秒数えたら退どこうぜ～、っていう合図です」

　…………。

　……、…………。

　おかしい……、集合時間になっても百合姫が現れない……。

　──もう俺も月島も雪村先輩も空野も、揃そろっているのに。

　現れないのはギリギリ許すにしても、せめてトランシーバーで連れん絡らくを入れてほしいものだ。

「ニャニャッ!?　ちょっとココロ先輩、ゆきむー先輩、つぐみん先輩──この写真に写っているのってヒメ先輩じゃないかニャ!?」

「ん？　スマホ？」

「──、どうやらコミケの参加者のツイッターのようね」

「あっ、ホントだ！　顔も髪かみも服装も花咲さんだ──って！　なんか『　【速報】超ちようクオリティ高いオタサーの姫のコスプレイヤー発見！　』ってツイートされているんだけど!?」

「……オタサーの姫のコスプレも何も、百合姫はオタサーの姫そのものなんだけどな」

「とりあえず、中庭のコスプレエリアにいるらしいから行ってみるニャン！」

　そうして移動を開始して──、

　──中庭のコスプレエリアに着くと──、

　──カメ小に囲まれて笑え顔がおと愛あい嬌きようを振ふりまく百合姫の姿があった。

　しかたがない……、雪村先輩を救出した時と同じく、カウントを取ろう……。

「どうしてこうなったし……？」

「なんかね？　最初の一人がヒメに『オタサーの姫のコスプレですよね!?　写真いいっすか!?』って声をかけてきてぇ、それからどんどん増えていって──最終的には人気者みたいになっちゃった♪」

「最初の一人を断れば済んだ話じゃないか……」

「だってぇ……断ったら申し訳ないかなぁ、って……」

「その割にはノリノリの笑顔だったが？」

「あはっ、みんな楽しんで撮ってくれているのに、ヒメの方が笑顔じゃないと、カメ小のお兄ちゃんたちもガッカリすると思って♪」

　ここで雪村先輩が一言。

「ところで花咲さん、これを見て頂ちよう戴だい」

「ぅん？　……──っ、はわわ!?　これさっきまでのヒメだよ!?　なんでツイッターで拡散されているの!?　しかもすごいリツイート数!?　なんか五〇〇〇超こえてる!?」

「カメ小の一人がアップしたそうニャン……」

「──『コミケに現れた日本一可愛いオタサーの姫』って書き込まれているわよ？」

「心路くん、どうしよう[image: ～][image: ～]!?」

「…………知るかよ。髪と体型と口調はしょうがないにしても、いつものように童どう貞ていを殺す服を意図的に着ているお前が悪い……」
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　ビッグサイトからホテルに帰館して、ホテルの近くのお店で夕飯をとったニジケンメンバーは──、

「これからは各々が自由にする時間だけど、明日あしたは始発に乗るから早く寝ねるようにね？」

　──という百合姫の一声の下もと、自由行動をすることになった。

　なんて言っても、俺はあと寝るだけだ。まだ九時だけど、明日は三時に起きるからな。俺のキャリーバッグは、行きこそずっと手に持っていたり、コインロッカーに置いたりしていたけど、さすがに明日は郵送で自宅送りにしないと。そのための準備をするには、やはり三時ぐらいが妥だ当とうだと思う。

　朝食を考こう慮りよしたら、もっと早い時間に起きた方がいいんだろうけど──、そこらへんはもうすでにコンビニで、栄養補給に優すぐれているゼリー飲料とサンドイッチを買って、コミケに背負っていくバッグの中に入れたから問題ナッシング。

「今夜でこのベッドともお別れかぁ……」

　ベッドでジャージを着てゴロゴロ寝ね転ころがる俺。

　正直、自宅のベッドの方が安心して寝れたけど……。なんかホテルのベッドって、自宅で使うベッドよりも高級で、寝るのが躊躇ためらわれるんだよなぁ……。

　だがこれを『戦場のベースキャンプ内の寝ね床どこ』と考えてみると、躊躇わないわけではないけど、愛着が湧きやすい。

　────コン、コン、──。

　ん？　ドアをノックされた？　誰だれだろう？

　どうせニジケンの誰かだし、そこまで警けい戒かいしなくてもいいか。

　ドアを開けて、どちら様ですか……って、──、空野？

「……、──神園」

「ん？　どうした？　なにか用事でもあったか？」

「え……っと、一ひと先まず部屋に入っていいん？」

「あ、ああ、どうぞ……」

　──、どうするかな～？　俺の部屋って一人用だから、座る所が椅い子すとベッドしかないんだぜ？　どちらかが椅子に座るとなると、どちらかがベッド（意味深）に座ることになるし……。

　──、──。あっ、空野がベッドの方に座ったぞ。

　やむを得ない。俺はこの際、立ちっぱなしでいいや。

「あ、あのね、神園？　ひ、一つお願いがあるんだけど……っ」

「ほう、申してみよ」

「じ、実は──あたし、喉のどが渇かわいて、ロビーの自じ販はん機きに飲み物を買いに行ったの。カードキーは部屋に花咲さんがいるし、一枚しかなく、それがないと部屋の電気が切れて真っ暗になるじゃん？　だから、花咲さんが不便だから持ち歩かなくてもいいと思ったんだけど……」

「ほうほう、続きは？」

「たぶん花咲さん……疲つかれていたのか、もう眠ねむっちゃってると思う……」

「…………、えっ？」

　ああ[image: ～][image: ～]……、言われてみれば、百合姫って七月の段階から〆しめ切きりに追われて、徹てつ夜や続きだったもんな……。コミケの前日に原げん稿こうを一段落させた、と仮定しても、その続きでコミケに参加するのは、非常に体力を使うだろう。コミケは楽しいから、その気持ちで疲れなんて気にならなくなるけど、心はともかく身体からだには疲ひ労ろうが蓄ちく積せきされていたりして……。

「それで、どうするか？」

　俺としては、至し極ごく当然のことを訊きいたつもりだったが──、空野は小こつ恥ぱずかしそうに俯うつむき、ベッドに座ったまま太ももをモジモジさせて、頰ほおを赤らめる。

　最終的に空野は──、

「……っ、こ、今晩、だけ……神園の部屋に泊とめてほしいんだけど……ダメ？」

「つ……っ、月島と雪村先せん輩ぱいの部屋は？」

「もう寝てると思うし、それなのにお邪魔するのは申し訳ないと思ったから」

「俺相手なのは申し訳なくないのかよ……」

「い……っ、今までの出来事を清算したら、あたしよりも神園の方が申し訳ないことしてるじゃん！」

　急に大きな声を出すなよ。そんな言い訳が通用しなくなった子供みたいに。

　ほんのちょっぴり（ケンカ腰ごしではないものの）逆ギレに近いぞ？

　ていうか……そんな泣きそうな瞳ひとみで懇こん願がんしてくるなよ。

「──わかった、特別だぞ？」

「……う、うん。……あんがと」

　結果、空野は今晩に限り、俺の部屋に泊まることとなった──、んだけど──、

「それで、早さつ速そくで悪いんだけど……」

「なにかお願いしたいことでも？」

「…………、っ、…………しゃ、シャワー……」

「──はい？」

「……っっ、……コミケから帰ってきてから…………シャワー浴びてなくて、その……、汗あせ、気持ち悪い……から…………、っっ」

「あ、ああ、ちょっとデリカシーに欠けたな。──俺はもう使ったから、あとはご自由にしてくれ」

「……うん…………」

　そうして、空野は俺の部屋のバスルームに移動。

　一方で、俺はベッドの上に腰こし掛かけて待機。

　──、──待て、──、どうしてこうなった……っ!?

　ドアを一枚隔へだてた向こうで、空野が服を脱ぬいで、生まれた時の姿になっているだと!?

　衣きぬ擦ずれの音がしたかと思えば、すぐにシャワーの音がするし！

　い、いかん……っ、モラル的な問題もあるけど、もしここで俺と空野が間ま違ちがいを起こして、それが学校にでも伝わったら──、一〇〇％ニジケンの廃はい部ぶは免まぬかれない！

　それに──百合姫が、演技ではなく、本気で悲しむ可能性だってあるんだぞ!?

　気を確かに持つんだ、神園心路！

　そして、空野がシャワーを終えると──、

「──、なんで神園は、ベッドの上で座ざ禅ぜんしているん？」

「待て……っ、そういう空野は、なにゆえバスローブなんだッッ？」

「これしか着るものがないからだから！　持参したパジャマは花咲さんの部屋だし……」

「そ、そうか……」

「──うん────」

「…………」

「…………」

　無言が気まずい……。

「……──空野」

「──っ、なに？」

「あ、っ、明日は始発の電車に乗るわけだし、は、早く寝るか？」

「そう、だね──」
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　ベッドに入った後、体感時間ではかなり経ったはずなのにまるで睡すい魔まが襲おそってこない。

　俺は今、左を向きながら寝転がっているんだけど……背中には、右を向いている空野がいるんだよな？　しかもバスローブ姿で──。

　当然、本来一人部屋だから、ベッドもシングルだし。

　これでドキドキしない方がおかしい！

　心臓は張り裂さけそうで、自分で自分の鼓こ動どうをうるさいと思う。恥はずかしさと極度の緊きん張ちようが入り混じって、顔が燃えそうなぐらい熱い。手には汗を滲にじませて、空野がシャワーを浴びて髪かみと身体を洗った直後だからか、柑かん橘きつ系の匂においが──。

「──神園、起きてるん？」

「────」

「返事しないと──イタズラ、しちゃうよ？」

「起きてるからイタズラはやめてくれ」

「なら最初から返事をすればいいだけじゃん」

　──、なんか変な気分だな。地元から遠く離はなれた東京で、大人の監かん視しもなく、シン──と静まり返ったホテルの一室で、クラスメイトの女の子と同じベッドの上、というのは。

　部屋に電気は点ついてはいないんだけど、カーテンの隙すき間まから東京の夜の街灯が、仄ほのかに差し込む。本当に、東京は眠らない街なんだな。

　俺と空野。

　お互たがいになにを喋しやべったらいいのかわからないから、あえて思ったことをそのまま話す。

　俺はもちろん、たぶん空野だって──。

「神園、あたしが眠くなるまで、なんか話して？」

「──なら修学旅行の夜みたいに、恋こいバナでもするか？」

「あっ、それいいね。神園の恋バナとか、超ちよう聞きたい」

「冗じよう談だんで言ったつもりなんだが──、よくよく考えたら、別にかまわないか──」

　元々、『これ』は百合姫以外の誰かに、いつかは吐はき出したかったことだ。その相手が空野なら、少なくとも俺はいいと思う。

　だから俺は──、空野に百合姫との間にあった、小学校の卒業式のことを、今から話そうと思う。

　まずはなにから話そうと考えて、俺と百合姫が出会ったきっかけを話して、

　次になにを喋ろうと思って、俺が百合姫にしてきた布教活動を喋って、

　続いてなにを教えようと困って、百合姫の俺に対する告白事件を教えて、

　最後になにを伝えようと悩なやんで、進学して百合姫と再会したことを伝えて、

　なにで締しめくくろうかと自分に問いかけて──、

　──俺は勉強合宿で百合姫に言われたことを、結局は、そこだけ、言わなかった。

「花咲さん、それでよく、二人が高校生になっても、神園と縁えんを切ろうとしなかったね」

「俺が百合姫だったら、間違いなく嫌きらいになっているし、時が経たとうとも無関心にはなるかもしれないけど、好意的に接しようとは思わないな。まして同じ部活の仲間とか……」

「自分で自分のことそこまで言うん!?　っていうか自覚あったん!?」

「俺は自分大好き人間だから、自覚があっても、その上でクズっぽいところが気に入ってんだよ」

「ん？　でも、花咲さんの告白を『二次元の女の子じゃないとヤダ！』って断ったのに、なんで今はオタ充じゆうを目指しているん？　そーいうところを、自分では気に入っているんでしょ？」

「自分のクズっぽさを肯こう定ていすることと、罪悪感を飲み込むことは、別の話だぞ？」

「わかるようで、ビミョーにわからない」

「それで……、その……、空野は俺が百合姫を一度振ふった時のセリフを聞いて、俺のことを嫌いになったか？」

「──、──あたしが神園のことを嫌いになったら、神園、悲しいでしょ？」

　思わず、そのセリフを言った空野の表情を見たくなった。確かく認にんしたくなった。

　当然だけど、俺は超ちよう能のう力りよく者じゃないから、人の心の声を聞くことはできない。

　だからこそ俺は、空野が何を思ってそんなことを言ったのかを、どうしても知りたい。

　──実際はムリだけど。

　ただ、空野の声こわ音ねは、まるで微笑ほほえんでいるかのように優やさしかった。

「けど、サイテーだとは思うけどね？」

「安心しろ、俺も自分で自分のことを最低だと思っている」

「なんか、会話がループしてない？」

「じゃあ、関連しているけど少し違ちがう話でもするか」

　と、言ったものの、何を話そう？

　あっ、アレでいいや──。

「なにゆえ空野は『俺がオタ充を目指している』──って聞いて、笑わなかったんだ？」

「えっ!?　なに？　笑ってほしかったん!?」

「違うけど!?　一いつ般ぱん的な反応と空野の反応が食い違ったから、『どうしてそんな反応するんだ？』って確認しているだけだ！」

「う～ん……、なんていうか…………」

　なに？　そんなに悩まないと思い出せないのか？

　そんなに難しいことを訊いているつもりではなかったんだが……。

「強いて言うなら──」

「言うなら？」

「──笑う気になれなかったから笑わなかった？　でもないし。──そもそも笑うようなことでもないと思った？　でもないし。あっ、そうだ──」

「なに？」

「神園は神園なりに、リアルで苦労していそうだから応おう援えんしたくなった。だから笑わなかっただけだから」

「別に引っ張った割には普ふ通つうの理由だな。応援してくれるのはありがたいし、優しいとは思うけど、空野の口調的に、なんだかライトな感じだし」

　すると空野はクスクス笑う──んだけど、俺はなにか笑われるようなこと、言ったか？

　謎なぞである。気にしてもしょうがないな……。

「神園？　なんだかそろそろ、眠くなってこない？」

「高校生の男女が深夜のホテルのベッドに二人きり──って状じよう況きように慣れてきたんだよ」

「──かもね。──じゃあ、神園、おやすみ」

「ああ、おやすみ」

「あっ、最後に一つだけ伝えたいことがあるんだけど──」

「なんだよ？」

「──あたし、神園のそういうところ、けっこう好きだから」




　　　　◇　◆　◇　◆




　そしてやってきたコミケ最終日！

　俺と空野は早朝に百合姫をノック連打で叩たたき起こしたものの──百合姫に「なんでフロントスタッフさんにマスターキーを借りなかったの？」──と、反論を喰くらい、彼女を不ふ機き嫌げんにしてしまった。

　しかもそのことが月島と雪村先せん輩ぱいにも伝わってしまい──「ずるいニャン！　ツッキーもココロ先輩と添そい寝ねしたかったのにぃ！」「あら？　あらあら？　二人はずいぶんと親密な間あいだ柄がらになっていたのね？　微笑ましいわｗｗｗ」──と、月島にはぷんぷんっと怒おこられて、雪村先輩にはニヤニヤされるハメに。

『うう……かみじょの～、おじさんの汗があたしの腕うでにぬるぅ……って滑すべるんだけど……。明らかに不ふ可か抗こう力りよくだとは思うんだけど……、背中から強く押されて、む、むむ、胸が前のおじさんの背中に密着して、恥ずかしいんだけど！』

「諦あきらめろ」

『酷ひどくない!?　これでもあたし、花の女子高生なんですけど!?』

　最終日のジャンルは男性向け──。

　今日はニジケンメンバーにとって、コミケの中で一番同人誌を漁あさる予定の日である！

　ニジケンの俺を含ふくむ五人は、ファンネルで効率良く同人誌を買い漁っていた。

『つぐみん先輩……っ、正直キモイと思っている人たちと密着するのがイヤだってことはわかるニャン！　でも、その「不快感」と「同人誌を買える幸せ」を天てん秤びんにかけたら、当然同人誌の方に傾かたむくニャン！　人は何かの犠ぎ牲せいをなしに、同等の何かを得ることなんてできないんだよ！』

『ていうか──空野さんも今回が初めてとはいえ、ネットでコミケの様子ぐらい知っていたでしょ？　それなのにこの程度の苦難を想像できないなんて、想像力の欠けつ如じよね』

『雪村さんまで!?　だ、だってアニメで見るコミケと実物のコミケって、全然、人口密度が違うじゃん！　「俺おれ妹いも」とか「ゆるゆり」ではあんなにスカスカだったのにぃ……』

『あのね、継未ちゃん？　アニメーターさんが、一日に約二〇万人近くオタクがくるコミケを作画できると思うのかな？　二〇万人の動きをアニメで表現できたら、それは誇こ張ちよう抜ぬきで神作画だよ？』

「百合姫の言うとおりだ。思い返してみれば『ゼロの使つかい魔ま　双月の騎き士し』でも、扱あつかったのって七万人なんだぞ？　そもそも、アニメの描びよう写しやだけでコミケを判断するなよ……。ネットで画像検けん索さくした方がいいに決まっているだろ」

　──にしても、やっぱり暑い。

　でも、それが一周回って心躍おどるんだよな。熱ねつ中ちゆう症しようになる寸前かもしれない暑さが、体力消しよう耗もうによる息苦しさが、超ちよう過密人口領域で全然前に身体からだを動かせない感覚が、服の背中と腋わきに染しみる汗あせが、──本来は不快なはずなのに、コミケに夢中になっている以上──、『これがあるから、ＴＨＥ・夏コミなんだ！』『この疲ひ労ろう感がないと、逆に夏コミに参加しているとは言わない！』ってレベルになっている！

　不快感と疲労感が、夏コミに参加しているっていう実感なんだ！

　そして──、

　俺は──、

　人の塊かたまりを搔かき分けて──、他の四人と分担して頼たのまれたサークルに赴おもむき──、同人誌を買って──、五〇〇円玉を三〇枚以上やり取りして──、総額で言ったらあと少しで五万円以上も溶とかし──、分担された分を回収し終えると、新しいサークルを開かい拓たくして──、新しくファンになりたい同人作家さんを見つけ──、同人誌の表紙買いも忘れず──、

　──ヤバイ、楽しい……っ！

　ここは天国だ！

『こちら花咲！』

「？　なにかあったのか、百合姫？」

『たった今「処女ギャルが意外にも純情で、オレとお互いに初めてを捧ささげあって、純愛らぶらぶエッチでハッピーエンド（Ｒ15）」を購こう入にゆうしました！　一ひと先まずその報告をしたかったの♪』

『ニャン？　これはココロ先輩の分かニャア？』

「いや、俺じゃないぞ。雪村先輩は？」

『私でもないわ。となると──』

『うわわあああああああああ！　一々報告しなくていいから！　超ちよう恥はずかしいから！』

『ふぇぇ!?　だ、だって継未ちゃん、この同人誌だけは絶対にほしい、って言ってくれたよね!?　で、無事に買えたから安心させるために報告を──』

『なんで秘密にするって発想がないん!?』

「ふむ、となるとアレだな？」

『なにかニャン？』『なにかしら？』

「空野がほしかった同人誌の傾けい向こうから、空野の性せい癖へきの傾向を逆算できる！」

『かみじょの[image: ～][image: ～]っっ!?　この鬼き畜ちく！　クズ！　悪あく魔ま[image: ～][image: ～]っ！』

『私は空野さんの分の同人誌、一五冊買ったのだけれど、空野さんの性癖はわかりやすいわね。──彼女は「童どう貞ていくんと処女ちゃんがお互たがいに初めてを捧げあう展開」が好きなのかしら？　そういうのを夢見ているの？』

『ち、違うし！　本当にたまたま！』

「俺が空野に頼まれた分の同人誌の傾向は……、ほう……？　もしかして空野には、放課後に学校の教室でエロイことをする願望でもあるのか？　そういうシチュエーションの同人誌ばっかりだし」

『本当に違うから！　と……っ、友達に頼まれただけだから！』

「えっ……？　お前クラスではオタク隠かくしてるじゃん」

『ちなみにツッキーがつぐみん先輩に頼まれた分の同人誌の傾向は……おふぅ！　つぐみん先輩は、男の人のアレを髪かみにまき付けて擦こすってあげる──的、いわゆる髪コキプレイが、少なくとも読んでいる分には好きなんだね！』

『ぐはぁ……っっ!?』

「あれって、リアルの女の子が絶対にやりたくないプレイ・ナンバーワンじゃなかったのか？　髪が臭くさくなるし、中々白いのが絡からまって取れないし、そのせいで傷いたむし……」

『私もアレを現実でしたいと思っている女の子を、今、初めて知ったわ……』

『うみゅ～、いつの間にか、継未ちゃんの性癖を同人誌の傾向から考察しよう大会が始まってしまっているよぉ!?』

　う～む、ちょっぴり今回は空野にイジワルしすぎたか？

　今回はビミョーに罪悪感がするぞ。

『ぐぬぬ……神園のクズ！　──って言おうとしたけど』

「ん？　言えばいいじゃないか」

『あたしだって学習するし！　そんなことを言っても神園は痛くもかゆくもないって』

　よく知っているな。本当に学習しているじゃないか。

『──だから反はん撃げきの方法を変える』

「どういうことだ？」

　そして、空野は数すう拍はく黙だまると、意を決したように──、

『花咲さん！　月島ちゃん！』

『うみゅ？　なぁに？』『ニャフン！　なんか面おも白しろそうなことが起こりそうな予感！』

『同人誌の傾向からあたしの性癖の傾向が逆算できるなら、同人誌の傾向から神園の性癖の傾向だって逆算できるはずだから！　さぁ！』

「なん……だと……!?」

『うみゅ!?　今確認してみたら、心路くんに頼まれた同人誌は「ハーレムえっち」のシチュエーションばっかりだよぉ!?』

『ツッキーの方も、「３Ｐ」はもちろん、一番多いのだと「10Ｐ」とかあるニャン！』

　そうして──、俺の性癖はニジケンの全員に知しれ渡わたった。

　嗚呼ああ──、因果応報──。




　　　　◇　◆　◇　◆




　俺は今、ビッグサイトの敷しき地ち内ではあるものの、建物の外を歩いていた。

　ふぅ～、一通り、コミケを回ったな。いや──、コミケのお祭り騒さわぎのような雰ふん囲い気き、そしてそこを歩いているだけでオタクとして喜ばしいことだという実感、──その二つのせいで一通りどころか三周はしたけど……。

　あぁ～っ、楽しかった！

　でも、あと大体三〇分で、今年の夏コミも終しゆう了りようか。

　寂さびしいし、もう少しコミケを楽しみたかったから惜おしくもある。

　だからもう一度、──いや、何度でも来年以降も遊びにきたい。

「なにゆえか感傷的な感じだな──。祭りが終わりかけている夕暮れって──」

　コミケよ、なにゆえお前は終わってしまうのだ？

　お前が終わってしまうと、心にぽっかり穴が空いた気分になるんだぞ？

　ああ──、

　ビッグサイトを染める茜あかね色いろの夕日は本当に綺き麗れいだ。夕暮れ時だから少しずつ気温が下がり始めて、今では涼すずしいとまではいかないけど、すごく居い心地ごこちがいい空気。気のせいかもしれないけど、有明の潮しお騒さいが耳じ朶だを打ち、風に乗って海の香かおりが届いてきている。

「うみゅ!?　偶ぐう然ぜんにも心路くんを発見！」

「ホントだニャン！　これはもしや運命!?」

　聞き慣れた声がして、そっちを振ふり向くと──、百合姫と月島？

　すぐ近くまで駆かけ寄ってみるけど、……、うん、やっぱり百合姫と月島だ。

　二人とも、涼しそうにカキ氷なんて食べやがって……。俺もほしい。

「コミケの会場で、偶然三人が会うなんて、すごい確率だな……」

「そうだねぇ～」

「ココロ先輩もカキ氷食べるニャン？」

「そうだな……朝食がゼリー飲料とサンドイッチだけだったし、当然のごとく昼食は食べてないし、お腹なかも減った」

　カキ氷で空腹を満たせるとは思わないけど、でも、コミケの出店で食べるカキ氷も、初めてニジケンとして東京に来た思い出になるだろうし。

　カキ氷の露ろ店てんは──すぐそこか。

　列はできてないみたいだし、すぐ作ってもらえるだろう。

　で、事実すぐ作ってもらって、二人の方に戻もどって座ると──、──、いや、これは俺のだからな？　お前ら自分の分あるだろ？　あげないぞ？

「コミケが終わっちゃうと、夏休みも終わりだねぇ……」

　ふいに、百合姫がそんなことを呟つぶやいた。

「非オタの学生はコミケが終わったあとでも一／三は夏休み残っているんだけどな……」

「オタクの夏はコミケに始まりコミケに終わるんだニャン」

「コミケと言えば、二人は三日間で何万円ぐらい溶かしたんだ？」

「う～ん、ツッキーは一日目に二万円、二日目に一万円、最終日の今日で五万円ぐらいかな～？　ヒメ先せん輩ぱいは？」

「ヒメは一日目に一万円、二日目は一万円以下だから使ってないのと同じ、最終日の今日で七万円かな？」

「二人とも学生とは思えない散財っぷりだな!?」

「あはっ、ヒメには印税があるもん♪」

「ツッキーは某ぼう研究所の研究員だから、そこでした研究に応じて給料が出るニャン！」

「でも、普ふ段だん、月島って学校に来てるよな？　そんな時間、どこにあるんだ？」

「中学校レベルの授業とか、今さら聞いても退たい屈くつなんだよ？　だから先生にバレないように授業中にこっそり、とか。もしくは土日や、それこそ夏休みのような長期休きゆう暇か、とか。──そういう時に研究しているニャン」

「あれれ？　天架ちゃん、研究──って具体的には？」

「前にも言ったと思うけど、ツッキーは『萌もえ』の探求者にして科学者！　萌えが感情である以上！　そこには必ず何かしらの脳内物質があるはずなんだニャン！　それを解明するのが！　今！　ツッキーが最優先でしていることニャンッッ！」

「最優先ってことは、他にもあるんだよな？」

「無論！　限られた人生の中で、やりたいことはたくさんあるニャンッッ！　どこでもドアの開発！　魔ま法ほう少女が変身する時の理論！　とかとか！」

「──、それってなんだか『電波教師』の鑑かがみ純じゆん一いち郎ろうの二に番ばん煎せんじっぽいな」

「フニャ[image: ～][image: ～]っっ!?」

　あっ、月島がダメージを喰くらった（という素そ振ぶりを見せた）ぞ。

　にしても──、

「カキ氷、美味うまいなぁ」

「ずっと夏の日差しの直下にいたか、ほぼサウナ状態の室内にいたかだからね～」

「ねぇねぇ、ココロ先輩？」

「むぐ──、──、ん、どうし──」

「隙すきありだニャン！　──ぁむっ」

　あっ！　月島のヤツ、俺のカキ氷を一口奪うばいやがった！

　自分のカキ氷、まだ残っているクセに！

「ココロ先輩、ヒメ先輩、見てみて！　──んべ」

「舌がブルーハワイとメロンの色になってるね♪」

「お前……それがやりたかっただけか……」

「ニャハハ、それもあるけど、ココロ先輩と間接キスしちゃったもんね！」

「ゲホっ!?」「ふえ!?」

「そう！　その顔が見たかった！　ツッキーに嫉しつ妬とするその顔が！」

「むくぅ～、いいもん！　ヒメは心路くんに『あ～ん』ってするもん！」

「百合姫は変な対たい抗こう意識を持たなくていい！」

「いい、ってことは、ＯＫってことだよね？」

「違ちがうけど!?　っていうか四月にも同じようなことがあったよな!?」

「と・に・か・く！　はい、心路くんっ──あ～ん」

　ええ[image: ～][image: ～]……、これを俺にどうしろと？　助けを求めて周りを見てみるけど──「なにあれ？　リア充じゆう？」「女の子の服装的にオタサーの姫じゃないか？」「あ～ん、ってされている方はオタサーの騎き士しか……」──ダメだ！　当然だけど、周りに知っている人なんて月島以外誰だれもいない！

　しかもこの状じよう況きようが長引くと、ますます注目されるんじゃないか!?

　やむを得ないけど……やるべき状況に追い込まれたなら、手短にやってしまおう。

「──、──むぐ」

「えへへ、これでヒメとも間接キスだね？」

「──さいですか」

　嗚呼……なんだか精神的に疲つかれた……。

　と、思っていると──、

「やっぱりオタサーの姫とその取り巻きだ……」「あざといぞ、あの女の子……」「……ネコ耳の方は？」「サークルに姫が二人いて、どちらも勢力を伸のばしたいから──」「──つまり、オタク男子をより多く落とそうとしているのか」「たぶんそうだろ……」「ん？　あれって……昨日のオタサーの姫のコスプレをしていた人じゃね……？」

　くそぉ、ここでも百合姫のオタサーの姫っぷりが発動してしまった……。

　しかも俺まで巻き添ぞえを食らっているときている。

「あっ、心路くん！　天架ちゃん！　そろそろ──」

「どうしたニャン？」

「今度はなんだ？」

　その時──、

　会場に、コミケ全日程、終了のアナウンスが流れて──、

　──ビッグサイトは、優やさしくも盛せい大だいな拍はく手しゆに包まれた。




　　　　◇　◆　◇　◆




　夜の八時──、

　帰りの新幹線の中──、

「──みんな、眠ねむってますね」

「疲れているのよ。花咲さんは徹てつ夜や続きでの参加だったらしいし、空野さんは初参加で、早起きと人ごみでの極きよく端たんな体力の消しよう耗もうに慣れていなかった。で──」

「月島ははしゃぎすぎ、ですか？」

「ふふ、ええ、そうね」

　コミケが終了したあと、俺と百合姫と月島は、国際展示場駅のすぐ前のローソンの近くで、雪村先輩と空野と合流した。そして帰りの新幹線の時間までアキバを回り、時間がなくなってくると東京駅に移動。今はこうして、帰りの新幹線の中である。

　新幹線の席順は、最初、行きと同じ席順でいいとみんな考えた。けど、話し声でうるさくしても悪いし、いかにも眠たそうな百合姫と、いかにもはしゃぎ疲れた月島と、いかにも体力を消耗しまくった空野を、横三列シートの方に座らせて、仙せん台だいまで起きていられる組である俺と雪村先輩は隣となり同どう士しに──。

「でも、雪村先輩も疲れているはずですよね？」

「あら？　意外と人のことを見ているのかしら？」

「だって、行きの新幹線の中ではあんなにはしゃいでいたのに、アキバに着いた途と端たん、テンションが元に戻った──っていうか、アルコールに酔よった大人が酔いから醒さめたような感じになっていましたから」

「前々から人ごみが苦手だって言っていたじゃない」

「今まで気付けなかった俺が言うのもおこがましいですけど、プールや夏祭りでは──」

「私は楽しみのために苦手なモノを我が慢まんするぐらいには子供よ」

「大人じゃないんですか……」

「子供であっているわ、従順だもの。──、私はどうしても、昔から人ごみが苦手で、プールとか夏祭りとかコミケでは『息が詰つまりそうなら、最初から呼吸をしなければいいんじゃない』の精神で乗り切ってきたのよ」

「そこまでするんですか？」

「神園くんはアンビバレントって英単語をご存じかしら？」

「──、納なつ得とくしました」

　ふいに、新幹線の車窓から、外の景色が見えた。

　寂さみしげな住宅街の光。ノスタルジックな白い月。

　東京という都会の喧けん騒そうは遠く離はなれ、俺たちを乗せた新幹線は、風のように帰路を走る。

　そんな中、百合姫たちの規則正しく、小さくて可愛かわいらしい、穏おだやかなスゥ、スゥ、という寝ね息いきが聞こえてきた。

「楽しかったですね、東京」

「楽しかったのは東京でも、それをいつも以上に楽しく感じさせたのは、ニジケンの合宿というのが本音で、何よりもあなたたちよ」

「その発言で確信しました。──雪村先輩って、友達が少なそうですね、いい意味で」

「──そうね、私はよく自分のことを『精神年ねん齢れいが幼い』と思うわ」

　クスクス笑う雪村先輩。

　一方で、なんとなく（しっくりくるな～）と思っている俺。

「高校生にもなってそんな純じゆん粋すいなセリフを心の底から言っている人、初めて見ました」

「花咲さんもあなたには言いそうなのだけれども？」

「百合姫は俺には言うかもしれませんが、他の人に言うかどうかはわかりませんし」

「よく知っているのね」

「高校に入学するまで疎そ遠えんでしたけど、幼おさな馴な染じみですから」

「そういえば、なんで疎遠になったのか、訊きいてもいいかしら？」

「かまいませんよ──」

　そうして──、俺は空野の夜と同じことを──、雪村先輩に話した──。

　で、雪村先輩がそれを聞いた第一声は──、

「神園くんは病気なのかしら？」

「なんのですか？　拗こじらせたオタクなら、中ちゆう途と半はん端ぱに治っていますよ？」

「──自分が選せん択たくした行動の全すべてに罪悪感を覚える病気。──自分が影えい響きようしている森しん羅ら万ばん象しように、重圧を感じる病理。──言ってしまえば、中途半端にリアルと関かかわってしまったオタク。──あるいは中途半端に二次元に拘こだわっているリア充」

「ひどい言われようですね!?」

「でも事実でしょ？」

「ぐぅ……、まさにぐぅの音ねも出ない……」

「いやいや、あなた今『ぐぅ……』って口にしたでしょう？」

「──ていうか、どうしてそんな風に評価しようと思ったんですか？」

「私だって四月から今日まで、ぼぅ～っとニジケンで過ごしてきたわけじゃないわ。あなたと花咲さんの様子を眺ながめていて、その上で、今あなたが語ってくれたように、二人の過去を知れば、──少なくとも私はそういう評価をする」

「耳が痛いですね。聞いていて気持ちいいです」

「ドＭなのかしら……？」

　数すう拍はく置いて、俺はまるで天気の話でもするみたいに、何気なく、ライトなノリで言う。

「雪村先せん輩ぱいのように、察しのいいガキは嫌きらいです」

「ずいぶんな言い方ね？　私、神園くんよりも年上なのだけれども？」

「ガキ、っていうのは大人気ないって意味ですよ？」

「一方で神園くんは、子供の心を忘れているわよね？」

　雪村先輩──なにゆえ、今、このタイミングでドヤ顔するんですか？

　あと……雪村先輩、言っていることが抽ちゆう象しよう的すぎませんか？

「明言しておくのだけれど、別に私は、神園くんが花咲さんに対して申し訳なさを感じる必要は、微み塵じんもないと思うのだけれどもね」

「本気ですか……？　俺は百合姫を『二次元の女の子じゃないと、ヤダ！』──って理由で振ふったんですよ？」

「でも、それが本音なのでしょう？　少なくとも当時は」

「そうでした、けど──」

「いくら幼馴染だからって、好きでもないのに好きでもない人と付き合う理由なんてないわ。一〇〇％成功する告白なんて、ほとんどありえないもの。花咲さんにしても、他の誰かさんにしても、告白して、振られて、その理由を聞いて、それで逆さか恨うらみなんて、まさに不合理じゃない？」

「人は合理的な生き物じゃありませんよ？」

「知っているわ。──だから神園くんが、現にこうして花咲さんに、罪悪感を覚えているんじゃない」

「でも──」

「なら、人の告白を断るのに、正解や不正解なんてあるのかしら？」

「え……っと、雪村先輩は俺を弄いじりたいんですか？　肯こう定ていしてあげたいんですか？」

「私が肯定しているのに、あなたが勝手に弄られていると勘かん違ちがいしているだけでしょ？」

　う、胡う散さん臭くさい……。少しでも真ま面じ目めな表情をしてくれれば説得力もあるんだけど、顔が明らかにニヤニヤしている。

「あのね、神園くん？」

「何ですか？」

「私は神園くんの味方でも、花咲さんの味方でもないわ。私が信じているのは、私自身の感性だけ。その結果、告白の件については花咲さんをメンドクサイと思う。けど、一方で神園くんが言うオタ充を目指している件は、アナタのことをバカだと思っている」

「バカ……っていうか、ネタにされたり、弄られたり、『バカ』ではなく『小バカ』にされるのは、承知の上ですよ──」

「そう、なら、頑がん張ばりなさい」

「はいはい」

「さて、神園くん──仙台まで、まだまだ時間はあるし、ゲームでもしましょうか？」

「ギャルゲーでもするんですか？」

「今夜は『 H2O 』の気分ね、──はい、これ」

「？　なんですか？」

「まさか新幹線の中で音を出すわけにはいかないわ。しかもギャルゲーの。だから──、一つのイヤホンを、二人で使いましょう？」








六章　もしここで、セーブボタンがあるのなら──、









　夏休みが明けた──、

　八月二四日火曜日の放課後、ニジケンの部室にて──、

「なぁ、月つき島しま、なんでお前『モンハン』のキリン装備着てんの？」

「ココロ先輩は、少し前に『キリン装備は胸が見えそう！』って思春期真まっ只ただ中なかの男子の間で噂うわさになったの、ご存じないかニャ？」

「知ってるよ！　俺は、お前がわざわざその胸の無防備さまでコスプレで再現してきたから、『お前バカなの？』って意味で確かく認にんしたんだよ！」

　ほら、アレだよ、アレ。

　ニジケンの活動内容でコスプレを文化祭で発表することになったから、お手製のコスプレが出来上がった順に、学校に持ってきているだけ。

　そして、その試着会。

　で、月島が『モンハン』のキリン装備なのに対して雪ゆき村むら先輩は──、

「うみゅ!?　雫しず九く先輩がバニーガールのコスプレを作ってきたよぉ!?」

「あら？　なにか問題でもあったかしら？　着ている分には、サイズぴったりだと思うのだけれど……」

「ウサギはヒメに限らず、オタサーの姫の象しよう徴ちよう的動物なんです！」

「そんなこと言われても困るわよ……」

「ていうか、花はな咲さきさんってサークラがあった昨年度から今年度になって、もう少しで五ヶ月経たちそうなんだし、『オタサーの姫』っていうか『元・オタサーの姫』だよね？」

「はわわ!?　継つぐ未みちゃんに一番言ってはならないことを言われた気がする!?」

　……一応、百合ゆり姫ひめのアイデンティティを庇かばっておくと、未いまだに東とう山やま先輩と西にし沢ざわ先輩は百合姫にご執しゆう心しんだし、ギリギリ、オタサーの姫とも言えなくもない……かなぁ？

「ぅ～ん～、バニーガールを着て文化祭ってぇ、教育現場のモラル的にどうなんでしょうねぇ～？」

　ちなみに今は海うな原ばら先生もニジケンの部室にいるんだけど……最終的にこの人とは、夏休みの最中、一回も会わなかったなぁ。

　別に心の底から気にしてないけど。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですよ、海原先生。だってこれはニジケンの活動実績という建前ですし」

「心しん路じさん、今、建前って言いましたぁ!?」

「コホン、気のせいです。活動実績を否定することは、部活動そのものを否定すること。そんなこと、教師がするはずないですよね？　ねっ、海原先生？」

「えっ？　え？　ぅん？　そ、そうですよね？　ん？　そうなんですかぁ？」

　この程度で煙けむに巻ける、論点をずらせるなんて、この人、チョロすぎだなぁ……。

　今ので海原先生の言げん質ちを取ったも同然なので、文化祭が終わった後に別の教員から『キリン装備とバニーガールはモラル的にどうなんだ？』って問い詰つめられたら、『海原先生がＯＫを出してくれました』って責任をなすりつけよう。

「ねぇ、神かみ園ぞの、改めての確認になるけど、コスプレを文化祭で発表して、それをニジケンの活動実績、って風にするんだよね？」

「そうだけど……急にどうした？」

「なんか……ニジケンってコスプレ愛好会みたいな感じになってないん？」

「安心しろ、『げんしけん』でも大おお野のさんが代表になった時、そんなこと言われた」

「いやいや、答えになってないから！」

　しかし、月島と雪村先輩、作るのが早すぎ。コスプレって、ネットで聞きかじる分には製作時間が人によって幅はばがあるようだけど、この二人って素人しろうとだよな？　まさか初めてのコスプレ製作を夏休み中に済ませてくるとは……。

「神園くんと花咲さんと空そら野のさんは、文化祭前日ぐらいには作り終わりそうかしら？」

「そもそも、お三方はどんなコスチュームを作っているニャン？」

「俺は『甘ブリ』の可か児に江え西せい也やくんのコスプレを……、夏休みに入ったと同時に作っているから、たぶん文化祭前日には終わると思う」

「ヒメは『冴さえカノ』の詩うた羽は先せん輩ぱいのコスプレをしようかなぁ、って」

「あたしは『東京レイヴンズ』の倉くら橋はし京きよう子こちゃんのコスプレをする予定だから」

「なんでみんなファンタジア文庫の作品だニャン!?」

「きっと、面おも白しろい作品が多いからでしょうね」

　正直に言うと、俺もビックリ。

　まさか百合姫と空野とも、コスチュームを作る作品のレーベルが一いつ緒しよだなんて。

　偶ぐう然ぜんってあるものなんだな……。

「──でも意外だな」

「ぅん？　なにが意外なん？」

「雪村先輩は才能の塊かたまりだから、たとえ初めてでも裁さい縫ほうができるとして、月島に裁縫のスキルがあったなんて、意外じゃないか？」

「うみゅ、確かにそうかも」「ああ～、言われてみれば」

「ニャフン！　ツッキーを甘く見てもらったら困るよ！」

　百合姫と空野が肯定する。そして「ふんす～」と自じ慢まんげな表情の月島。

　そうそう、確かに月島も天才だけど、それって理系の分野に限った話だし。

　だからすごく意表を突つかれた感じ。

「けど、このキリン装備のコスプレって、裁縫で作ったわけじゃないけどね」

「……はい？」

「これは３Ｄプリンターで作ったから、裁縫スキルは無関係だニャン！」

「天あま架かちゃんがせこいよぉ!?」

「いや待て！　ストップ！　３Ｄプリンターって、基本プラスチックみたいな材質な物しか印刷できなかったよな!?」

「ツッキーの知り合いの研究機関では、もう衣類の３Ｄ印刷だってできるんだよ！　時代と科学は、常に進歩している！　んだニャン！」

　…………。

　……、…………。

　で、一いつ旦たんコスプレ試着会を終わらせると、俺は部室の外に出て、月島と雪村先輩が着き替がえて、それが終わると俺も部室に入り、そして──、

「まず大前提として、小こ鶴づる新しん田でん中学高等学校の文化祭は九月一一日と一二日に、土日を使って行われますぅ」

　今は海原先生が文化祭の説明をしている最中、っていうわけ。

「ニジケンに割り当てられたスペースは、この部室のみですねぇ」

「──つまり、文化祭当日までには、ここをある程度片付けておく必要があるわけね？」

「はいぃ、その通りですぅ。ちなみに、文化祭でニジケンがやるのはコスプレの展示と本番だけですかぁ？」

「本番、ってなんだかいやらしい響ひびきニャン！」

「ぅ～ん、本番っていうか、コスチュームを着るってことだと思うの」

「もしコスプレをしながら喫きつ茶さ店てんとかもする～、ってなったら、八月三一日までに、生徒会にその申しん請せい書しよを出してくださいねぇ？」

「わかりました、あとでみんなで話しあってみます」

「心路さん以外も、あとで話してみるってことでいいですよねぇ？　──それで、仮にコスプレ以外のことをやるにしてもぉ、やらないにしてもぉ、店番を部室に置くことになりますぅ」

「店番、ってどうやって決めるん？」

「この学校の文化祭の出し物の区分は主に二つ、クラス主体の出し物と部活主体の出し物──って区分ですぅ。部活よりもクラスが優先されるとか、そういうのはないですけどぉ、クラスの出し物のシフトを前提に、ニジケンの出し物のシフトを決めた方がいいかなぁ、ってわたしは考えますぅ」

「ふむ、妥だ当とうですね」

　と、ここで完全下校時間一五分前のチャイムが鳴った。

「それじゃあ、本日はここらへんでお開き、ということでぇ～」

「はわわ、紗さ依より先生にヒメが言うべき発言を取られたよぉ!?」




　　　　◇　◆　◇　◆




　そして夏休み前はほとんどいつも空野と一緒に帰っていた通学路。

　今日も俺は空野と一緒に帰っている。

　改めてになるが──、俺と空野の家の近くには河か川せん敷しきがある。

　となると必然的に川と橋もあることになるよな？

　詰まるところ、俺と空野はその橋を、自転車から下りて、歩きでゆっくり渡わたっていた。

　……いや、ここってホントに怖こわいんだよ？　時間帯や季節によっては暴風が吹ふき抜ぬけるし、なのに道みち幅はばは狭せまくて自転車は横に二台、徒歩なら横に三人並べば歩道を占せん領りようできるんだぜ？　強風が発生している時に、対向から自転車が来て車道側に寄れば（鉄てつ柵さくがあるけどそれを越こえて）バランスを崩くずし轢ひかれそうになるわ。外側に寄れば（これまた鉄柵があるけどそれを越えて）川に落ちて冗じよう談だん抜ぬきで死にそうになるわ。

　結局、この橋を自転車から下りて渡るのは、俺と空野の暗あん黙もくの了りよう解かいとなっていた。

「神園はさ、リアルって、大切に思ってる？」

「なにゆえ？　今の俺は、そこそこ大切にしていると思うんだけど……」

「えっ、と、なんていうか──神園は本気でオタ充じゆうを目指しているのかなぁ、って気になったから」

「えっ、空野、それについてバカにしない的なこと言ってくれなかったっけ!?」

「言ったけど、神園の本気の度合いを訊きいてなかったから訊いただけだから！」

「別に、俺はけっこう本気なんだが……」

「──それで、夏休み中に近づけた？」

「えっ？」

「女の子とプールで泳いで、夏祭りではしゃいで、アキバで遊んで、コミケで同人誌を買い漁あさって、──神園のリアルは、充じゆう実じつ、した？」

　なにゆえ空野はそんなこそばゆそうな表情をしているんだ？　ちょっぴりにやけていて、穏おだやかに目め尻じりを下げて、頰ほおを桜色に染めて。

「──それらが、神園の高校一年生の夏という、一生に一回きりの思い出になっていたらいいよね？」

「空野、お前──」

　もしかして、バカにしないどころか、俺のことを心配してくれていたのか？

　リアルを充実できるか否いなかを。リアルを大切にできているか否かを。

　女の子と仲良くできるか否かを。女の子と過ごせるか否かを。

　嗚呼ああ……、自覚できるほどに顔が熱くなってしまうではないか……。

「普ふ通つう、そこまで心配してくれるヤツなんていないだろ……」

「むっ、そんなのあたしの勝手じゃん」

　言うと、空野は舌を「べーっ」として少しだけ拗すねてしまった。

「でも、楽しかったよ、夏休み」

「──、神園って、平均的なオタクと違ちがうよね？」

「は？　どこらへんが？　オタクでもカノジョほしい男子はたくさんいるし、妬ねたましい限りだけど実際にカノジョ持ちのオタクだっているだろ？」

「違くて、あたし的に、オタクって二種類に分かれると思うんだけど──」

「だけど？」

「大おお雑ざつ把ぱに言うと『リアルを認めているオタク』と『リアルを妬ましいと思っているオタク』の二種類。リアルに対して『リアルもある程度大切だよね』って感じているか『リアルなんてクソだ。二次元こそ至高』って嫌けん悪お感を抱いだいているか」

「間違いなく中学生までは後者だったんだがなぁ……」

「でもなんか今は……どっちでもない気がする」

「具体的にどんなところが、だ？」

　問い返すと空野が首を小さく横に振ふるが、言った本人ですらわからないって、どういうことやねん。

「上手うまく言葉にできないんだけど、なんか、そのままいくと、寂さびしい感じになると思う」

「俺がいつ、どこで、誰だれに省かれて、どんなふうに寂しくなるんだよ？」

「う～ん、あたしが思っていることを的確に言葉にできてるか、と言えばできてない」

「……空野？」

「その上、ビミョーに近い言葉だけど、あたしの心から溢あふれた言葉じゃない」

「──あっ」

「それでもいいなら言うけど、今の神園の状じよう況きようは『二に兎とを追う者は一兎をも得ず』ってことわざに近いと思うから」

「リアルライフとオタクライフ、二兎を追って、けれども最終的には何も残らないから、寂しい──、ってことか？」

「たぶん、ね」

「そうか、気を付けるよ」

「でも、それには続きがあって──」

「ほうほう？」

「神園はそんな結果になっても、諦てい観かんするんじゃないん？」

「まっ、きっと俺ならその時、『リアルに興味はなくはない。でも充実できなくてもそれが分相応かもしれない。けれど、やはり充実させたい。まぁ、それが叶かなわなくてもなんとも思わないけど』って思うだろうな」

「それって……すごくフラットっていうか、無感動っていうか、空っぽっていうか、そんなふうに受け止められるけど？」

「俺は自分で人間としてゴミって自覚しているから、要するに現実に対してテキトーってことだろ？　まぁ、俺は自分のことが大好き人間だから、改めようとは思わないけど」

「あっ！　また、そうやって自分のことをゴミとかクズとか言う！　この際、言わせてもらうけど、そういうのよくないから！」

「えぇ～、だって別に俺、極ごく悪あく人にんではないけど、善良とも言い難がたいし、基本的に常に心の中でゴミみたいなことを考えるんだぞ？」

　数日前だって、ちょうどこの橋を渡っている時に、横並びで歩く追い越こしづらい女子を一いち瞥べつして（ここって鳥がよくフンを落とすから、この女子たちにヒットしないかな～）って心の中で呟つぶやいていたし。

　自分を正当化する理由さえあれば、とことんクズっぽい発想をするぞ、俺は。

「あたし、そんなんだと、神園の将来が不安でしょうがない……」

「空野は俺の保護者かよ……」

「どっちかって言うと、将来性のない人と付き合い始めて二人の将来に悩なやむカノジョだと思うんだけど……」

「──、──は？」

「あっ、い、いや！　べ、別に！　他意はないから！」

　俺は失礼ながらもマジマジと空野を見るが──、

　──おい、目を逸そらすなよ。

「きゅ、急に話を変えて申し訳ないけど──」

　本当に話の変え方が唐とう突とつだなぁ。

　いや、気にしてはいないけど。

「──神園はオタ充を目指すんでしょ？　なら、何をもって『オタ充になった』と見み做なすの？　何をゴールって設定しているん？」

「一応、カノジョを作れたら『俺もオタ充の仲間入りだ！』とは思うかもしれない」

「なら、ここであたしが神園に告白したら、ＯＫしてくれるん？」

「──えっ、──？」

　俺は思わず、歩くのと自転車を押すのをやめてしまった。

　そして俺にあわせて止まってくれた空野の瞳ひとみを見やってしまう。

　え？　これって──どこまで本気なんだ？

　空野の瞳は真しん剣けんで、頰は赤らんでいる。

　けど、よくよく考えてみて、空野が俺のことを好きになるなんてありえるのか？

　入学から今までのことを振り返ってみても……いやぁ、ないな。

　むしろ普通なら嫌きらわれていてもおかしくない。

「まっ、冗じよう談だんだけどね」

「驚おどろかすなよ!?」

　言うと、俺たちは再び歩き始めた。

　もう少しで橋を渡り終える。

「でもさ、あと少しで別れ道だから、今日はこれだけ伝えたいんだけど、いい？」

「なんだよ？　告白よりも大切なことか？」

　そして空野は──、




「三次元に対して、リアルに対して、

　神園は無感動で、オタクのみんなは軽けい蔑べつしていると思うけど、

　──、でもさ？　もうちょっとだけ頑がん張ばってみよ？

　きっと神園も、リアルを楽しめるはずだから。大切にできるはずだから。

　それでも、もし、挫くじけそうになったら、

　あたしが背中を押してあげるから」




　この時、俺は少し状況を楽観──否いな、悲観していたのかもしれない。

　リアルに過度な期待を持てないから、「できるものならやってみろ」と言わんばかりに、リアルに充実感を求めたけど、でも、……なんていうか、青あお臭くさい空野のセリフをからかおうとしたのに、なにゆえか、俺にはそれができなかった。




　　　　◇　◆　◇　◆




「神園くんと継未って付き合っているの？」

「──は？」「──えっ？」

　翌日、俺と空野が登校すると、一人の女子にそんなことを言われた。

　いや……「[image: ～][image: ～]るの？」って訊かれると百合姫を彷ほう彿ふつさせるけど、これは別人。

　俺と空野、一年Ｂ組のクラスメイトである！

　確か……名前は陸りく畑はた陽ひ辻つじだったっけ？

「ひ、ひーちゃん!?　な、なな、なんでそんなこと訊くん!?」

「いやはや～、だってだってさ？　まず夏休み前から一いつ緒しよの部活に入ってでしょ？　下校も二人揃そろってらしいし？　夏休み中も、二人でプールと夏祭りに行ったって目もく撃げき者もいるし。さらに東京にも二人で旅行しに行ったそうだよね？」

　陸畑のアホ毛、みょんみょん揺ゆれるなぁ……。いや、あのアホ毛は意思を持っているとかじゃなく、陸畑が動くから揺れているだけだとは思うけど。

　ちなみにアホ毛以外は──、くりっとした二ふた重えの瞳は、興きよう味み津しん々しんそうに俺と空野のことを捉とらえて離はなさない。む～ん、百合姫がタレ目、月島と空野がツリ目、雪村先せん輩ぱいが切れ長だとするなら、陸畑は伏ふし目めとでも言うのか？

　胸は……月島を『ぺったんこ：レベル＝Ａ寄りのＢ』とするなら、陸畑は決してぺったんこではなく、なだらかに薄うっすらと膨ふくらんでいて、大きくはないものの、女の子らしさを覚える。

　身長は、平均的体型の男子である俺が、手を置いたら丁度いい位置にありそうな程度で（そんなことする勇気なんてないが）、常に明るい表情のせいか、幼いえくぼが印象的。

　総評すると、小動物チックな女の子だな。

　──で、

　この陸畑──、顔がすごくニヤニヤしている……。仮に雪村先輩のニヤニヤが『玩具おもちやで遊ぶ』なら、陸畑のニヤニヤは『スキャンダルを発見！』『クラス内で恋れん愛あい事ごとだ！　みんな～っ、お祭りごとだぞ～っ！』って感じか？

「陸畑との初会話がこんな感じになるとは予想外だが、プールも夏祭りも東京も、全部ニジケン──二次元文化研究愛好部として行ったはずなんだけど、なにゆえ俺と空野の二人きりで遊んできたことになってんだ？」

「ちっちっち～、甘いぜ、神園くん。さすがに盗とう撮さつされた写真とか、盗とう聴ちよう器きとか、モラルに欠ける物的証しよう拠こはないけど、あたしが所属しているソフトテニス部の同学年の友達が、プールと夏祭りで継未が神園くんと一緒にいるところを見た、ってね☆」

　ちなみに、俺たちに質問しているのは陸畑だけだけど、空野の机、二次被ひ害がいを受けるように左ひだり隣どなりの俺の机には、陸畑を含ふくめて四人の女子が興味津々な様子で詰つめ寄ってきているけど……正直に言って居い心地ごこちが悪い。う～ん、悪い、と言っても『苛いら立だつ』とかではなく『ムズムズする』って意味合いなんだけど……。

「な、なら！　あたしと神園が東京に行ったことはどうやってバレたん!?」

「ふっふっふ～、簡単なことだぜぃ！　仙せん台だいと東京を往復する新幹線なんて、誰でもオープンに使えるでしょ？　今度はソフトテニス部の友達じゃないけど、別の友達が二人を発見したわけさ！」

　陸畑の言う友達って便利な言葉だな～。便利っていうか万ばん能のうっていうか……。

「なんだか意図的に俺と空野が二人きりだったって仕立てられている気がするぞ。プールにも夏祭りにも東京にも、ニジケン全員で行ったのに。結論を言うけど、俺と空野は付き合っているわけじゃないからな？」

「そうなの、継未？」

「うえ!?　あ、あたし!?」

　このタイミングでお前以外に誰だれがいるんだよ？

「あ、あたしは別に、神園と付き合っているわけじゃないから！　いや！　嫌いじゃないし、む、むしろ……好き……なんだけど……、いや！　違ちがくて！　その、ほら！　と、友達として！　今はまだ友達として好きってことだから！　ね？」

「う～ん、『今はまだ』？」

「ち、ちちっ、ちが……っ、こ、言葉の綾あやだし！」

「ふ～ん、まっ、そういうことにしておこっかな？」

　嗚呼ああ、絶対こいつ信じてない気がする。なんていうか『今はそういうことにしておいてやるよ？　ありがたく思え』的な？

　未来のことはわからないけど、今は本当に付き合っていないのに……。

　なんだろう……、すごく嫌いやな予感がする……。

「でもね？　一応、親切心で言うんだけど、神園くんって悪目立ちしているよね？」

「えぇ～、親切心から貶けなされた……」

「ああ、ゴメンゴメンっ、そうじゃなくて、神園くん本人も悪目立ちしている上に、花咲先せん輩ぱいとも関かかわりあいを持っているから、相乗効果で学校でも少しだけとはいえ噂うわさが立つと思うんだよ☆」

「噂って、どんな噂だ？」

「実はね？　まだ夏休みが明けてそんなに経たってないから盛り上がってないけど、でもゆっくりと神園くんと継未が付き合っている、って噂が浸しん透とうしているみたい」

「た、確かにあんまり噂になりたくないけど、特別害はないよね？　しかもそれが間ま違ちがっている噂なら、人の噂も七五日って言うじゃん？　ねっ、神園？」

「──害ならあるだろ」

「えっ、ど、どんな？」

「このことが百合姫の耳に入ったら、間違いなくややこしいことになる」

　さて、俺の幼おさな馴な染じみは、俺が誰かと付き合ったって知ったら、どのようなリアクションを起こすだろうか？　ぶっちゃけ、「ヒメぇ、悲しいよぉ……」とか「心路くんはヒメの幼馴染だもんね？」とか、発言は想像できるのに、アクションは想像できない。

　ただ一つ言えるなら──、

　最悪、サークルクラッシュがまた起きてもおかしくない。

　彼女はそういう女の子だ。自うぬ惚ぼれかもしれないけど、俺が関わっているなら、百合姫は平然とサークルクラッシュぐらい起こすだろう。

　それは、俺はイヤだ。

　百合姫は俺の幼馴染だからもちろんのこと、月島や雪村先輩だって俺の友達だし、今回の噂の渦か中ちゆうにいる空野だって、大切な女の子なんだぞ？

　一人のために全すべてを壊こわすなんて認められない。

　それこそまさしくオタサーの姫のような発言だが、俺はみんなが大切なんだ。

「あっ、それとね、こっちは継未よりも神園くんに言いたいんだけど──」

「他にも何か？」

「他って言うほど関連性がないわけじゃないんだけど、──いくら何でも二ふた股またはしてないよね？」

「俺ってそこまで最低に思われていたのか!?」

「いやはや、ゴメンね？　別に疑心っていうわけじゃないんだけど、よく校内でも花咲先輩と距きよ離り感が近いコミュニケーションを取ってることが多いからさ」

　と、そして「たはは～」を軽く笑って、手で頭をかく陸畑。本当にお気楽な性格と言動をしているなぁ……。

　しかし事実、俺と百合姫の距離感は近いから、一〇〇点満点の反論は難しい。

「それは俺よりも百合姫に言った方がいいんじゃないか？　話しあいの場を持てないという意味でも、放ほうっておいても陸畑には害はないという意味でも、接点はないだろうが」

「だよね～、花咲先輩ってどの男の子にも『ああいう態度』を取っているらしいし。でもだからって、神園くんも誘ゆう惑わくに負けたらいけないと思うけどね」

「なんだかあたしと神園が付き合っている前提で、神園が二股してたらあたしが悲しむから、ひーちゃんが注意している感じが拭ぬぐえなくて、釈しやく然ぜんとしないんだけど……」

　じと～、っとした目で俺と陸畑を睨にらむ空野。

　ええ～、俺は悪くないだろ？　勝手に物事を進めているのは噂と陸畑なんだぞ？

　甚はなはだ遺い憾かんである。

「でも、たとえ神園くんの二股疑ぎ惑わくが事実無根だったとしても、継未と仲良くする以上は花咲先輩と、花咲先輩と仲良くする以上は継未と、関わるなっていうわけじゃないけど、心の距離感はしっかりした方がいいと思うよ？」

「まぁ、そこは陸畑の仰おつしやるとおりだから、少し難しい気もするけど、善処するよ」

　無論、陸畑は俺と百合姫が幼馴染ということを知らないだろうけど、しかしきっと陸畑のような女子からすると、二人以上の女の子と接点を持つ男子には気をつけてほしいのだろう。

　しかし絶ぜつ妙みように困った。百合姫とは幼馴染だから、縁えんを切ることが難しいし、厳密には切れないわけじゃないけど、また彼女を泣かせるわけにもいかない。翻ひるがえって空野にしても、同じクラスで同じ部活で、帰り道も一緒だから下校も揃ってなので、陸畑の言う心の距離感を適切に保つためには、意図的に離れるしかない。

　どうしようもないもどかしさ──、

　選せん択たく肢しを選びようがない不自由さ──、

　──一度仲良くなった人と距離を置くのは、

　──相手にバレたら傷つけることになってしまう。




　　　　◇　◆　◇　◆




　昼休み、俺は一人教室でお弁当を食べていたけど──虚むなしくなんてない。ないったらない。ホントだよ？

　ちなみに空野は陸畑たちを連れて学食だっけ？

　ふと、耳を澄すませてみると──、

「アアアアアアアアアアアアアアア！　神園のヤツが羨うらやましいイイイイイイイイイイ！」

「なんで空野みたいな可愛かわいい子が神園なんかとオオオオオオオオオオオオ!?」

「可愛いし、外見とは裏腹に親しみやすいギャップ萌もえがたまらなかったのにイイイ！」

「しかも二人で東京かよ！　絶対ヤルことやってんだろオオオオオオオオオオオオ!?」

「俺も夏休み中に空野をどっかに誘さそってコクっておけばアアアアアアアアア！」

「正直俺もちょっぴり狙ねらっていたのにイイイイイイイイ！」

「神園が羨ましいイイイイイイイイイイ！」

「いいなアアアアア！　神園いいなアアアアアアアア！」

　うぜぇ！　あとうるさい！　こんなの耳を澄ませるまでもねぇよ！

「うわぁ、空野さん、かわいそう……」

「今はいないけど、あんなの聞かせられないよね～」

「あの男子たちサイテー」

「あの男子たち、男子の平均と比べてもガキすぎない？」

　あっ、今の男子たちが女子たちから蔑さげすまれている。ざまぁ！

「でもでも？　実際、興味はあるよね？」

「わかるわかる。あそこまで下品にはなりたくないけど、ねっ？」

「そうそう、キスぐらいはしたのかな～、って」

　恥はずかしいイイイイイイイイイイイイ！　快でも不快でもないけどゾワゾワする！

　しかも俺は童どう貞てい、空野も（本人の反応を窺うかがう限り）処女なのに、いつの間にか大人の階段を上ったことになっているぞ!?

　……一応、コミケ合宿の時に、同じベッドで寝ねたんだけど……。

　嗚呼、こういうヤツらは、俺たちが否定しても「はいはい、わかってるわかってる」とか「そういうことにしておいてやるよ」とか「恥ずかしがるなって、素す直なおになろうぜ？」とか聞く耳を持たないんだ。逆に強く否定した方がそういう思い込みを助長させる場合もあるしなぁ……。

　ヤバイ！　八はつ方ぽう塞ふさがりだ！

「ところで、花咲先輩はどうなるんだろ？」

「空野もなぜかニジケンに入部しているらしいし、サークラに一票」

「意外と次の展開が読めないよなぁ……。サークラするにしても、その過程が一ミリたりとも想像できないぞ」

　ハァ、できるならそこのクラスメイトたちよ、俺のいないところで話してくれ。




　　　　◇　◆　◇　◆




　いたるところで聞き耳を立てて──いや、立てない場合でも自然に聞こえてくる場合もあって、俺はある程度、現状を知れた。

　まず『俺と空野が付き合っている説』は、今のところ全学年規模で広がっているというわけではないが、しかし高等部一年ではそこそこ流れていて、否定しようにも『それが事実だ』と、固定観念が一定のレベルまで固まってしまっている。

　次に『俺と空野がどこまで進んだか？』は、噂を語る者の性別によってほんの少しだけ違った。男子は『もう神園と空野は大人の階段を上ったんだ！』と直線的に、女子は『大人の階段は上ったけど、二人の心の距離はウンヌンカンヌン』とゴシップ的な感じで。

　続いて『俺と百合姫と空野のトライアングル』については──まぁ、百合姫は昨年度本当にサークルをクラッシュしているという前科があるからしょうがないのだが、みんなの予想はサークラ一択たく。

　その過程で一番多かった予想は、悲しいことに『神園心路の優ゆう柔じゆう不ふ断だんが原因』及および『花咲百合姫が誘惑』で、次点で『花咲百合姫と空野継未の真っ向勝負』が挙がった。

　最後に『俺がこれからどう動くか』については──、いや、これは周りがどうこう憶おく測そくを飛ばしても、結局は俺次し第だいか。

「ていうか……なにゆえ俺と空野だけが噂うわさになるんだ？」

「ん？　どういうことなん？」

「夏休み中に恋れん愛あい的なイベントが起きるなんて、俺たちに限った話じゃないだろ。他の男女だって、何ペアかはイベントを起こしているはずだ」

「まぁ、そうだけど……」

「しかも俺たちの噂は間違っているんだぞ？　なにゆえ間違っている噂が一番流行はやっているんだよ……。他にもっと真実の噂があるはずなのに……」

　俺と空野は今、ニジケンに向かう廊ろう下かを歩いていた──が、気のせいかもだけど、時たま誰だれかに見られている気がするぞ。

　と、ここで部室棟とう三階のニジケンの前に到とう着ちやく。

「「こんにちは～」」

　ドアを開けて俺と空野が声を重ねて挨あい拶さつ、次いで部室の中に入ると──、

「ココロ先せん輩ぱいを確保[image: ～][image: ～]っ！　つぐみん先輩をまたまた亀きつ甲こう縛しばり[image: ～][image: ～]っ！」

　ぐほっ!?　痺しびれるような感覚が腹部からしたけど──、月島め！　スタンガンとは卑ひ怯きような！　いや、制約がついているのか、威い力りよくはそこまでなかったけど……。

　一方で──あ～あ～、俺がよろめいた隙すきに、空野は月島に縛られてしまったか。

　最終的に、俺は意識はあるものの、長時間正座した後に立ち上がったような感覚が全身に残り、上手うまく移動はできない状態に。空野は例のごとく胸を狭きよう窄さく＋女の子の部分を食い込ませる亀甲縛りを食らってしまうハメに。

「か、かみじょの[image: ～][image: ～]っ」

「空野は情けない声を出すな！　くっ、月島、お前、情報を……っ!?」

「ニャフン！　当然！　ツッキーはこの学校の生徒間の情報のほとんどを知っているニャン！　無論、ココロ先輩とつぐみん先輩が、いつの間にか付き合っていることも！」

「ゆ、雪村先輩はいずこに!?　ヘルプミー、雪村先輩！」

「聞こえているわよ。──っていうか『いずこに!?』って言っている割には、私は普ふ通つうに目の前にいるのだけれど？」

「ノリですよ、ノリ」

「神園くん、あなた意外と余よ裕ゆうね。──で、なにかしら？」

「百合姫が部室に来る前に、月島をなんとか説得っていうか無力化──」

　と、その時だった。

　ふいに、音もなくゆっくり部室のドアが開く。

　それで部室に入ってきたのは、想像どおり、一人の女の子。

「──、百合姫」

「心路くん……、継未ちゃん……」

　っっ、百合姫、涙なみだ目めじゃん……。

　寂さびしそうで、悲しそうで、今にも泣き出しそうで、目に見えてシュン……っと落ち込んでいる。

　自覚しろよ、俺？

　花咲百合姫は神園心路のことが好きなんだ。

　自うぬ惚ぼれとか、客観的な事実としてとか、そういう前まえ振ふりで予防線を張ってはいけない。

　せめて……っ、百合姫の誤解だけは解かないと！

「あはっ、ゴメンね？　ヒメぇ、今日は早く家に帰って執しつ筆ぴつしないといけないから、今日のニジケンには参加できないの♪　それを伝えにきただけだから、バイバイ」

　言うと、百合姫は踵きびすを返すけど、言葉と表情が嚙かみあってないぞ？　その食い違ちがいを残したまま、帰らせるわけにはいかない。

　俺は何とか立ち上がろうとするが……、よし、スタンガンによる麻ま痺ひは、大体治まったか。

「──神園くん！　月島さんは私が羽は交がい締じめにして押さえておくわ！　ここは私に任せて、あなたは先に行きなさい！」

「雪村先輩！　気き遣づかいは嬉うれしいですけど、あんた、それを言いたかっただけだろ!?」

「ゆきむー先輩！　は～な～す～ニャン！」

「うえ!?　それであたしは結局、菱ひし縄なわで縛られたままなん!?」

　さて、俺は部室棟の廊下を走り、階段を下りて、渡わたり廊下を進み、本校舎に戻もどり、──そして百合姫のクラス、高等部二年Ｃ組の下げ駄た箱ばこの前に到着したぞ！

　この学校の下駄箱には鍵かぎが掛かかっているけど、隙すき間まからスマホのライトで、靴くつの有う無むぐらいは確かく認にんできるはずだ！

　で、実際に確認してみたら、百合姫の上うわ履ばきはないし！

「闇やみ雲くもに探し回っても見つからないし……、スマホで連れん絡らくを取ろうにも、無視されるか誤ご魔ま化かされるだろうし……、──あっ、そうだッ」

　月島が、コミケでファンネルをするために、司し令れい塔とうである雪村先輩をメインに、ニジケン全員の位置情報を確認・共有できるアプリを作ったじゃないか。

　あれを今、ここで使えば──、

「──百合姫は今、ここにいるのか」




　　　　◇　◆　◇　◆




「百合姫！　待ってくれ！」

「ふぇ!?　し、心路くん!?」

　結論を言ってしまえば、百合姫は普通に通学路を歩いていた。

　けど、いつも使っている最寄り駅と校舎を、ほぼ一直線で繫つなぐ通学路ではなく、その少し北側にある、生徒からあまり人気がない通学路だったけど。

　いやいや、通学路に生徒からの人気のあるなしとかって、なんやねん。

　まぁ、短たん絡らく的にいつも使っている通学路の方を探しにいっても、百合姫とはこうして会えなかっただろうが。

「な、なんで……追いかけてきた、の？」

「お前が泣きそうだったからだろ」

「……ぅん」

「誤解を解いておくけど、俺と空野は付き合っていないからな？」

「それは……わかっているつもり、だったんだけどね……」

　そう消え入りそうな声で呟つぶやくと、百合姫は泣きそうな表情で笑った。

　その笑みは、寂しがり屋な子供を連想させる。

「じゃあ、なにゆえ……」

「──、ヒメは、まだまだ心路くんの理想のヒロインになれてなかったのかなぁ～、って思っちゃって……」

　その瞬しゆん間かんだった。

　今まではギリギリ『涙目』の状態だったものの、今度こそ、百合姫の瞳ひとみの端はしから涙が溢あふれる。

　オレンジ色の斜しや陽ようが、世界を染める。

　あまり使われていない通学路ゆえに、ここには俺と百合姫の二人きり。

　その二人きりの空間に、ふいに優やさしい風が吹ふき抜ぬけた。

　百合姫の綺き麗れいで長い髪かみが、風に揺ゆらされて、涙が落ちて、地面を湿しめらせてしまう。

「ヒメ……心路くんのことが好きなんだもん……。大好き、なんだもん……」

「百合姫──」

「誰にも、取られたくないの……。心路くんが、噂だけだとしても、他の女の子と付き合うなんて、絶対にイヤっ」

　刹せつ那な──、

　百合姫が、俺に、正面から抱だき付いてきた。

　そして俺の胸部で泣きじゃくる。

　でもさ、そんな彼女を、俺は抱きしめ返せない。

「ヒメが心路くんの理想を、完かん璧ぺきに、再現できていたら……、継未ちゃんと、噂になる隙すら与あたえなかったはずなのに……。でも、ヒメはまだ、心路くんの理想のヒロインになれていなかった……」

「────」

「継未ちゃんと噂になったことそのものよりも……、自分のヒロインとしての弱さの方に……、ヒメは泣きそうなの……。──だって────」

「──だって？」

「──これで三度目の告白だけど、ヒメは心路くんの恋こい人びとさんになりたいんだもん──」

　すると、百合姫はふいに、俺から身体からだを離はなした。

　そして、俺のことを上うわ目め遣づかいで、泣いているのに真しん剣けんな表情で見上げてくる。

　ここで百合姫は、俺に何を伝えてくるのだろう？

　逆にここで俺は、百合姫に何を言うべきなのか？

　その一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆん、間かん隙げきを突つくように──百合姫が言う。

「──文化祭まででいいの」

「…………」

「──文化祭まででいいから、ヒメと付き合ってほしい」

「……やっぱり、この展開では、それを言うのか……」

「うん──、アニメで言うところのとりあえず三話まで視し聴ちよう。マンガで言うところのコンビニで立ち読み。ラノベで言うところの出版社のＨＰで試ためし読み。そして──、ゲーム、ギャルゲーで言うところのお試しプレイ」

　その喩たとえを出してきた百合姫の意図を、俺は知っている。

　つまり──、

「文化祭まで付き合ってみて──、それまでにヒメは、絶対に心路くんを──、一〇〇％完オチさせてみせる」

　……、……、……嗚呼ああ、

　俺は今までずっと、他人の、特に百合姫の感情から逃にげ続けてきた。

　その上そのことを、最初から自覚していた。

　自覚していてなお、それを放ほうっておいた。

　でも──、──、

　──、──ここまで泣かせてしまったら、逃げるわけにはいかない。

　だから俺は、百合姫の提案に、頷うなずいた。




　　　　◇　◆　◇　◆




「──と、いうことがありました」

「知ってるニャン」「すでに知っているわ」「──、──知ってる、から──」

「なにゆえ!?」

　場所は戻ってニジケンの部室。

　いや、ほら、百合姫はカバンを持っていったけど、俺はカバンを、月島にスタンガンを食らった時に落としたし。

　それを回収しに戻ったついでに、月島と雪村先せん輩ぱいと空野に、ことの成り行きを説明しているわけ。

　でも、マジでなにゆえ知ってんの？
















　もしかして月島あたりに盗とう聴ちよう器きでも仕し掛かけられたか？

「単純な話、十中八九、神園くんも月島さんがコミケ用に組んだアプリで花咲さんを発見したのでしょう？　だから、私たちもそのアプリで神園くんを追いかけただけよ」

「まったく！　つぐみん先輩の縄を解くのに苦労したニャン！」

「いやいや、空野を縛しばったのって月島だろ。で──」

「「──で？」」

「訊きくまでもないけど、誰だれが尾び行こうを提案したんだ？」

「神園くんのことが好きで好きでたまらない『誰かさん』よ」

「自分で言うのも恥はずかしいけど、月島か……」

「ふっふっふ～、本当に、そういうことにしておいてあげるニャン！」

　なにゆえそんなに偉えらそうなんだよ？　貧ひん乳にゆうなのに胸を張りやがって。

「話を戻すのだけれども、どうして神園くんはそのことを私たちに話したのかしら？」

「まぁ、百合姫が飛び出した時、ニジケンメンバーが全員いましたし、説明する義務があると思っただけですよ」

「む～ん、ココロ先輩って、ギャルゲー下手くそそうだニャン」

「それって今、関係あるのか!?　あと、別に俺のギャルゲーの腕うで前まえは平均だ！」

　と、ここで完全下校時刻の一五分前を知らせる予よ鈴れいが鳴る。

　それを聞いて、真っ先に帰ろうとしたのは空野だった。

「空野さん──、あなたは言わなくていいのかしら？」

　うん？　なんのことだ？

　雪村先輩が空野に何かを促うながすけど、空野は普ふ段だんどおりの表情だし。

「ふんっ、別に、あたしは何とも思っていませんから」

　……いや？　少しだけ表情がむくれている。不満そうで、どこか面おも白しろくなさそうだ。

　より具体的には、つまらなそうというか、ツンデレのツンの状態に近いというか。

「神園──」

「うん？　どうした？」

「文化祭が、一番大切なイベントだからね？」

　それだけを残すと空野は帰宅してしまう。

　おや？　あれ？　今日は一いつ緒しよに帰らないらしい。すごくナチュラルに俺のことを置いて帰ったし。

　しかし、俺は空野を追う気にはなれなかった。

　追って、追いついて、話せるチャンスを得たとしても、きっと上手うまく話せないから。

　確かに、花咲百合姫にとっては、文化祭が一番大事なイベントだ。

　俺はそこで百合姫にお試し恋人期間の返事を出すって、百合姫本人にも、頷いた後に明言した。

　確かに、神園心路にとっても、文化祭が一番大事なイベントだ。

　ＹＥＳにしてもＮＯにしても、『答えを出すことそのもの』に、俺の文化祭の意味はあるんだし。

　でも、なにゆえ俺たちだけではなく、空野継未にとって、文化祭が一番大事なイベントなんだろうか？

　文化祭まで、残りはもう、三週間もない。

　花咲百合姫は文化祭の『その後』に意味を見み出いだし、

　神園心路は文化祭の『その時』に意味を見出し、

　なら空野継未は、感覚だけど、文化祭の『その前』に意味を見出しているんじゃないだろうか？

　そうして──、

　全すべてが、きっと一ミリしか食くい違ちがっていないのに、それが致ち命めい的な文化祭までの日常が始まろうとしていた。
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　読者の皆みなさま、こんにちは。佐さ倉くら唄うたです。この度は一巻に引き続き、『オタサーの姫ひめと恋こいができるわけがない。２』をご購こう入にゆうくださり、誠にありがとうございました。




　私には、拙せつ作さくを読んでくれた友達の発言で、どうしても忘れられない発言があります。

　友達曰いわく──「百合ゆり姫ひめって、オタサーの姫じゃなくない？　現時点で取り巻きが心しん路じしかいないし。その心路ですら、本人は『幼おさな馴な染じみだから一いつ緒しよにいるだけ』『オタサーの姫には懐かい疑ぎ的』って態度だし……」──とのこと。

　ＨＡＨＡＨＡ！　否定できないＺＥ！　しかし真面目な話、その問題は一巻発売前どころか、企き画かくの段階ですでにあったんですよね。なので最終的には『みんなにチヤホヤされるオタサーの姫を、自分（主人公）だけが独ひとり占じめできたら最高だよね？』という作品構造になりました。ゆえに、この作品を読んで私の友達のような疑問を抱いだきましたら、（あぁ～、俺は今、オタサーの姫を独り占めしてるんじゃぁ～）とでもお思いください。

　……まぁ、意図的にこういう作品構造にしているのに、一番人気は継つぐ未みちゃんっぽいですが……。いえ、理由はわかっているんですが……。




　担当編集のＡさま。二巻でも大変お世話になりました　＆　上京の折にはお世話になりました。色々お話しできてとても嬉うれしかったです。三巻でもよろしくお願いいたします。

　イラストレーターのあゆま紗さ由ゆさま。ツイッターで宣伝してくださったり、ニコ生で百合姫ちゃんのお絵え描かき生放送をしてくださったり、本当に感謝感激です。

　続いて読者の皆さま。もし、仮に、このまま順調に三巻が出るということになりましたら、次巻では文化祭を予定しております！　そして心路くんと百合姫ちゃんと継未ちゃんの三角関係にも変化が起こる！　……はずです。次巻もよろしくお願いいたします！

　そして宮みや城ぎ県利り府ふ町ちようのＳさま。ファンレターありがとうございます！　きちんと全文読ませていただきました！　面白いラノベはたくさんありますから、ぜひ、自分にあったのを見つけ出してくださいね！





二〇一六年七月　佐倉唄










佐倉唄

●さくらうた



第27回ファンタジア大賞にて『ノーパンツ・チラリズム』で銀賞を受賞。私はよく自著をエゴサーチするのですが、……、完璧に百合姫の人気を継未が食っていますね。私は、百合姫はオタサーの姫ですから『女の狡賢さ』とか『腹黒い部分』とか『薄い氷床を踏み、一つの間違いで全てが壊れる人間関係』とか、そういうのも書きたいんですが──、友Ｍ「やめるんだ！　それラノベじゃない！　軽くない！　メインターゲットは男子中高生ということを思い出すんだ！」──わかってるよ！　でも最近、そういうのを書いた方が百合姫の人気も出るのかな～、と、少しだけ思うんだよ！
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オタサーの姫ひめと恋こいができるわけがない。２








佐さ倉くら 唄うた





[image: ]





平成28年9月17日　発行





(C)Uta Sakura, Ayuma Sayu 2016





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『オタサーの姫と恋ができるわけがない。２』

平成28年9月25日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-002-301（カスタマーサポート・ナビダイヤル）

受付時間　9:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/p043.jpg





item/image/cover.jpg
TPIIIPLE





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p279.jpg





item/image/gaiji-cid700-m-h.png





item/image/logo-fan.png





item/image/gaiji-cid739-m-v.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		ｃｏｎｔｅｎｔｓ



		一章　二人だけの秘密ができてしまった──。



		二章　女子と一緒にプールに行くとか、まるでオタ充!?



		三章　女子と一緒に夏祭りに行くとか、まるでオタ充!?



		四章　東京、アキバに到着！



		五章　さあ──っ、戦争の刻は訪れたッッ！



		六章　もしここで、セーブボタンがあるのなら──、



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p065.jpg





item/image/p177.jpg





item/image/p219.jpg





item/image/gaiji-cid665-m-v.png





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/gaiji-cid776-m-v.png





item/image/p131.jpg





item/image/p053.jpg





item/image/p095.jpg





item/image/p003.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg
ont ot

-® ZAETOWEHNTETLESL

005

= RFE—RBIT-MICTL EDY
EBTHIRI?

045

=& ZFE—RICARVICTLI LD,
EBTHIRI?

090

mE HE. PFENICEHE!
141

o, BROABHNhEYY !

183

58 &b

& $LIIT, B—TRIVHHBIDEE—.

245

hene

283 S o





item/image/kuchie-002.jpg
Tsugumi‘Sorano

IECZHEI N
8 | DBOASRINE
L W ,

Shizuku Yukimura
Fr VR0 0%kE, -
HNSRYIHSK






item/image/kuchie-003.jpg
/77

NN

II&I

»

/4

e






item/image/gaiji-cid15190-m-v.png





